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　　　　　　　　　　序章




　それは一学期も終わりに近づいたある日の昼休み。陶とう原はら達がいつものように部室で弁当を食べている時のことだった。

　部室にいるのは部長に陶原、広ひろ野のの三人に加え、正式に部員となった夜よる音ねと清水しみず。期末テストのできについて話をしていると、ふと思い出したように清水が箸はしを止めた。

「そうだ部長、園芸部って合宿やらないんですか？」

「合宿……かい？」

「はい。写真部では夏休みに撮さつ影えい旅行に行く予定なんです。こっちはどうなのかなって」

　訊たずねられた部長はふむ、と唸うなり顎あごに手を当てる。代わりに答えたのは陶原だった。

「やるわけねーだろそんなの。園芸部が合宿して何になるんだよ」

　多分に呆あきれの色が含まれた声に、清水は少しだけ下した唇くちびるを嚙かんだ。

「それはほら、まとまって一気に植える植物とかもあるでしょ？　────田植え、とか？」

「しねえよ。どう考えても稲いな作さくは部活の範はん疇ちゆうを超こえてるだろ」

「やってるところもあるかもしれないけど、うちの学校じゃちょっと難しいかな」

「……まあね。分わかってるよそれくらい」

　広野にも諭さとされ、清水ははあ、と残ざん念ねんそうに息いきを吐はき出す。話はそれで終わったと食事を再開しようとしたところで、

「────悪くないね」

　部長がぽつりと呟つぶやいた。

「悪くないどころか、とてもいいアイディアだ。ぜひやろうじゃないか！」

　勢いよく立ち上がり、ぐるりと室内を見渡す。眼鏡の奥の瞳ひとみが大きく開かれていた。

「え、えっと部長？　やろうって、まさか米を作ろうって言うんですか？」

　興こう奮ふんする部長と対照的に、部員達は急な変化に困こん惑わくを隠かくせなかった。おずおずと陶原が問うと、部長はゆるゆると首を振ふる。

「それこそまさかだよ。やるのは田植えではなく、合宿の方さ」

　力強く宣せん言げん。それを聞いて清水はぱあっと顔を輝かがやかせた。

「本当ですか！」

「もちろんだとも。園芸部には合宿をした記録がないからすっかり失しつ念ねんしていたよ。いいことを教えてくれてありがとう、清水君」

　部長は悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむ。写真部と日につ程ていが被かぶらないよう二人は話し合いを始め、陶原は慌あわてて口を挟はさんだ。

「ちょ、ちょっと待って下さい部長！　本気で合宿やるつもりなんですか？」

「そうだよ。陶とう原はら君は反対なのかな？」

「当然です」

　意外そうに首を傾かしげる部長に、陶原はきっぱりと言ってのける。

　陶原にとって集団行動というのは、あまり好ましいものではない。普通の人間と足並みを揃そろえていたのでは、過か剰じようなまでの健康は手に入らないからだ。それが泊まりがけで時間を拘こう束そくされる事じ態たいとなればなおさらだった。修学旅行にも嫌いや々いや参加したくらいで、それを知っている広ひろ野のは苦く笑しようを漏もらしていた。

「清水しみずにも言いましたけど、園芸部が合宿してどうするんですか。他ほかの部みたいに何かを作ったり、体力とか強化するものがあるわけでもないんだし」

　何としても回かい避ひしなければならない。そう考える陶原の正論に、部長は真まっ向こうから答える。

「強化するものならあるとも。我々の絆きずなだよ」

「…………はい？」

「部員数が倍近くなったところだし、丁ちよう度どいい機会じゃないか。親しん睦ぼくを深め大いに語り合うことは、部にとってプラスになるんじゃないかな？」

「そんなことは──────。ある、かもしれませんけど………………」

　筋すじの通った答えに、反論は尻しり切きれになってしまう。

「ですよね。合宿はやること自体に意味があるんです」

「僕も賛成です。面おも白しろそうですね」

　弱り目で反対理由を考えていると、清水は元より広野まで賛成を示す。気がつけば、合宿を行うのは避さけられそうにない空気が完成していた。

（まあいいけど。参加しないだけだし）

　輪を乱みだすなと冷たい目で見られるのは慣なれている。好きにしてくれと陶原は他ひ人と事ごとのように構え、弁当に集中──

「夜よる音ね君はどうかな？」

　──することができなかった。部長の声にちらりと横目で窺うかがうと、話の流れが理解できていなかったのだろう、夜音は小首を傾かしげている。

「どう、とは…………？」

「是ぜ非ひとも合宿に参加してもらいたいんだ。君と清水君の歓かん迎げいも兼かねているからね。まあ──」

　部長は一いつ旦たん言葉を切り、ちらりと陶原を見やった。

「陶原君が参加するのかを先に訊きいた方がよかったかな？」

「なっ──！」

　笑いを含ふくんだ物言いに、夜音は激げつ昂こうして立ち上がる。

「陶原など関係ありません！　いいでしょう、よく分わかりませんが、参加してあげようじゃないですか！」

「そうでなくては。──で、陶とう原はら君はどうする？」

　夜よる音ねの怒ど声せいをあっさりとかわし、部長は陶原へと向き直る。口元にはありありと笑えみが浮かんでいた。

「合宿には反対みたいだし、残念だけど陶原君は不参加なのかな」

「…………参加しますよ。すればいいんでしょう」

「そうかい？　嫌いやなら無理に参加しろだなんて強要したりはしないよ？」

「してるも同然じゃないですか！　よくもそんなぬけぬけと言えますね！」

　いくら人間生活に多少慣なれてきたとはいえ、夜音を放置できるわけがない。放ほうっておけば清水しみずや広ひろ野のに正体がばれて面めん倒どうな展開になるのは目に見えている。それが嫌なら合宿に参加するしかないのだ。

（健康に影えい響きようがでるかもしれないけど、夜音が吸きゆう血けつ鬼きだって知られるよりはましだからな……）

　ぐぎぎと歯は軋ぎしりしながら部長を睨にらんでいた陶原は、やがてがっくりと肩を落とす。嫌いや々いやながらも納得したのを見届け、部長は満足そうに頷うなずいた。

「さて、そうと決まれば場所と日時について考えなくてはね」

「……もう部室でいいじゃないですか。頑がん張ばれば泊とまれないこともないし、いっそのこと日帰りでも」

「何言ってんの。夏って言ったら海に決まってるでしょ」

　陶原が陰いん気きに提てい案あんすると、即そく座ざに弾はずむような声で却きやつ下かされる。声の主ぬしである清水は上じよう機き嫌げんそうに鼻から息を吐はいた。

「お前こそ何言ってんだ。夏と言えば山だろ」

「眩まぶしい太陽。波なみ打うつ白い砂浜。炎えん天てん下かの中、冷たい海で泳いだら最高に気持ちいいよ。だからほら、海に決定！」

「いいや山だ。勝手に決めんなって」

　山に特別思い入れがあるというわけでもないが、陶原は真まっ向こうから清水に対たい抗こうする。太陽も波も、どちらも吸血鬼の弱点だ。海だけは絶対に避さけなければならない。

「だいたい園芸部の合宿なんだから山の方が向いてるだろ。海に植物なんて生えてねーし」

「そんなことないよ。ワカメとか、他にはえっと…………、ワカメ、とか？」

「ワカメだけじゃねえか。そもそも海かい藻そうの栽さい培ばいをする気はねえ」

　陶原の指し摘てきに、清水は拗すねたように唇くちびるを尖とがらす。

「まだ入部したばっかで植物には詳くわしくないんだもん。でもさ、親しん睦ぼくのための合宿なんだし、別に植物のない場所でも構かまわないでしょ？」

「それはそうだけどよ……。どうしてそんなに海に拘こだわるんだ？」

「だって写真部の撮さつ影えい旅行も行き先は山なんだよ？　だったらこっちでは海に行きたいでしょ！」

　気持ちは分わかる。分かるが、だからといって行き先を譲ゆずるわけにもいかず、陶とう原はらはどうしたものかと頭を搔かいた。

「陶原こそ山が好きだって今まで一度も聞いたことないよ。何でそんなに海を嫌いやがるのさ？」

「それは、だな……。そ、そうだ！　ほら、夜よる音ねは泳げないし、だったら楽しめないだろ？」

　夜音は毎回水泳の授じゆ業ぎようを休んでおり、強い日ひ差ざしを浴あびられない病気なのだということになっている。もっともな理由に清水ははっと目を開き、

「そうか……、うん、そうだね──」

「誰だれが泳げないですか！」

　せっかく引き下がろうとしたところを妨ぼう害がいしたのは、その夜音だった。

「失礼なことを言わないで下さい！　私が泳げることを貴方あなたも知っているでしょう！」

　目を吊つり上げ陶原を睨にらむ。非ひ難なんの言葉を受け、陶原は天を仰あおいだ。

（誰のために海を回かい避ひしようとしてるのか分かってないのかよ！…………分かってないんだろうな………………）

　もう知ったこっちゃない、と投げ出してしまいたい気分だった。

「あれ？　夜音ちゃん泳げたんだ？」

「もちろんです。確かに以前は泳げませんでしたが、今では完かん璧ぺきに泳ぎをマスターしています。陶原だって知っているはずですよ？　一緒に夜のプー────むぐぐぐっ」

「ああそうだったそうだった！　すっかり忘れてた！　泳げるんだったな！」

　大声を出しながら、陶原は余よ計けいなことまで話そうとする夜音の口を慌あわてて押おさえる。黙だまれとアイコンタクトを送るも、彼女はばしりと手を振ふり払はらう。

「何をするんですか！　ま、まさか貴方、私の優ゆう雅がな泳ぎを忘れてしまったんじゃないでしょうね！」

「忘れてない！　忘れてないから今は大人おとなしくしていてくれ！」

　顔を近づけ、陶原は必ひつ死しに小声で頼たのみ込こむ。

「いいか、よく考えてみろ？　海だぞ海。いくらお前が達たつ者しやに泳げるとしても、波があるんじゃ無理だろ。ついでに俺おれは水着なんて見たくねーんだよ！」

　海水浴場になど行けば、学校のプールとは比ひ較かくにならないほど表ひよう面めん積せきの少ない水着を目にしてしまうではないか。夜音への心配は心配として、本ほん音ねの滲にじんだ説せつ得とくに、

「……………………仕し方かたがありませんね。私は泳げますが、海は危険だと認みとめましょう」

　夜音は気のせいか海よりも『水着』という単語に反はん応のうし、しぶしぶと頷うなずいてくれた。ちらちらと清水に目をやっていたのは、不ふ審しんがられていないか反応を窺うかがっていたのだろう。

「────助かる」

　一息つきつつ、陶とう原はらも清水しみずに向むき直なおる。するとどう考えても不自然な行動に、彼女はじとっと怪あやしむような目でこちらを見ていた。

「……ねえ陶原？　結けつ局きよく夜よる音ねちゃんって泳げるの？」

「泳げ……………………る、かな。うん」

「ずっとプールの授業休んでたよね。それってどういうこと？」

「そ、それはほら、あくまで強い日光を浴あびるのが駄だ目めなんであって、屋内とか、夜とかは、大だい丈じよう夫ぶ？　って、ことなんじゃ、ない、か？」

「わたしに訊きいてないで、はっきり答えなよ」

　どうにかこうにか説明するも、清水の声はどんどん冷たさを増していく。

「じゃあ、日焼け止め使えば海でも大丈夫ってことなんじゃないの？」

「それは…………………………………………、どうなんでしょうか」

　全然大丈夫じゃない。ないのだが、納得させられるだけの説明などできないのだ。助けを求めるように、陶原は話題を逸そらす。

「ぶ、部長達は海と山どっちがいいんですか？　ほら、やっぱりこういうのは全員で話し合わないと！」

「ちょっと！　まだ話は終わって──」

　言い重かさねる清水に背せ中なかを向け、完全に耳を塞ふさいだ。

「僕はどっちでもいいよ」

「私も同意見なんだが……、それでは話が進まないね。どうだろう？　何か簡かん単たんな勝しよう負ぶをして、行き先を決めるというのは」

「勝負……、ですか？」

　陶原の問いに、部長は肩かたを竦すくめて答える。

「ああ、勝った方の意見を採さい用ようするんだ。二人とも譲ゆずるつもりはないようだしね」

「────。わたしはそれでいいよ。陶原は？」

　まだ不ふ満まんそうな声のまま、清水は受け入れる。促うながされた陶原は返事をするより先に部長へと近付き、小声で耳打ち。

「どうして山にしようって言ってくれないんですか！　部長だって海は困るでしょう！」

「それはそうだけど、だからといって自分の我わが儘ままを通すわけにはいかないよ。部長として公平でなくてはいけないからね」

　当然だろうと言わんばかりの答えに、陶原はため息をつく。頭を振ふって、どこかで部長を当あてにしていた自分の甘あまさを追い出した。

　こうなれば、自分で何とかするしかない。

「よし。じゃあ部へ屋やの掃そう除じ対たい決けつとかで勝負しようぜ」

「それじゃ勝しよう敗はいが曖あい昧まいでしょ。……写真をどれだけ手順を間ま違ちがえずに現げん像ぞうできるか、ってのはどう？」

「間ま違ちがえずにも何も、やりかたが全まつたく分わかんねえよ！　…………そうだな、フルマラソンで決着つけるか？　これなら白黒はっきりするぞ」

「大おお袈げ裟さ過ぎ！　それに、自分の得意なジャンルで勝しよう負ぶしようとするなんて、恥はずかしくないの？」

「お前が言うな！」

　非ひ難なんするように睨にらまれ、陶とう原はらも負まけじと視線を返す。

「長ちよう距きよ離りが駄だ目めだってんなら短距離でも………………。いや、やっぱ止めとこう」

　確か清水しみずも運動は得意だったはず。瞬しゆん発ぱつ力りよくに自信があるわけではないし、確実に勝しよう利りするためには避さけた方が無ぶ難なんだ。

（公平に見えて、それでいて俺おれに有利な勝負の方法か……）

　清水とて同じことを考えているはずだ。じっくりと睨み合っていると、彼女が先に口を開く。

「あ、お経きようの早読み対たい決けつなんてのはどう？」

「結けつ局きよくお前の得意分野じゃねーか！　俺は経なんて読めねえし。つーかそもそもそんなふうに読むもんでもねーだろ！」

　寺の娘だというのに、驚おどろくほど信しん仰こう心しんの薄うすいやつだ。身み構がまえていたのもあって余よ計けいに呆あきれてしまう陶原だったが、清水は飄ひよう々ひようとしたもの。

「継つぐつもりはないんだし、どんな読み方したって構わないでしょ。それに私もお経読んだことないよ。平等な勝負だって」

「…………いやいや、聞き慣なれてたりして、そっちが有利だろ」

　そうでなくても、陶原にお経を読むつもりはなかった。罰ばち当あたりな気がするし、ずるずると芋いも蔓づる式しきに他ほかの修しゆ行ぎようまでやらされかねない。警けい戒かいする陶原に、

「せっかくの機会だし、いいチャンス、だと────」

　清水は喜き々きとして言いかけ、不意に何かに気づいたように口を閉じた。

「……？　どうした？」

「──っ！　う、ううん、何でもない」

　陶原が顔を覗のぞき込こむと、清水はばたばたと手を振ふった。それでいながら陶原の顔をじろじろと眺ながめ、にんまりと笑う。

「ねえ陶原。陶原は合宿先は山がいいんだよね？　やっぱりそれでいいよ」

「ほ、本当か？」

　急な心変わりに陶原は疑うたがってしまう。しかし清水は笑顔を崩くずさず、大きく頷うなずいた。

「本当だって。部長とかもそれでいいですね？」

「ああ、いいとも」

　広ひろ野のや夜よる音ねも頷き、話題は日につ程ていへと移っていく。清水の主しゆ導どうによりとんとん拍びよう子しに話が纏まとまっていくのを眺ながめ、陶とう原はらはどこか薄うすら寒く感じはしたものの、特に口をはさみはしなかった。

（まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ）

　海に行くという最悪の事じ態たいは回かい避ひできたのだ。あとは合宿経験のある清水しみずに任まかせておけば、そう悪いことにはならないだろう。

　単たん純じゆんに結けつ論ろんを出し、安あん堵どの息いきを吐はく。すっかり油ゆ断だんした陶原は、数日でそれを悔くやむことになるとは夢にも思っていなかった。










　　　　　　　　　　一章




　夏休みに入り、迎えた合宿当日。

「いいか、大人おとなしくしておけよ。絶ぜつ対たいに大人しくしていてくれよ！」

「分わかっています。同じことを何度も何度もうるさいですね」

「何度言っても不安だから言ってんだろうが！」

　うんざりとした表情の夜よる音ねに、陶とう原はらは嚙かみつきそうな勢いきおいで懇こん願がんしていた。

　陶原と夜音がいるのは集合場所となっている駅の改かい札さつ前。朝九時という集合時間にはまだ間があり、今のところ来ているのは二人だけだった。

「いいか、合宿中は学校にいる時ほどお前をフォローしてやれない可か能のう性せいが高いんだからな！　正体がばれないよう、十分に気をつけてくれよ？」

「はいはい。分かったと言っているでしょう」

　邪じや魔ま者ものがいないのをこれ幸さいわいにと最後の念押しをする陶原だったが、夜音はおざなりにあしらうばかり。あまりの手応えのなさに、ため息いきを吐つく。

「本当に、頼むからな………………」

　がくりと肩かたを落とす陶原には、これから合宿に出発するのだというのに浮うかれた様子は一いつ切さい見当たらなかった。

　園芸部で合宿を行うと決定して以来、陶原は生活リズムが崩くずれてしまう恐れと、夜音の正体が清水しみずや広ひろ野のに知られてしまうのではないかという不安の二つの問題に悩まされていた。どうにかして夜音の参加を撤回させようと今日まで説せつ得とくを続けてみたものの、成果は上がらず、胃いは穴あなが空あきそうなほどキリキリと痛んだ。

　もちろん、合宿が楽しみだという気持ちが全まつたくないわけではない。心浮かれるイベントであることには違いないのだが、それ以上に不安の方が大きかったのだ。

「私のやることにとやかく言われる筋すじ合あいはありません。口出ししたかったら、早く極ごく上じようの血の味を取とり戻もどすことですね」

「…………分かっているよ。それこそ大きなお世話だ」

　上からの物言いにも反論することができず、陶原は悔くやしげに視線を逸そらす。

　毎日努力はしていても、一度薄うすまった血というのはなかなか元に戻ってくれない。輸ゆ血けつを受けてからもう二ヶ月以上経けい過かしているというのに、夜音は未だに陶原の血に合格点を出していなかった。

　満足に反論もできない状況に、陶原の胃の痛みは増していく。

「おっはよー！　二人とも早いね！」

　陶原が服の上から胃をさすっていると、張りのある元気な声が耳を打つ。顔を向けると清水がぶんぶんと手を振ふりながら近づいてくるところだった。

「まだ部長と広ひろ野のくんは来てないんだ？　っていうか夜よる音ねちゃん可愛かわいい！」

「え、ええいっ、放しなさい！」

　最後は小走りに駆かけ寄よってきた清水しみずは、バッグを投げ出し夜音にがばりと抱きつく。暴れる夜音をものともせず、うっとりと頭を撫なで回した。

「子供扱いは止めさないと何度も言っているでしょう！」

「ごめんごめん。夜音ちゃんのその服がよく似に合あってるから、つい、ね？」

「だから放しなさいっ！」

　悪びれた様子もなく、清水は夜音を可愛がり続ける。呆あきれた目で眺ながめていた陶原は、そう言えば夜音が私服を披ひ露ろうするのは初めてだったかと気づいた。

「似合ってるのは認めるけど、山に行く格かつ好こうじゃないだろ…………」

　夜音はいつものように装そう飾しよく過か剰じような黒いドレス姿だ。夏にしては露ろ出しゆつが少ないことは大いに評ひよう価かできるが、さすがに暑苦しく感じられる。

「それにそんな格好してるから荷物も多いんだよ。たかが二泊三日なのに、どうしてそんなにでかい鞄かばんが必要なんだか。運ぶだけで一苦労だろ」

「小さ夜よが荷物を整えたんですから、用意は完かん璧ぺきなはずです。苦労するようなら貴方あなたが運べばいいだけですし」

　平然と夜音は言い放ち、清水も深ふか々ぶかと同意。

「女の子には色々必要なの！　陶原こそこういうのに慣なれてないんだから、合宿先に着くだけで疲つかれたりしないでよね？」

「するわけないだろ」

　陶原としては馬ば鹿か馬ば鹿かしいと嘆たん息そくするしかない。そうこうしているうちに部長と広ひろ野のもやって来て、園芸部は全員集合した。

「よし、じゃあ出発しよう」

　部長の号令で一同は動き出す。夏合宿へ向け皆の顔は明るく、陶原は一人だけ口をへの字に曲げながらあとに続いた。
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　電車はがらがらに空すいており、五人という中ちゆう途と半はん端ぱな人数のため、陶原達は別れて座ることになった。都会の電車と違って座席は全すべて進行方向を向いているので、横に並ぶことはできないのだ。

　清水が夜音を摑つかまえ、早々に自分の隣となりに座らせる。陶原は部長と広野の三人で、通路を挟はさんだ向かいに四人席を作り、腰こしを下ろした。間もなく電車が動き始めると、部長はふと気づいたように眉まゆを寄よせる。

「しまった。せっかくの合宿なのに、新旧の部員で別れてしまったか」

「そういえばそうですね。座り直しますか？」

　軽い調子で訊たずねる広ひろ野のの隣となりで、陶とう原はらが熱心に頷うなずく。清水しみずを夜よる音ねから引ひき剝はがすせっかくのチャンスだと思ったのだが、

「いや。先は長いんだ、別に構かまわないよ。この三人だけというのも久しぶりだし、我々は我々で旧きゆう交こうを温めよう」

　部長はあっさりと首を振ふり、朗ほがらかに笑う。そう言われてしまえば反論することもできず、陶原はこっそりため息いきを吐ついた。それでも諦あきらめきれず、未み練れんがましく夜音へと視線を送る。

「……………………」

　──はずが、その目はちらちらと夜音と清水を通り過ぎ、流れる景色へと向かいがちになってしまった。夜音の正体がばれないように気を遣つかうべきなのに、まるで集中できない。

「どうしたんだい陶原君？　そんなに余よ所そ見みばっかりして」

「ああ。多分景色が珍めずらしいんですよ。健けん悟ごは電車に乗るのに慣なれてないですから」

　上うわの空そらの陶原に部長が声をかけると、広野が代わって返事をする。

「家族との旅行とかも昔っから拒きよ否ひしてたみたいですしね。修学旅行もバス移動だったし、もしかしたら初めて電車に乗ったんじゃないですか？」

「ほう？　そうなのかい」

　それを聞き、部長だけでなく通路の向かい側からも視線が集まる。余よ計けいなこと言いやがってと苦にが々にがしく思いつつ、陶原は渋しぶ々しぶ口を開いた。

「別に初めて乗るってわけじゃないですよ。…………十年ぶりなのは確かですけど」

「そっか十年………………十年!?」

　清水の大声が電車中に響ひびく。信じられないというように、彼女と部長は目を丸くした。

「そんなに乗らずに生活できるわけ？　遊びに……は行かないだろうけど、買い物とかはどうしてたの？」

「特に趣しゆ味みがあるわけじゃないし、何か買うなら近所で十分だからな。どうしても遠とお出でしないといけない場合は走ればいいし」

　健康以外に時間を費ついやすなどもったいない。それに、夜音と再会するため、なるべく街を離はなれるわけにはいかなかったのだ。

　とは言え地元を離れること自体が希まれなので、若じやつ干かん浮うかれ気ぎ味みになっていたことは否定できない。自覚すると余よ計けいに恥はずかしくなり、かあっと頰ほおが熱くなる。

「陶原らしいと言えば、らしいか。あ、土足で座席に乗っちゃ駄だ目めだからね？　窓まどに張り付くときは、ちゃんと靴くつを脱ぎなよ」

「しねえよ！　そこまでガキじゃねえ！」

　追い打ちをかける清水しみずに怒ど鳴なるも、彼女はにやにやと笑みを深めるばかり。ふん、と首を反対に向けるのだが、また外を眺ながめる形になってしまった。

「楽しんでくれているようで、何よりだよ」

「よかったね陶とう原はら。ほら、お菓子食べる？」

「食うわけねえだろ」

　ほれほれと菓子を振ふる清水を邪じや険けんに睨にらむ。しかし彼女は気にした様子もなく、そのまま菓子を夜よる音ねに差し出した。食べさせられることに慣なれた彼女は、何の抵てい抗こうもなくそれを咀そ嚼しやくする。
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「せっかくの旅行中なんだから食べればいいのに。ねえ夜音ちゃん、美お味いしい？」

「そうですね…………。まあまあです。こちらの方が私の好みですね」

「ほんと？　ちょっとちょうだい」

　夜音も自分の鞄かばんから別の菓子を取り出し、清水と食べ比べを始めた。

「部長も何か食べます？　僕も売店で色々買ってきたんですけど」

「ありがとう。やはり合宿に向かう車内ではこれがないとね」

　広げられた駄だ菓が子し類の中から部長が選んだのは冷凍みかんだった。微び妙みように古くさい選択に実年齢がばれるのではないかと陶原は余よ計けいな気を回すが、広ひろ野のに気にした様子はない。

「ですよね。ちゃんとトランプとかも用意してますよ」

　何事もなかったように会話を続け、放ほうっておかれた陶原はありがたいような寂さびしいような気分で、結けつ局きよく窓まどの外へと目を向けた。見み慣なれない景色が、ささくれた心を慰なぐさめてくれる。

「ほら、健けん悟ごもいつまでもふて腐くされてないで」

「ふて腐れてなんかいねえよ」

　ぶつくさ言いつつ、陶とう原はらは差し出されたトランプを素す直なおに受け取った。大だい富ふ豪ごうを始めると、途と中ちゆうから清水しみずや、彼女に引っ張られて夜よる音ねも交代しながら参加する。

「これでいい…………ん、ですか？」

「俺おれに訊きかれても、よく分わからん」

　初めてトランプに触さわる夜音と同様、陶原もこうして遊ぶのは十年ぶりで、ルールをろくに把は握あくしていなかった。とはいえそう複雑なものでもなく、次し第だいに拗すねていたのを忘れ、勝しよう負ぶにのめり込んでいった。
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　陶原の住む街から電車で二時間。それからバスで一時間ほど山道を揺ゆられ、さらに徒と歩ほで三十分。小高い山の中腹に、園芸部の合宿場所はあった。

「────な…………………………………………」

　やっとのことで辿たどり着いた建物を目にした途と端たん、陶原は呻うめくように言葉を漏もらし、思わず鞄かばんを取り落とす。がくりと肩かたが落ち、今にもシャツがずれ落ちそうだ。

「どうしたんだい陶原君。移動だけで疲つかれてしまったのかな？」

「………………いえ……」

「あ、もしかしてバスに酔よってた？　やっぱり久々に乗り物乗ったらそうなるよね」

「……………………だから、そうじゃなくて…………！」

　掠かすれた声で返しつつ、陶原の目はただ一点に固定されていた。震ふるえる指でその視線の先を指さす。

「これは、どういうことなんだよ！」

　裏返った叫びが夏空に虚むなしく響ひびく。そこにあったのは、一軒の古寺だった。「修しゆ行ぎよう僧そう」と渾あだ名なされ、寺にいいイメージの少ない陶原はいきり立って清水に迫せまるが、

「どういうことも何も、ここが合宿先だけど？」

「聞いてねえぞそんなの！」

「うん。だって言ってないもん」

　小さく舌したを出し、清水はしれっと答える。

「わたしが泊とまるところを手配するって言ったとき、何も訊かれなかったし」

「お前が心当たりがあるって言うからだろ。てっきり写真部と同じところに泊まると思ってたんだよ！」

「せっかくの合宿なんだから、同じところに何度も泊とまるより、別のところがいいに決まってるでしょ」

「そりゃ…………、まあ、そうかも知れんけど……」

　言われてみれば当然の答えだ。しかしどこか釈しやく然ぜんとしない陶とう原はらの肩を、ぽんぽんと部長が叩たたく。

「清水しみず君のおかげで合宿費ひ用ようが安く抑おさえられたんだ。文句を言ってはいけないよ」

「そうだよ。それにお寺に泊まるのも面おも白しろそうだし」

　諫いさめるような部長に追つい従じゆうする広ひろ野のはいつものようにふくふくとした笑顔なのだが、陶原には何か含ふくんだものを感じずにはいれなかった。

「…………もしかして、泊まるところが寺だって前から知ってたな？」

「陶原以外はみんな知ってるよ。だって普ふ通つうはどこに泊まるのか気になるでしょ？」

「……う、うう………………」

　なるべく合宿に関わらないようにしていたのは確かに自分なので、もはやぐうの音ねも出ない。引き下がるしかないと諦あきらめかけた陶原はふとしたことに気づき、夜よる音ねへと顔を寄よせた。

「おい、本当にここに泊まって大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫、とは？」

「だから、寺は宗教施し設せつだろ。そんなところに泊まったりしても怪け我がしたりしないのかって訊きいてんだよ」

　小首を傾かしげた夜音は、その説明にああ、と頷うなずく。

「それなら大丈夫です。以前教会に入ったこともありますし、問題ないでしょう。……十じゆう字じ架かに触ふれると駄だ目めですが。数珠じゆずの場合はどうなのかは分わかりませんけど」

「…………まあ、それくらいなら何とかなりそうだな」

　完全に不安が消えたわけではないが、海に行くよりはましだろう。陶原が自分を無む理り矢や理り納得させていると、本堂の方から近づくじゃりじゃりという足音が耳に届いた。

「よう、清水んとこの嬢じようちゃん。やっと来たか」

「池いけ田だのおじさん！　久しぶりだね」

　軽く片手を上げて近づいて来るのは五十がらみの男だった。雑ざつに無ぶ精しようひげを伸のばし、だらしなく作さ務む衣えを着き崩くずしている。

「えっと、この人が住じゆう職しよくの池田さん。父さんの知り合いで、わたしも子供の頃ころに何度か遊びに来てたんだ」

　清水の紹しよう介かいに、代表して部長が進み出る。

「今回は宿泊を了りよう承しようしていただきありがとうございます。しばらくお世せ話わになります」

「なあに構かまわんよ。どうせ俺おれ一人しかいない寺だ、自分の家だと思って気き兼がねなく楽しんでいってくれ」

　気さくに応おうじる住じゆう職しよくは、部長と軽く挨あい拶さつを交かわすときょろきょろと辺りを見回した。

「ところで、陶とう原はらってのはどいつだ？」

「……俺おれですけど？」

「おお！　お前がそうか！」

　呼ばれた理由が分わからずきょとんとしていた陶原に、住職はずかずかと歩み寄よる。

「寺の生まれでもないのに僧を目め指ざして修しゆ行ぎようしてるんだってな。若いのに感心な心がけだ」

「………………は？」

「より本ほん格かく的てきな修行が目め当あてで来たんだろ？　しっかり面めん倒どう見てやるから安心していいぞ」

「………………………………はあっ？」

　ばしばしと遠えん慮りよなしに肩かたを叩たたかれ、結けつ構こう痛いが、そんなのは無視。陶原はぐいっと住職を脇わきに追いやり、清水しみずをじっと睨にらんだ。

「おい、これはどういうことだよ！　俺は園芸部として合宿に来たんであって、寺の修行なんてするつもりはねえぞ！」

「まあいいじゃないの。せっかくなんだし、ついでに、さ」

　唾つばを飛ばして迫せまるが、しかし清水はてへっと戯ふざけてみせる。悪びれた様子もない態度に、陶原はようやく理り解かいした。

「…………このために海じゃなくて山でいいって譲ゆずったんだな」

「やだなあ。偶ぐう然ぜんだよ偶然」

　心外だと肩かたを竦すくめておきながら、にししと堪こらえきれないように吹き出す。抗こう議ぎしようとした陶原は、そのいかにも嬉うれしそうな笑顔につい一いつ瞬しゆんだけ見み惚ほれてしまい、タイミングを逃のがしてしまった。

「お前、なあ………………」

　怒いかりが萎なえていくのを自覚するが、納得するのも癪しやくだ。顔を顰しかめたままもやもやと押し黙る陶原を、はっはっはと部長が笑い飛ばす。

「まあいいじゃないか陶原君。寺の修行体験なんて今時観光でもやるじゃないか。そう堅かた苦くるしく考えることはない」

「そうは言いますけど……」

「どうしても嫌いやだと言うのなら場所を変えるよ？　せっかくの合宿なんだ、部員全員に楽しんで欲しいからね」

　一転して神しん妙みような面おも持もちで問う。たじろんだ陶原はしばし逡しゆん巡じゆんし、結けつ局きよく首を横に振ふった。

「……いいですよ。その方が精せい神しん衛えい生せい上じようよくなさそうですし」

　ここで陶原が嫌だと言えば、部長は本当に別な宿泊場所を探してくれるだろう。しかしそんなことをされれば、ストレスで逆に血の味が落ちてしまう。

　清水の企たくらみに気づかなかった時点で、こうなるのは決定していたのだ。

「よし、だったら早く中に入ろう。いい加か減げん荷物を下ろしたいからね」

「ですね。さっさと行きましょう」

　返事を聞くやいなや、部長は項うな垂だれた陶とう原はらを気にすることなく寺へと歩き出す。足取りも軽く部員達もあとに続き、

「…………………………はあ」

　放ほう置ちされた陶原はため息いきを吐つき、のろのろと列に加わるのだった。
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「さて、これからどうしようか」

　与えられた部屋に荷物を置いた一同は、用意されていた昼食をごちそうになっていた。そうめんを啜すする手を休め、部長が部員達を見渡す。

「どうしようって、何か予定は決めてないんですか？」

「いくつか候こう補ほはあるけど、臨りん機き応おう変へんに行こうと思ってね。陶原君も出発前に言っていたじゃないか、園芸部の合宿で『必ずやるべきこと』というのは一つもないんだ」

「……そういえばそうでしたね」

　行き当たりばったり過ぎる気もしたけれど、合宿に非ひ協きよう力りよく的てきだった自分には口出しする権利はないだろう。陶原は黙って葱ねぎを大量にかけたそうめん（めんつゆなし）を咀そ嚼しやくする。

「誰だれかいい提案はないかな？」

　陶原が納得したのを見届け、部長が他ほかに意見を求めるも、返事は奮ふるわない。夜よる音ねは考えようとすらしていないし、広ひろ野のも最初から状じよう況きように流される用意を調ととのえている。

（俺おれに思いつくことと言ったら、ランニングくらいだしな）

　さすがにそれはないだろうと、陶原も成り行きを見守る。

「はいはい！　みんなが特にやりたいことないなら、座ざ禅ぜんしたいです！」

「ぶっ！」

　けれど気楽に構かまえていられたのはそこまでだった。その言葉に陶原はそうめんを喉のどに詰つまらせてしまい、げほげほと咳せき込こむ。提案した清水しみずは勢いきおいよく手を挙あげ、テーブルの上に身を乗り出した。

「せっかく寺に来たんだし、やっぱり体験しておかないと！」

「──うん。確かにそうだね」

　部長が頷うなずくのを見届け、清水は胸の前でぱちんと手を打ち合わせる。

「じゃあ早さつ速そく──」

「ちょっと待った！　それは違ちがうだろ！」

　住じゆう職しよくを呼びに行こうとしてだろう、清水が腰こしを浮うかせたのを察さつし、陶原は慌あわてて呼吸を整ととのえ制止する。

「園芸部の合宿なんだから一発目くらい園芸部らしいことしましょうよ！　…………その、山に登って植物観かん察さつ、とか」

「それは別に合宿じゃなくてもできるんじゃないかい？」

　しかし部長の反はん応のうは鈍にぶい。これはやばいと陶とう原はらは早口で追加。

「何言ってんですか。土地が変われば生えてる植物も変わりますし、自分から山に登ってまで観察する機会はそんなにないでしょう？　ここなら一歩外に出たらもう山だし、楽ですよ！」

「────ふむ。確かに」

　箸はしを振ふり回しながらの熱弁に、部長は顎あごに手を当て顔を曇くもらせる。

「どうしたものかな。私としては陶原君の意見を採用したいと思っているんだが……？」

「いいですよ、それで」

　譲ゆずるものかと意い気き込ごむ陶原と対照的に、清水しみずはあっさりと頷うなずいた。

「園芸部っぽい活動の方がいいってわたしも思いますし、それに──」

　拍ひよう子し抜けしていた陶原に顔を向け、悠ゆう々ゆうと笑う。

「修しゆ行ぎようの時間はたっぷりありますから」

「う…………、ううう……」

　その言葉が事実であるだけに、陶原は歯は嚙がみするしかない。

（……いや。もっと、もっともっと園芸部ならではの活動を提案し続けられれば俺おれの勝ちだ！）

　具体的には何も思い浮うかばない。それでもどうにかして、最後まで先送りにしてやると決意を固めた。




　そんなわけで。

「いいねいいね！　これでこそ来た甲か斐いがあったというものだよ！」

　何となく山を歩くことになったわけではあったが、いざ入ってみると部長は山を気に入ったようだった。

「部長、あの花は何ですか？」

「うん？　あれはだね──」

　広ひろ野のを引き連れ、先へ先へと進んでいく。当初はアスファルトに舗ほ装そうされた道路沿ぞいを軽く散歩するくらいの予定だったのだが、花に惹ひかれてふらふらと部長が突き進むため、いつの間にか登山道へと足を踏ふみ入れていた。

　先行する二人から少し遅おくれ、陶原は夜よる音ねや清水と並びのんびりとついて行く。涼すずやかな山の空気に、皆表情は明るい。

「楽しそうだね、部長」

「あの人は元々花が好きで入部した人だからな。夢中になっても当然だろ」

「ふーん。そうなんだ。じゃあ、陶とう原はらはどうして園芸部に入ったの？」

「俺おれは野菜を作るためだよ。家でもやってるけど、狭せまくて少ししか作れねえからな」

　おかげで今では花か壇だんの七割が野菜のための畑となっている。部長も部費になるし食費も助かると喜んでいたのだが。

（…………もしかして、本当は嫌いやだったのか？）

　張はり切って広ひろ野のに解説する後ろ姿を見ていると、花を減らしてしまったことが今さらながら申し訳なくなってくる。自然と足取りは少し重くなり、

「──ねえ、陶原」

　それをどう勘かん違ちがいしたのか、次に話しかけてきた時、清水しみずの眉まゆは不安そうに下がっていた。ぎゅっと身を縮ちぢめ、窺うかがうように陶原の顔を覗のぞき込こむ。

「……………………やっぱり、合宿先を寺にしたの怒ってる？」

「そりゃ怒────ってるけど！」

　足を止めた清水とぶつかりそうになり、陶原は声を裏返らせた。意図したよりも強く怒ど鳴なるようになってしまい、清水はしゅんとする。

「そうだよね、やっぱり…………」

「い、いやあれだ、怒ってはいるけど、そこまで怒ってるわけじゃないぞ？」

　この反はん応のうからすると、陶原が嫌がるだろうということは彼女にも分わかっていたのだ。自じ業ごう自じ得とくなはずなのに、とてもいい気き味みだとは思えず、妙みように焦あせってしまう。

「気づかなかった俺が悪いわけだし、ほら、部長とか他ほかのみんなは気に入ってるみたいだし、いいんじゃないか？」

「……ほんと？」

「あ、ああ」

　がくがくと頷うなずき返すと、清水は長々と安あん堵どの息いきを吐はき出し、ばっと顔を上げる。

「だよね。そもそも陶原の希望通り山に来たんだし、怒る筋すじ合いでもないよね！」

「切り換かえ早いなおい！」

　返事はにかりという明るい笑み。そのまま逃げるように部長達の元へと駆かけていく背中を見送り、陶原は怒るのが馬ば鹿からしくなった。

「畜ちく生しよう、いつか見ていやがれ……」

　憎たらしげに呟つぶやきはしても、追いかけはしない。それでも引ひき離はなされ過ぎないよう少しだけペースを上げようとして、

「…………そう言えばお前もいたんだっけ」

　早歩き程てい度どの速度にも着いて来られそうにない、軽い足音の主を思い出す。振ふり返かえった先では仏ぶつ頂ちよう面づらの夜よる音ねが肩かたで息をしていた。

「妙みように静かだと思ったら、そんなに疲つかれてたのか」

「別に、疲れてなど、いま、せん」

　部長に先せん導どうされるまま、気がつけば足下は獣けもの道みちと化している。軽けい装そうのままだし、もっと注意しておくべきだったかと陶とう原はらが反省していると、夜よる音ねは不ふ機き嫌げんそうに舌した打ちしながら否定した。

「この私が人間よりも早く疲れるわけがないでしょう。静かだったのは、その……。大人おとなしくしておけと言ったのは、貴方あなたの方じゃないですか」

　ただ意地を張はっただけかもしれないが、その言葉に陶原は目を丸くする。

「意外だな。ちゃんと言うこと聞く気があったのか」

「あっ…………！　いや、違ちがっ………………！」

　失言だったと気づいたのか、夜音はわたわたと手を振り、こほんと咳せき払ばらい。

「──どうしてこの私が貴方の言うことなど聞かないといけないんですか。調子に乗らないで下さい」

　仕し切きり直し、何事もなかったようにつんと顎あごを逸そらした。

「調子に乗るも何も、自分で言ったんじゃねーか」

「いいえ言っていません。そもそも人間相手に口を利きく必要などないんですから、静かで当然じゃないですか。…………疲れてなどいませんし！」

　そう告げると、夜音は話は終わったとばかりに足を速める。しかしやはり疲れているのは隠せず、すぐにそのペースは元に戻もどった。

「無理すんなって。杖つえとか使うと楽だって聞くし、辛つらいようなら休きゆう憩けいするよう部長に頼むぞ？」

　夜音がいくら頑がん丈じような吸きゆう血けつ鬼きとはいえ、昼間は力を制限されて人間と同じ程てい度どの体力しかない。小柄な体たい軀くでは特に大変だろう。

「大だい丈じよう夫ぶだと言っているでしょう。貴方こそ疲れて休憩したいんじゃないですか？」

　心配する陶原の提案を、けれど夜音は一言で却きやつ下かする。ざくざくと乱らん暴ぼうに土を踏ふみしめるが、その足取りはふらふらと不安定に揺ゆれていた。

（血の味が万ばん全ぜんなら止められるんだけどな…………）

　血を不ま味ずくするぞという脅おどし文句が使えなければ、陶原には夜音に言うことを聞かせることなどできない。できることと言えば転こけたりした時に備そなえ、いつでも捕まえられるように用意しておくことくらいだ。

　いつかのようにおんぶしてやるのが一番かもしれないけれど、それは最終手段として最後まで使わずに残しておきたい。

（また寝られでもしたら敵かなわないからな────っと？）

　夜音の背せ中なかだけに注意を払はらっていた陶原は、その彼女が足を止めたことで顔を上げた。待っていてくれたのか、部長達に追い着いていたことに気づくも、しかし夜よる音ねは部長達の方ではなく、よそに顔を向むけている。

「珍めずらしい鳥でもいたのか？」

　夜音が目を凝こらしているのを見て声をかけるが、返事はない。ぴくりとも顔を動かさず、無視されたことを若じやつ干かん寂さびしく思いながら同じ方向へ顔をやった陶とう原はらは、信じられないものを見たようにぽかんと口を開けた。

「何だ…………、ありゃ………………？」

　そちらを向いたまま、しばし固まる。そうしていると、

「どうしたのー？　────うわっ！　凄すごいね！」

　同じものに気づき、清水しみずが驚きよう嘆たんの声を上げた。釣つられるように部長や広ひろ野のも目を向け、一同でそれに注目する。

「どうしてこんなところに、こんな家が建ってるんだろ…………？」

　全員の気持ちを代弁するように、清水が呟つぶやいた。

　そこにあったのは一軒の古びた洋館だった。三階建てで、中世のヨーロッパを思わせる、映画やドラマにでも出てきそうな立派な様式だ。木々に囲まれた中に建っているというのに邸てい宅たくと呼んでも差さし支つかえないほどの規き模ぼで、平へい凡ぼんな日本の山中にあってはどうにも違い和わ感かんを覚える。陶原を驚おどろかせた理由の一つがそれだった。

「こんな近くにあるのに、全然気づかなかったよ」

「うん。花ばっかり見てたせいかな？」

　同意する広野の言葉に、陶とう原はらも頷うなずく。

　驚いた理由のもう一つがこれだった。どう考えても目立つ建物のはずなのに、夜音に釣られて目をやるまでは全まつたく視界に入っていなかったのだ。ほんの十メートル程ほどしか離はなれてないので目につかないはずがないのだが、この反はん応のうを見ると清水達も同様だったのだろう。

（……まあ、俺おれの場合は夜音しか見てなかったせいかもしれないけど）

　少しばかり不注意過ぎたかと反省する。苦笑いした陶原は、やはり洋館を凝ぎよう視ししている部長へ目をけた。

「部長も気づいてなかったんですか？　………………、部長？」

「──う、うん？　何だい陶原君」

　部長の反応は鈍く、ただ単に驚いていると言うにはその表情は険けわしかった。夜音も似にたような感じだったかとちらりと思う。

「様子が変ですけど、どうかしましたか？」

「いや別に。何もないさ」

　首を傾かしげる陶原に、部長は軽く頭を振ふって答える。

「ちょっと疲つかれたのかな、ぼーっとしてしまっていたよ。それより、何か用があったんじゃないのかな？」

「へ？　え、ええっと、部長もあの屋や敷しきに気づいてなかったのかなって。……ただそれだけですけど…………」

「いいや気づいていたよ。それよりも花を優先していただけさ。私は建けん築ちく物ぶつには興味がないからね」

　平然と言う部長はいつも通りで、ただの思い過ごしだったようだと陶とう原はらは納得する。

「ある程てい度ど休きゆう憩けいもできただろう。そろそろ先に行こうか」

「えー。せっかくだしもう少し近くで見てみませんか？」

　待ち切れなさそうに部長が促うながすと、清水しみずが難なん色しよくを示しめした。

「こんなに意い味み深しんな建物なんですよ？　どんな人が住んでるのか、気になりません？」

「こんな山の中に住んでいるんだ、きっと偏へん屈くつな人物に違ちがいないよ。それに植物を育てている様子はないし、気にはならないね」

「ええー」

　冷たく切り捨てられ、清水は眉まゆをハの字に下げる。胸の前で両手を合わせ、部長を拝おがんだ。

「そんなことないですよ！　きっと爽さわやかで素す敵てきな人が住んでるに決まってます。影のある世よ捨すて人でも可！　少しだけでいいですから！」

「そうは言ってもだね…………」

　目前まで詰つめ寄よられ、部長は困ったように眼鏡をくいくいと弄いじる。それを見かねたのか、

「止やめておいた方がいいと思うよ」

　水を差すように、広ひろ野のが部長に同意する。

「人ひと気けは感じられないけど、ちゃんと手入れをされてるみたいだし、僕も近づかないって意見に賛成だね」

「どうして？　人がいるなら歓かん迎げいしてくれるかもしれないじゃない」

「そんなに友好的な人じゃないと思うよ？　いくつも『私し有ゆう地ちにつき立ち入り禁止』って看かん板ばん立ててるくらいだし」

「へ…………？」

　広野の言葉に、清水は左右を見渡す。

「そんなの見当たらないけど？」

「ここに来る途と中ちゆうに沢たく山さんあったんだよ。朽くちて切れちゃってたけど、ロープも張はってたみたいだしね」

　肩かたを竦すくめ、嘆たん息そく。

「もしかしたらよくない植物を育ててるのかもしれないし、君くん子し危あやうきに近ちか寄よらずって言うだろ？」

「ちょっと待て、何だよそれは！」

　人ひと払ばらいした山中でこっそり育てている植物。思い浮うかぶのはどう考えても法に触ふれるもので、絶ぜつ句くした清水しみずに代わり、陶とう原はらが広ひろ野のに迫せまった。

「そんな看かん板ばんに気づいたんだったら、そん時に言えよ！」

「だって部長の見たがっている花がこっちに生はえてたんだから、仕し方かたがないでしょ」

　しれっと広野は答える。あまりに堂々としているので陶原は二の句が継つげず、がくりと肩を落とした。

「言わなかったの悪かったとは思ってるんだよ？　だから近寄らない方がいいって言ってるんだし」

「分わかったよ。分かったから、怒られる前に早く離はなれようぜ。清水も納得しただろ？」

　看板に気づかなかった自分も悪いのだ。陶原の呼びかけに清水もこくりと頷うなずき、さて出発しようとしたところで、

「……………………道は、どっちだ…………？」

　一歩も踏ふみ出せないまま、陶原は途と方ほうに暮くれた。

　どこにも道らしい道が見み当あたらなかったのだ。地面の露ろ出しゆつしたそれらしいと思えなくもない筋すじはあるのだが、それが複数ある上どれにも人に踏ふみしめられた跡あとは見当たらない。よくよく見てみれば、今まで通ってきた道筋も似にたようなものだった。

「部長、これってどう進むんですか？」

「ああ。好きに進むといい」

　恐る恐る訊たずねてみると、答えは簡かん潔けつだった。

「君が踏ふみ締しめ進んだ跡あとこそが、即すなわち道だよ。道というのは自分で作るものなんだ。なあに心配はいらない、私達もあとに続くからね」

「そんないい言葉みたいなのはいらないですから！　ちゃんとした道を教えて下さい！」

　陶原の怒ど声せいを受けても、部長は平然としたもの。

「そう言われても、私も花に案内されるがまま歩いてきただけだからね。山に詳くわしいわけでもないし、さっぱり分からないさ」

「胸を張はって言わないで下さい！　それってつまり、道に迷ったってことじゃないですか！」

「園芸部としては本ほん筋すじに沿そった活動だろう？　それに迷ったわけではないよ。自分から進んで道を外れたわけだからね」

「余よ計けいたちが悪いです！」

　まさに暖簾のれんに腕うで押おしと言うべきか。感情のぶつけどころを求め、陶原は激はげしく地じ団だん駄だを踏んだ。

「…………本気でどうするつもりですか。遭そう難なんなんて洒落しやれにならないですよ？」

　深しん呼こ吸きゆうして気分を落ち着かせ、半眼で部長を見やる。睨にらむような視線を受け、部長は大げさだなと言いたげにため息いきを吐ついた。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶさ。家が建っているということは、道だって通じてるはずだよ。少しでも開けているところを歩いていけば、そのうち登山道へ出るとも」

「楽らつ観かん的てき過ぎやしませんか？」

「いざとなったら元来た道を辿たどるって手段もあるしね。────日が暮くれても山から出られないようなら、私が空に飛んで確認するから安心したまえ」

　小声で付け加えられた言葉に、陶とう原はらはしぶしぶ頷うなずいた。

「まあ、そういうことなら…………」

「納得してくれたかい？　では先に進むとしようか」

　そう言って部長は、元来た道を戻もどる────のではなく新たな道を開かい拓たくし始める。まるで何事もなかったように広ひろ野の達も続き、

「あっ！　部長────、……………………」

　戻ろうと提案しようとした陶原は虚むなしくなり、引ひき留とめるのを止めた。伸のばしていた手をだらりと落とし、にぎにぎと無意味に動かす。

「ほらどうしたの陶原！　置いて行くよ！」

「分わかったよ……」

　清水しみずに急せかされ、少しだけ天を仰あおぐと陶原も道なき道へ足を踏ふみ入れるのだった。
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　周囲が薄うす闇やみに包まれる頃ころ、園芸部の泊とまる寺からは笑い声が溢あふれていた。

「それで、どうだったよ山は？」

「素す晴ばらしかったです。やはり空気が美お味いしいですし、色々な植物が発見できましたからね。とても有意義な時間が過ごせました」

「そうかそうか、だったらよかったな」

　──ただし、二人分だけ。

「帰ってくるのが遅かったから、何かあったのかと心配してたんだぞ」

「それはすいません。つい植物観察に夢中になり過ぎてしまっていたようです」

　夕食を食べながら、部長はにこやかに住じゆう職しよくに対応する。住職こそ機き嫌げんがよさそうだったが、陶原を始め食しよく卓たくを囲む他ほかの四人は苦笑いか仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

（そりゃあんだけ連れ回せば、部長は満足でしょうよ）

　陶原は頭を抱え、深ふか々ぶかとため息を吐つく。

　あれから花を求める部長の気の向くままに歩いた園芸部一同は、やはりというか当然というか、登山道に出るまでかなりの時間を必要としたのだ。山を下りられた時にはもう日が暮くれる直前で、日頃から運動を欠かさない陶とう原はらを除いて全員疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。特に夜よる音ねと広ひろ野のの疲労は激はげしく、今もまだ口を開くのも億おつ劫くうそうだ。

（でもまあ、夜になる前に寺に帰り着けたことを天に感謝すべきか）

　心中でしみじみと呟つぶやく。もさもさと米を口に運んでいると、隣となりに座すわった住じゆう職しよくのがははという豪ごう快かいな笑い声が途と切ぎれた。

「明日も遅くなるようなら先に言っといてくれよ。今日は神隠しに遭あったのかと疑うたがっちまったからな」

「神隠し…………、ですか？」

　住職の一言に、部長は眉まゆを寄よせて問い返す。

「ああ。この町じゃ昔っから若い女が不意に消えちまうことが時々あってな。大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、一応気をつけてくれ」

　住職に茶ちや化かしている様子はなく、真剣そのものだった。打って変わった態たい度どに、陶原達は思わず顔を見合わせる。

「……ただの家出とかではないんですか？」

「もちろんそれもあるぞ。小さい町だし、若い連れん中ちゆうには出て行きたいってやつも多い。だが俺おれの言っているのは、本当の『神隠し』だ」

　鼻から息を吹き出し、住職は部長の疑ぎ問もんを否定した。

「俺が知ってるだけでも早くて一ヶ月、長くて三年だったか。消えた女はまた戻ってくるんだよ。まるで何事もなかったように、な」

　剃てい髪はつした頭をつるりと撫なでる。

「────ただしその間の記き憶おくは一切残ってない。時間が止まってたみたいに、まるで覚えていやがらねえ。小さな擦すり傷きずみたいのはあっても、大おお怪け我がしたやつはいない。家族はおろか本人にさえ原因も理由も目的も何一つ分からん謎なぞの失しつ踪そう、だから『神隠し』ってわけだ」

「……………………なるほど」

　頷うなずきながら部長は額ひたいに手を当てる。掌てのひらで覆おおい隠され、その表情は見えない。

「ちょっとおじさん、それってどういうこと!?」

　黙ってしまった部長に代わり、一人だけ離はなれて座すわる清水しみずが声をあげる。

「そんなのわたし聞いてないんだけど！　何で今まで教えてくれなかったのさ？」

「そりゃあお前がガキだったからだろ。神隠しに遭うのは決まって十代後半から三十代までの女だからな。最後に来たときはまだ小学生だったし、心配はいらんかった」

　いけしゃあしゃあと告つげた住職は、不満そうに口を尖とがらす清水を眺ながめ、にやにやと口元を緩ゆるませた。

「こんなに立派に成長したんじゃ、今度は狙ねらわれてもおかしくないかもな」

「おじさんは相変わらずサイテーなままだけどね」

　視線を遮さえぎるように両腕で胸元を隠し、清水しみずはいーっと舌したを出す。

「お坊ぼうさんなんだからもっとしっかりしてよ。そんなんじゃ陶とう原はらの手本になれないじゃないの！」

「何言ってやがる。それが男ってもんだ、どんなに修しゆ行ぎようしても煩ぼん悩のう──いや本能は捨てきれんのさ。なあ？」

「………………知りませんよ。そんなこと」

　ぐっと肩かたを摑つかんで同意を求められ、陶原はむっつりと答える。

「おいおい、いくら修行中だっていっても、若いんだから一いつ緒しよにいてムラムラっと来ることあるだろ？」

「──っ！　…………、あ、ありませんよ。それに俺おれは修行なんてしてませんから！」

　心外だとばかりの陶原の声に、喜ぶかと思った清水はまるで不満を抱いているような、微び妙みような表情を作った。対して住じゆう職しよくはぱちんと禿とく頭とうを叩たたき、参ったと首を振ふる。

「このボウズに修行なんて必要ないんじゃないか？　飯といい、俺よりよっぽど悟さとりを開いてるぜ」

　呆あきれたように、陶原の晩ばん飯めしへと目をやった。

　当初の予定では全員で精しよう進じん料りよう理りを作る予定だったのだが、下山した一同にその気力は残っておらず、また空腹も限界だったので店てん屋や物ものを注文した。しかし陶原だけはそうするわけにもいかず──

「白飯だけ頼んでどうすんのかと思えば、ただ蒸むしただけの野菜を味付けなしで食うなんてな。禁きん欲よく的過ぎるだろ」

「ちゃんと塩で味付けしてます。最低限の水分と塩分は生きるのに必ひつ須すですからね」

「ほんの一つまみ以下の分量だったじゃねーか。あんなの使わないのと一いつ緒しよだ」

　反論してみても、余よ計けいに呆あきれられるだけに終わった。

「そんなことはないです！　僅わずかな塩っ気がどれだけ素材の味を引き出すと────」

「いい、いいよ、わかったよ」

　なおも言いつのろうとした陶原を、住職はうんざりと遮さえぎる。陶原から顔を背そむけ、若じやつ干かん離はなれて座すわり直した。

「そ、そうそう。山、山の話をしてたんだったな。自然しかないところだが、それを喜んでもらえて何よりだ」

　あからさまに話題を戻もどすと、まだむすっとしていた清水がぴょこんと反はん応のうする。

「そうだおじさん、あの山って立派な家が建ってたんだね。前に来たときは気づかなかったよ」

「家……？　誰だれかが勝手に小屋でも造つくってやがったのか」

「立派って言ったでしょ。洋風のお屋や敷しきで結けつ構こう年期が入ってたし、隠れて造るのは難しいと思うけど。誰かの別べつ荘そうとかじゃ…………、ないの？」

　首を傾かしげた清水しみずの声は、途と中ちゆうから段だん々だん不安の色を帯おびていく。住じゆう職しよくはしばし眉み間けんにしわを寄よせ、やはり首を左右に振ふった。

「少なくとも俺おれは見たことないし、そんな話を聞いたこともないぞ。何かの見み間ま違ちがいだろ」

「そんなことないよ！　全員見たんだから！」

「じゃあ狐きつねにでも化ばかされたんだな。よかったな、神隠しと違って害はなくて」

　信じていないのだろう、住職に鼻先であしらわれ、清水はむーっと唸うなる。何か言いたげにもごもごと口を動かすも、結けつ局きよくそれを言葉にすることはなかった。

（怪あやしげな建物だったし、どうせもう関わらない方が正解だろ）

　吸きゆう血けつ鬼きが実在するのだ。人を化かす狐が本当にいたのかもしれないし。

「まあ風ふ呂ろにでも入って忘わすれちまうことだな。楽しみにしてたんだろ？」

「あ────。うん、そうだったね！」

　もやもやと顔を曇くもらせていた清水は、住職の言葉にぱっと目を輝かがやかせる。待ちきれないとばかりに、勢いきおいよくご飯を搔かき込こんだ。
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「よし！　じゃあ部長に夜よる音ねちゃん、お風呂行きましょうお風呂！」

　夕食を食べ終わると、住職は仕事があるとのことで自室に戻り、お茶を飲んで一ひと息いき入れようという流れになった。なのに清水は一気にそれを飲み干ほすと、勢いきおいよく立ち上がる。億おつ劫くうそうに座すわったままの夜音の手を取り、強ごう引いんに引ひっ張ぱった。

「この寺のお風ふ呂ろは近くの温泉引いてるんだ。露ろ天てんですっごい気持ちいいし、早く行こう！」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　浮うかれきった清水と対照的に、夜音はかなりの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

「私は一人で入りますから────、って聞いているんですか！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。広いから心配しなくていいよ」

「そうではなくて！　いいから放はなしなさい！」

　じたばたと暴あばれるものの、まだ力を制せい限げんされた状じよう態たいのためろくに反はん抗こうできていない。

「あっ、覗のぞこうとしても無む駄だだからね！　露天って言っても、ちゃんと柵さくで覆おおわれてるんだから」

「そんなことしねえよ。余よ計けいな心配してないで、さっさと行け」

　陶とう原はらが面めん倒どう臭くさそうにひらひらと手を振ふると、広ひろ野のもにこやかに頷うなずく。

「僕達はあとでいいから、ゆっくり浸つかってくるといいよ」

「ありがと。じゃあ部長、行きましょう！」

　清水しみずが声を掛かけると、部長は一度は浮うかしかけていた腰こしを、またしっかりと下ろしたところだった。

「──いや、清水君達は先に行っておいてくれないか。私はちょっとやらないといけないことができたんでね」

「そうですか？　じゃあお風ふ呂ろで待ってますから、必ず来て下さいよ！」

「だから私は行かないと──────」

　ずるずると夜よる音ねを引き摺ずり、鼻歌交まじりに清水は部屋を出て行く。抗こう議ぎする夜音の声が完全に聞こえなくなるまで待ち、部長はくるりと体ごと陶とう原はらの方を向むいた。

「さて──────。君達二人には説せつ教きようをしなければいけないね」

「…………はい？」

　何事にもおおらかな部長からは初めて聞く言葉だった。聞き間ま違ちがいかと耳を疑うたがうが、部長の顔は真剣そのもの。思わず陶原はきちんと座すわり直した。

「えっと、それはどういうことですか？」

　心当たりはない。広ひろ野のと顔を見合わせると、彼も陶原と同じように首を傾かしげていた。

「どういうこともなにも、さっき清水君が言ってた、お風呂の覗のぞきに関してに決まってるじゃないか」

　陶原達を睨にらむ瞳ひとみには、非ひ難なんの色がありありと浮かんでいた。

「へっ？　ま、待って下さい。何か勘かん違ちがいしてませんか？　俺おれは本当に、覗くつもりなんてありませんよ！」

「僕もです。そんなふうに見えました？」

　とんでもない濡ぬれ衣ぎぬだ。困こん惑わくしながら必ひつ死しで訴うつたえるも、

「──違ちがうよ。そうじゃなくてだね………………」

　しかし部長は嘆なげかわしいとばかりに、大おお仰ぎように首を左右に振ふる。

「覗かないという言葉が本気だと分わかったから怒ってるんだよ！」

　放はなたれた言葉が部屋中の空気をびりびりと震ふるわす。打ちのめされ…………。いや、まるで理り解かいできず、陶原と広野は凍こおりついたように固まった。

「計画して無理だと判断したならともかく、君達は最初からそのつもりがなかっただろう。そんなことでどうするんだ！」

　部長の憤いきどおりは激はげしく、痛いほどに感情のこもった声を浴あびせられた陶原は、

「あ、あの部長？　気は確かですか………………？」

　やはり意味が分からずおろおろと戸と惑まどうばかりだった。常識を否定され、足下がぐらつく。

「覗き？　は駄だ目め？　ですよね？　あれ？　俺って何か間ま違ちがってます？」

「法律的にも倫りん理り的にも間違っていないとも。でも、人としては決定的に間違っている」

　きっぱりと断言し、陶原の目を見み据すえる。

「心構がまえを問題にしているのさ。どうして陶とう原はら君は、覗のぞくつもりがないんだい？」

「だ、だってそんなの、…………………………清きよらかじゃないじゃないですか」

　血を美お味いしくするため、陶原は誰だれよりも清らかでなければならないのだ。その答えに、部長はふんと鼻を鳴らす。

「では広ひろ野の君、君は？」

「お風ふ呂ろって服を脱ぬぎますよね。逆ならともかく、それじゃ覗く気になれませんよ。萎なえるだけです」

「そうか。…………なら仕し方かたがないかな」

　真ま顔がおで答える広野に、部長もまた真顔で返した。

「ちょっと待って下さいよ！　俺おれの時は不満そうだったのに、何でそっちには納得してるんですか！」

「広野君が己おのれの欲よつ求きゆうに素す直なおに従したがっているからさ。それに納得したわけではないよ。たとえそうであっても、覗こうとするべきだと私は思うからね」

　眼鏡の位置を直し、部長の講こう釈しやくは続く。

「いいかい、合宿で同級生が風呂に入っているんだよ？　だったら覗こうとするのが人として当然の選択だろう。そんなことが許されるのは今だけで、大人になったら捕まってしまうと分かっているのかい？」

「いや、今でも捕まると思いますけど」

「この上なく軽けい蔑べつした目で見るし、お仕し置おきもするけど、通報まではしないさ」

「酷ひどい仕し打うちするんじゃないですか！　それでよく覗けって言いましたね！」

　自分で勧すすめておきながら、罰ばつも与えるつもりだなんて。憤ふん慨がいする陶原に対し、部長は大きくため息いきを吐つく。

「人生は一度きりなんだよ。合宿で風呂を覗く機会なんてそうそうあるもんじゃない。こんなイベントをみすみす逃しているようじゃ、必ず後こう悔かいするね」

「そういうこと、ですか……」

　しっかりと言い聞かせるような口く調ちように、陶原は小声で呟つぶやいた。

　部長は吸きゆう血けつ鬼きとしての生を虚むなしく思い、人としての生き方をやり直している。人生の先せん達だつとして、後こう輩はいに同じ思いをして欲しくないと願っているのだろうが、

（余よ計けいなお世せ話わです！　お節せつ介かいが過ぎますよ！）

　そんなことを言われても、覗きなど絶ぜつ対たいにできるわけがない。風呂を覗くだなんて…………

（い、いかんいかん！　何を想像してんだ俺！）

　一いつ瞬しゆんで脳内に肌はだ色の光景が広がり、陶原は慌あわてて首を振ふる。がんがんと拳こぶしで自分の頭を殴なぐりつけ、物理的に脳に衝しよう撃げきを与えた。それでも一度浮うかんでしまった妄もう想そうは消えることなく、陶原の脳のう裏りに居い座すわってしまう。

（ううう………………）

　吸きゆう血けつ鬼きの能力を使って記き憶おくを消去してほしい。猛もう烈れつにそう願うが、広ひろ野のがいる手前そんな話をするわけにもいかない。

「以前から思っていたんだけど、二人とももう少し色々な事に対して積せつ極きよく的になるべきだよ。覗のぞきに限らず、せっかく合宿に来たんだから────」

　結けつ局きよく陶とう原はらは悶もん々もんとしたまま、長々と続く部長の説せつ教きようをただひたすら聞き続けるはめとなった。
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　陶原が耳を痛くしている頃。夜よる音ねはゆったりと湯に浸つかり、疲つかれを癒いやしていた。

「────はぁ。やっぱりここのお風ふ呂ろは最高だよ…………」

　その傍そばで肩かたまで湯に身を沈しずめ、清水しみずがしみじみと漏もらす。

　清水の言葉に噓うそはなく、風呂は住じゆう職しよく一人しかいない寺で使うには不ふ釣つり合いなほど立派なものだった。周囲を竹で作られた背せの高い柵さくで囲っているため景色こそ楽しめないものの、露ろ天てんのため開放感は抜ばつ群ぐん。広さもそれなりで、天てん然ねんではなく人工の岩いわ風ぶ呂ろだが、まるで気にならないくらい浸かり心ごこ地ちはいい。

「夏場に温泉はどうかとも思ってたけど、全然そんなことなかったね」

　にこにこと機き嫌げんよさそうに夜音へと声を掛かける。しかし同じ湯に浸かっているはずの夜音は、むっつりとして同意しなかった。

「…………どうして………………忌いま々いましい………、……………………忌々しい」

　口の中でぶつぶつと呪じゆ詛その言葉を呟つぶやく。清水を無視するようにしながら、その視線はちらちらと盗ぬすみ見るように彼女へと送られていた。

（年は同じのはずなのに、どうしてこうも違ちがうんですか………………！）

　風呂場ということで、当然二人とも衣服は纏まとっていない。プールの授業でも思ったことだが、裸はだかになるとその体型の違いがことさらに強く認にん識しきさせられたのだ。憎にくたらしくて見ないよう自分に言い聞かせても、どうしても目が行ってしまう。

　一番に目を惹ひくのはやはり胸元だろう。清水は同級生と比べてもかなりの発育のよさを誇ほこり、夜音では話にもならない。胸だけでなくどこもかしこも柔やわらかそうで、かといって無む駄だに贅ぜい肉にくがついているというわけでもない。絞しぼるべきところはしっかりと絞られ、健康的という言葉が正まさによく似に合あった。軽く日焼けした肌はだも、夜音には一生縁えんのないもの。

（私は不ふ老ろう不ふ死しなのだから仕し方かたな────、いえいえ、まだ成長中です。ただちょっと発育が遅おそいだけです。これからどんどん背せも伸のびて、清水なんかより高くなるはずです。そうすれば、…………………………胸も、大きくなるに決まってます。絶ぜつ対たい！）

　半なかば以上嫉しつ妬としつつ、そうすれば想いが叶かなうとばかりに強く念ねんじる。夜よる音ねが自じ己こ暗あん示じに熱中していると、

「いいなあ、夜音ちゃんは」

　ぼつりと清水しみずが呟く。何なに気げなく放はなたれたその一言で、夜音は一気に沸ふつ点てんを超こえた。

「いい？　今貴方あなたはいいと言いましたか？　いったいどういう意味です!?」

「ど、どうしたの急に？」

「いいから答えて下さい！　よりによって貴方が、こんな私の何を羨うらやむ必要があると言うんですか！」

　じゃぶじゃぶと湯をかき分け、牙きばを剝むき出しにして摑つかみかからんばかりの勢いきおいで迫せまる。

「あれ、夜音ちゃんって八や重え歯ば？　が長かったんだ」

「そんなことは今どうでもいいでしょう！」

　ぐるぐると唸うなると、清水はこてんと首を傾かしげた。

「何でそんなに怒ってるのかよく分わからないけど……。夜音ちゃんは自分のこと『こんな』なんて言う必要ないと思うよ？」

　柔やわらかく微ほほ笑えみ、夜音へそっと手を伸のばす。

「いいって言ったのは、この髪のこと。わたしは癖くせっ毛け気ぎ味みだし、長く伸ばせないんだよね。伸ばしてもこんなに綺き麗れいじゃないしさー」

「ちょ、ちょっと止やめなさい！」

「肌はだだってつるつるで真っ白だし、日焼けの跡あとなんてどこにもないじゃない。それにそもそもこんなに可愛かわいいんだし。……………………何か腹立ってきた！」

　最初は髪を撫なでていた手は肩かたへと移り、二の腕、脇わき腹ばらと次々に場所を変えていく。触さわり方もどんどん遠えん慮りよをなくし、突いたり摘つまんだりと好き放ほう題だいにいじり回した。

「や、止めなさいと言って──────！」

「いいや止めないね！　どうしてこんなにスリムなのさ！　もう！　こんなの許されるの!?」
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　当然夜よる音ねは暴あばれるが、清水しみずはまるで怯ひるまない。しばらくして抵てい抗こうするのを止め、されるがままに身を任まかせた。

（まあ………………。仕し方かたがありません）

　昼間と違ちがって日光対策のクリームは水で落ち、吸きゆう血けつ鬼きとしての力は取り戻している。強引に振ふり払はらうことはもちろん可能なのだが、

（そうすると吸血鬼だとばれてしまうかもしれませんからね）

　赤い瞳ひとみを晒さらすわけにはいかず、コンタクトはつけたままだ。魔ま眼がんの類たぐいは使えないので、記き憶おくを操作することもできない。だから嫌いやでも耐たえるしかないのだ。

（か、髪や体を褒ほめてくれたことなんて一切関係ありません。そんなの当然であって、嬉うれしくとも何ともありませんから。そう、私は我が慢まんしているんです。我慢、我慢……………………）

「我慢──────の限界です！　調子に乗るのもいい加減にしなさい！」

　しかし頰ほおを引ひっ張ぱられる段になって、ついに夜音は堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。身をよじって束そく縛ばくから逃のがれると、清水はてへっと舌したを出す。

「いやーごめんね。夜音ちゃんのほっぺたってふくふくしてるから、どれくらい伸のびるのか気になっちゃって」

「伸びるわけないでしょう！　ええいっ、やはり私を馬ば鹿かにしてるんですね！」

　ぐぬぬと清水の顔を睨にらむが、身長差もあって一番に目にはいるのは豊かな胸元だった。余よ計けいに腹が立ち、夜音は仕し返かえしとばかりに手を伸ばす。

「あっ、やだくすぐったいって。あああああ！　お腹の肉を摘むのだけは止めて！　お願いだから！」

「黙りなさい。今度はこっちの番です！」

　清水は逃のがれようと風呂中を駆かけ回るが、そうはさせじと夜音も引き摺ずられながらも手を放はなさない。ばちゃばちゃと水しぶきを飛ばしながらの攻こう防ぼうは続き、

「あ──────」「きゃっ────！」

　やがて足を滑すべらせ、二人は縺もつれるように倒れ込こんだ。頭まですっぽりと湯に沈しずみ、盛せい大だいに水柱が立つ。

「────っぷはあ…………。あは、あははははは！」

「…………………何がそんなに面おも白しろいんですか」

　清水しみずが思わず吹き出すと、夜よる音ねは不服そうに漏もらす。不ふ愉ゆ快かいそうに口元を歪ゆがめてはいたが、目つきはそれほど鋭するどくない。

　むしろ穏おだやかと言ってもよかった。

「夜音ちゃんと仲良くなれたのが嬉うれしくてね。こんな時に笑わなくてどうするの」

「私は仲良くなったつもりはありません。勘かん違ちがいしないで下さい！」

「ああっ、それそれっ！」

　夜音が頰ほおを膨ふくらませると、たまらず清水が飛びつく。逃にげようとしたが結けつ局きよく捕まり、夜音は後ろから抱きすくめられるような格かつ好こうで腰こしを下ろした。

「……もう勝かつ手てにしなさい」

　ため息混まじりに漏もらすと、くすっという笑う声が返される。清水は先ほどまでのようにべたべた触さわろうとはせず、ゆっくりと髪を撫なでた。

「夜音ちゃんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったって言ったら、クラスの女子に嫉しつ妬とされちゃうな。合宿に行くってだけでも相当羨うらやましがられたし」

「そう……、なんですか？」

「うん。わたしだけじゃなくて、みんな夜音ちゃんともっと仲良くなりたいと思ってるんだよ？」

「…………私はそうは思っていません」

　心地よい湯に身を沈しずめていても、夜音の答えは頑かたくなだった。拒きよ絶ぜつするような響ひびきに、清水は微び苦く笑しようを漏もらす。

「つれないなあ。──────────やっぱり、特別なのは陶とう原はらだけなんだ」

「なっ──────！」

　その瞬しゆん間かん夜音は反射的に立ち上がった。よろけるように数歩清水から離はなれ、正面から向むき合う。

「な、何を言ってるんですか！　別に陶原など特別ではありません」

「そう？　だっていつも陶原のこと、見てるでしょ」

「そんなことはありません！　貴方あなたの勘違いです！」

　大きく息いきを荒あら立だてる夜音の言葉を、清水は正面から受け入れた。激はげしい剣けん幕まくで睨にらまれても、落ち着いた表情でしっかりと目を見返す。

　しかし────

「…………前から気になってたんだけど、陶原と夜音ちゃんって、どういう関係……、なの、かな？」

　その問いを口にした時だけ、清水は僅わずかに顔を逸そらした。そわそわとへその前で、指を組んだり解といたりを盛さかんに繰くり返す。

「どういう、って…………」

　夜よる音ねはというと、もにょもにょと口を動かすばかりでまともに返事をできなかった。

　捕ほ食しよく者しやと被ひ捕ほ食しよく者しや。脅おどす者と脅される者。互いに互いを屈くつ服ぷくさせようと、反目しあうだけの関係だ。ただそれだけなのに、なぜだがそれを言葉として声に出すのが躊躇ためらわれた。

（つまりは人間と吸きゆう血けつ鬼き────。相あい容いれない存そん在ざいなのだと告つげてやればいいじゃないですか。邪じや魔まになるようなら対たい処しよする手段はいくらでもあります…………）

　そうするべきだと自分に訴うつたえるが、縫ぬいつけられたように口は開かなかった。

「──子供の頃に病院で会ったって言ってたけど、ほんとに…………。本当に今まで、連絡取ったりしてなかったの？」

　先に沈ちん黙もくに耐たえきれなくなったのは清水しみずだった。焦じれるように訊たずねられ、夜音は硬かたい表情を少しだけ緩ゆるませる。

「え、ええ。それは本当です。……最近になって再会するまで、一度も陶とう原はらのことを考えたことなどありませんでした」

　しかしせっかく上向きかけた声も、すぐに暗く沈しずみ込こむことになった。

　正確には連絡を取ってないどころか、その存在すら知らなかったのだ。今に至いたっても、夜音は病院で陶原を見み捨すてたという記き憶おくは思い出せていない。

（それが当然じゃないですか。気に病やむ必要など………………、どこにもありません）

　幼い頃ころの夜音にとって、その出会いは記憶するに値あたいしない出で来き事ごとだったのだから。

「────そっか。ああっ、ごめんね？　変なこと訊きいちゃって！　止やめ止め！　せっかくお風ふ呂ろに入ってるんだから、陶原なんて偏へん屈くつなやつはどうでもいいよね」

　しゅんとした夜音を気き遣づかってか、清水はことさらに明るい声を出した。夜音の手を引ひっ張ぱり、強引に自分の元へと寄よせる。

「ほら、しっかりお湯に浸つからないと体が冷えちゃうよ。夏だからって油ゆ断だんしてると風か邪ぜひいちゃうんだから！」

「……そう、ですね」

　ぐいぐいと揺ゆさぶられ、やがて夜音の頰ほおからも強こわ張ばりは抜ける。緩く苦く笑しようを浮うかべ好きにさせるが、

「だからといってべたべたと体を触さわるのは止めなさい！　まだ懲こりてないんですか」

「あはっ、ばれちゃった？」

　眉まゆを吊つり上げ、負けじと手を伸のばす。穏おだやかに、まるでじゃれるように攻こう防ぼうは再開された。しばらくそうしていると、カラカラと戸の開く音が届く。ぺたぺたと足音を立て、眼鏡をかけたままの部長が姿を見せた。

「おや、いつの間にそんなに仲良くなったんだい？」

「へへー羨うらやましいですか？　でも代わってあげませんよ」

「そうか。残ざん念ねんだな」

　部長は桶おけを手に取ると、軽く体を流す。思い出したように手早く髪をまとめ、そろそろと湯に足を踏ふみ入れた。

「────ふぅ。清水しみず君が言っていた通り、確かにいい湯だね」

「でしょう？　正直この寺にあるのはもったいないと思います」

　清水の言葉に、部長はゆるゆると首を振ふった。

「おかげで私達は恩おん恵けいにあやかっているんだ。そんなふうに言うもんじゃないよ。…………にしても本当に気持ちいい。これなら夕食よりも先に入っておくべきだったかな」

「そうしたかったですけど、我が慢まんできないくらいお腹が空すいてましたし」

　言いつつも、清水は眉まゆを垂たれ下げる。

「結けつ局きよく体の匂においが気になって、全然ご飯に集中できませんでしたけど」

「おや、そうだったのかい？」

「だってあれだけ山を歩いた直後ですよ？　すごい汗あせが臭におってたに決まってます！」

　唇くちびるを嚙かむ清水は、自分ではなく他ほかの誰だれかにそれを嗅かがれるを気にしているようだった。

「全員そんな状じよう態たいだったんだ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いいえそんなんじゃ駄だ目めです！　…………何か今でもまだ臭ってる気がしますもん」

「そんなことはないと思うけどね」

　くんくんと自分の肌はだに鼻を押しつける清水に、部長は呆あきれる。けれど納得いかなかったようで、清水は眉み間けんにしわを寄よせ立ち上がった。

「やっぱりもう一度体洗ってきます。夜よる音ねちゃんも一いつ緒しよにどう？　洗ってあげるよ」

「結けつ構こうです。さっさと行きなさい」

　ちぇっ、と呟つぶやき、清水は湯ゆ船ぶねを出る。ある程てい度どまで離はなれるのを見み計はからい、部長はからかうように口を開いた。

「よかったのかい？　せっかく仲良くなったみたいなのに」

「別に仲良くなんてなっていません！　……それに貴方あなただって、体を洗われるのがどんなに大変なのか分わかっているはずですよ」

　じろりと睨にらみつけると、部長は黙って肩かたを竦すくめた。

　吸きゆう血けつ鬼きにとって流水は身を焼く危険なものだ。日ひ頃ごろは呪のろいをかけた、つまり聖水の逆の効果を持つ水を使って体を洗っているのだが、ここではそういうわけにはいかない。

「自分で誤ご魔ま化かしながら流すのも大変だったんです。貴方あなたは上う手まくやっていたようですけど」

　部長は桶おけで自分の体を流した際、絶ぜつ妙みように流れをコントロールしていることに夜音は気づいていた。

「清水の目には自然な流れにしか見えなかったでしょう。見み事ごとなものです」

「お褒ほめに頂いただき光栄だね。これでも人間を装よそおった生活が長いんだ。友人と風ふ呂ろに入る経験も初めてではないし、それなりに小技は鍛きたえているんだよ」

　部長は夜よる音ねへと小さく微ほほ笑えみかける。

「次の機会のために覚えておいても損そんはない技術だ。何だったらコツを教えるけど？」

「必要ありません。その程てい度ど自じ力りきでどうとでもできます」

「つまり、覚える気はあるんだね」

　うっ、と言葉を詰つまらせる夜音に、部長は軽い調子で続けた。

「もちろん記き憶おくを操作すれば、そんな手間をかける必要はない。何事もなかったと暗あん示じを与えてやるだけで、全すべては解決するからね。──でも、そうすべきではないと私は考えているんだ」

「……別に、操ってやればいいじゃないですか。どうして駄だ目めなんです」

「おや？　君も同じことを考えてくれていると思ってたんだけど、違ったかな」

　部長は目を細める。透すかして見るような視線を受け、夜音は舌打ちして顔を背そむけた。

「どちらにしても騙だましているというのに変わりないんだけど、どうせ偽いつわるなら、私はそうしたいんだ。好き勝手に記憶を弄いじくっておいて、友達と名な乗のるなんてできないからね」

「………………勝手にすればいいでしょう。私には関係ありません」

「ああ。そうさせてもらうさ」

　悠ゆう々ゆうと答えた部長は、けれど少しだけ顔を曇くもらせる。

「夜音君も隠すつもりがあるのなら、早いうちに覚えておいた方がいい。恐らく君は知らないだろうけど、吸きゆう血けつ鬼きというのは親しくなった人間の血を吸すいたくなるという、やっかいな習しゆう性せいがあるからね」

「……そんなこと、聞いたことがありませんけど？」

「純じゆん血けつの吸血鬼が人間と親しくなるということ自体、滅めつ多たにないからね。そうだと思ってたよ。親しくなるということは、相手が自分に好意を持ってくれるということだ。すると血の味も上うわ向むいて、より魅み力りよく的になるのさ。それに好きな相手の血なら、美お味いしく思えて当然だろう？」

　血の味というのは肉体と精神、両方の影えい響きようを強く受ける。相手との関係性が、味として如によ実じつに表れるのだろう。

　理り解かいした夜音はしかし、ふん、と鼻を鳴らす。自分には関係ないとばかりに顎あごを逸そらすと、部長ももうそれ以上は何も言おうとしなかった。何事もなかったように、元通り温泉を堪たん能のうする。

　互いに無む言ごんのまま、聞こえて来るのは微かすかな清水しみずの鼻歌だけ。

「そうだ夜音君。しっかりと体をマッサージしておいた方がいいよ」

　しばらくして部長から声をかけられ、夜音はちらりと目を向ける。

「日中こんなに運動したのは初めてだろう？　しっかりケアしておかないと、明日は筋肉痛で大変なことになるからね」

「…………はあ」

　そう言われても、夜よる音ねはそんなことしたことはない。気のない返事を返すとそれも織おり込こみ済ずみだったのか、部長は手本を示しめすように自分の太ももを揉もみほぐし始めた。

「…………………！　……。…………………………」

　見よう見まねで同じ動作をしていた夜音は、すぐにその手を止とめた。しかし目だけは変わらず────、いや、さらに目を凝こらして部長を観かん察さつする。

「ん？　どうかしたかな？」

「い、いえっ、何でもありません」

　視線に気づき、部長は首を傾かしげる。用はないと言い張はりつつ、夜音は視線を逸そらさなかった。自分の体をマッサージする部長を、じろじろと舐なめ回すように見る。

「………………人間上がりというのはずるいです。純じゆん血けつとは違ちがって、不ふ老ろう不ふ死しになる時期を自分で選べるんですから」

　ついには我が慢まんできなくなり、ぽつりと漏もらした。

　じっくりと部長の裸はだかを眺ながめる機会を得た夜音は、そんなつもりはないのにどうしても彼女の体型に目が行ってしまったのだ。

　部長は清水しみずほど発育がいいというわけではない。無む駄だな肉が一切ついていないのは夜音と同じはずなのに、受ける印象は全まつたく違ちがった。夜音はただ単に細いだけなのだが、部長の場合は均整がとれ、要所要所はしっかりと出ている。未成熟ながら大人の魅み力りよくを漂わせ、しゅっとして柔らかな曲線は確かな女性らしさを感じさせた。

「うう、ううううう…………」

　当たり前だが肌はだの白さも夜音と大差なく、勝っている部分が見み当あたらない。気がつけば喉のどからは勝手に唸うなり声が溢あふれており、自分でも止められなかった。

「そういうことか。でも夜音君はまだ成長中なんだろう？　陶とう原はら君に何度も何度も聞きかされたよ。だったらそのうち追い着くし、追い越してもいけるさ」

　視線の意味に気づき、部長は苦笑を返す。

　夜音のような生まれついての吸きゆう血けつ鬼きは勝手に成長が止まるが、人間上がりは人間から吸血鬼になった瞬しゆん間かんに不老不死となる。若返ることは不可能でも、きちんと成育するのを待ってから永遠の若さを保たもつことは可能なのだ。

「──それに、あいにく私は不老不死になる時期を選べなかった口なんでね」

　しかし部長は自じ嘲ちようするように付け加え、夜音ははっとした。

「そう……、だったんですか？」

「ああ。あれは高三の夏休み…………、時期的にはちょうど今いま頃ごろか。当時の私は受験勉強が上う手まくいってなくて、気持ちが不安定だった。勉強に身が入らず、それでも勉強しないわけにはいかないという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていたんだ。そんなある日のこと、事故にあってね」

　ぱしゃん、と指で水面を弾く。

「不注意で飛び出してきた車に気づかず、轢ひかれてしまったんだ。噓うそみたいに血が流れていって、痛いと感じるよりも、ただひたすら悔くやしかったよ。そのまま逃にげた運転手に腹が立ったし、冷れい蔵ぞう庫こに入れっぱなしだったシュークリームを食べておけばよかったとも思ったかな。他ほかにも色々考えたけど、やっぱりこのまま死んでしまうというのが一番、悔くやしかった。受験のために辛しん抱ぼうを重ねてきたって言うのに、こんなところで何もできないまま終わりなのかって」

　宙を眺ながめ、ゆっくり、淡たん々たんと語る。夜よる音ねは相あい槌づちを打つこともできず、黙だまって耳を傾かたむけた。

「だからそこで私を吸きゆう血けつ鬼きにしてくれた方には、本当に感謝しているんだ。行き止まりだった私に、続く道を作ってくれたんだからね。今でこそこんな生活をしているけど、その気持ちに噓うそはないよ」

「…………………………」

　部長は穏おだやかに微ほほ笑えむ。最後まで聞き終えても、夜音は声を発せなかった。

（死にかけていたところを助けられた、ですか…………）

　部長が吸血鬼になった状じよう況きようが、ぐるぐると頭の中を回る。それはどうしても、夜音の中であることと重なってしまう。

「もし────」

　まるで覚えていない、自分が病気の陶とう原はらを見み捨すてたという出会いと。

「もしです、あくまで仮定の話ですが……、その時助けてもらえなかったら、その吸血鬼のことを、………………恨うらんで、いましたか？」

　歯は切ぎれも悪く訊たずねる夜音は、部長の目を真まっ直すぐには見つめられなかった。おどおどと伏し目がちに、らしくない調子で答えを待つ。

　対して部長は少しだけ眉み間けんにしわを寄よせると、ゆっくりと天を仰あおぎ、星空を見上げた。

「……どうだろうね。私はその時『親』となった吸血鬼の正体を初めて知ったんだ。それほど親しい関係でもなかったし、放置されても仕し方かたがなかったんじゃないかな」

「そ、そうですか、そうですよね！」

　ぱっと顔を輝かがやかせかけた夜音は、続けられた「だが」の一言に動きを止める。

「それはきっと、今だから言えることなんだと思う。死が身近に迫せまっていた時の私に、そんな納得をする余よ裕ゆうがあるわけない。一方的な逆さか恨うらみだと分わかっていても、ただでさえ悔くいが残っているのにそれを煽あおられるんだ。少なくとも安らかに成じよう仏ぶつすることは…………、きっと不可能だっただろうね」

　しばし目を閉じ、部長は深ふか々ぶかと息いきを吐はき出した。

「何か参考になったかな？」

「べ、別に。なんとなく訊きいただけですから」

　部長は陶とう原はらが血と引き替えに夜よる音ねを脅おどしていたとは知っていても、その理由までは知らない。口早に答え、夜音は再び目を伏せ、顔の半分まで湯に沈しずめた。

（そうです。陶原が分不相応にも私に復ふく讐しゆうしようとしている…………、恨んでいるってことは、前からよく分わかっているじゃないですか）

　現げん状じようを改めて確認したという、ただそれだけ。結果的に極ごく上じようの血を味わうことができているのだし、助けなかった過去の自分を褒ほめてやるべきなのだ。

　後ろめたく思う必要など、どこにもない。

（ご苦労様と嘲あざ笑わらってやればいいんです。餌えさとして奉ほう仕しするのが、人間として当然の行為なんですから）

　それでいいのだと、夜音は念ねん仏ぶつのように胸きよう中ちゆうで繰くり返す。考えようによっては極上の血の養よう殖しよくに成功したのだから、むしろ他ほかの吸きゆう血けつ鬼きに自じ慢まんして回れるくらいの快かい挙きよだ。

　それなのに────

「……………………」

　言葉として声に出そうとすると、全すべては泡あわとして消えていく。誇ほこらしげな気持ちは一向に湧わいてこず、夜音はぶくぶくと息いきを吐はき出し続けた。
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　その少し前。

「──っと、そろそろ風ふ呂ろに入らないと次の予定に響ひびいてしまうか。今日のところはこれくらいにしておこう」

「はあ。ありがとうございました」

　まだまだ言い足りなそうにしながら部長が部屋を出て行くと、頭を下げて見送った陶原はそのまま顔を上げることなく、ごろんと横に転がった。

「やっと終わってくれたか………………」

　漏もらした声は細く、疲ひ労ろうの色が滲にじんでいる。完全に足が痺しびれてしまうまで説せつ教きようが続いたのだから、当然と言えば当然だろう。

「そうだね、もう終わっちゃったよ」

　けれど疲つかれ果てた陶原とは違ちがい、広ひろ野のには余よ裕ゆうが感じられた。それどころか、どこか名残なごり惜おしそうですらある。

「もうじゃねえだろ。まさかまだ説教されたかったのか？」

「そんなことはないよ。部長がかっちりとしたスーツを着てたなら、話は別だけどね」

　せっかく眼鏡なのに、と残ざん念ねんそうに嘆たん息そく。

「よく似に合あうと思うんだけどな。健けん悟ごもそう思うだろ？」

「知らねえよ」

　同意を求められても困る。ただでさえ疲れているのに頭が痛くなるようなことを言われ、陶とう原はらは吐はき捨すてると、ぼんやり天てん井じようを見つめた。広ひろ野のも一つ伸のびをし、畳たたみに寝ころぶ。

「おっ、ちょうどいいタイミングみたいだな」

　しばらくそうやってだらだらしていると、がらりと襖ふすまが開いた。陶原と広野を見下ろし、住じゆう職しよくはしめしめと呟つぶやく。

「よし、二人とも着いて来い」

「来いって…………？」

「いいから早く立て。ぐずぐずしてるとチャンスを逃しちまうぞ」

　きょとんとする陶原達だったが、住職は構かまうことなく話を進める。玄関から外に出て、追い立てられるように寺の裏手まで連れて行かれた。竹製の柵さくの前で足を止め、隅すみにあるドアを親指で示す。

「見てみろ。遠目には分からんだろうが、実はこのドア、立て付けが悪くてな」

「……つまり、修しゆう理りしろってことですか？」

　住職の言うとおり、ドアは隙すき間まから光が漏もれ出している。怪け訝げんそうに陶原が訊たずねると、ぱちんと頭を叩たたかれた。

「何でそうなるんだよ。ほれ、よく耳を澄すましてみろ」

　にやりと笑う住職に促うながされ、陶原と広野は聞き耳を立てる。

　すると…………

「──夜よる音ねちゃんもそうですけど、何気に部長も肌はだ白いですよね」

「そうかい？　まあ園芸部とはいえ、本格的に農作業してるわけじゃないからね」

「わたしは外で写真撮とるんで、どうしても日に焼けちゃうんですよ。使ってる日焼け止め、あとで教えてもらえませんか？」

「いいとも。でも君くらいスタイルがよければ、しっかりと肌を焼くのも似に合あうんじゃないかい？　服を脱ぐと余よ計けいにそう思えるけど」

「そんなことないですよー」

　瑞みず々みずしい声が柵越しに届く。楽しげに会話する、部長と清水しみずの声だった。この薄うすい仕し切きりの向こうに彼女達と夜音がいるのだろう。

　恐らくは、裸はだかで。

「な──────んんんんんっ！」

　すぐそこが風ふ呂ろ場なのだと気づき、思わず声をあげようとした陶原は、その寸すん前ぜんに口を塞ふさがれた。

「馬ば鹿か！　大声出したら気づかれちまうだろ！」

　慌あわてたようにしながら、住じゆう職しよくは抑おさえた声で叱しつ責せきする。陶とう原はらが状じよう況きようを飲み込こむのを見み届とどけ、ようやく手を離はなした。

「せっかくお膳ぜん立てしてやったのに、水の泡あわにする気かよ」

「おっ、お膳立てって？　何なんですかこの状況は！」

「そりゃあ覗のぞきに決まってるだろ。ほれ、遠えん慮りよすんなって」

「誰だれもそんなの頼んでません！」

　再び笑みを浮うかべる住職に、陶原も顔を真っ赤にしながら小声で応おう酬しゆうする。覗くつもりなどこれっぽっちもないが、清水しみず達に気づかれるのはまずい。

「何やってんですかあんたは！　本来なら止める立場でしょうが！」

「堅いこと言うなって。こういう経験が人を成長させるんだよ…………って説せつ教きようすれば、納得するか？」

「できませんよ！」

　柵さくに背せを向むけ、陶原は頑がんとして言い放はなつ。狼狽うろたえながらもきっぱり意志表示して見せると、住職は呆あきれたように軽く息いきを吐はき、広ひろ野のへ目を向けた。

「お前はどうする？」

「僕もいいです。ほんとに実行したら、さすがに部長も怒るでしょうし」

　しかし返ってきたのはまたも拒きよ絶ぜつ。信じられないとばかりに住職は大きく頭を振ふった。

「おいおいお前ら若さが足りねえな。そうか、もしかして遠えん慮りよしてるのか？　だったら俺おれが手本を──」

「いいですそんなの！」

　隙すき間まを覗き込こもうとした住職を遮さえぎったのは広野だった。陶原が反はん応のうするより先に、彼は住職の服を摑つかみ止めた。

「女の人はちゃんと服を着ている姿すがたを愛めでるべきです。ルール違い反はんは駄だ目めですよ」

「おっ、おい引ひっ張ぱんなって」

　広野はにこやかに笑っていたが、頰ほおが引ひき攣つり余よ裕ゆうがない。いつもは意見が合わず辟へき易えきさせられることが多いけど、ここは任せればいいだろうと陶原は一安心。

「きゃっ！　夜よる音ねちゃん!?」

　したのも束つかの間、驚おどろいたような清水の声が響ひびいた。はっとして振り向くと、

「夜音君？　しっかりしたまえ！」

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃないよね？　ど、どうしましょう部長？」

　続けざまの悲ひ鳴めいが陶原の耳を打つ。バシャバシャと慌あわただしく水音があがり、何かしらの事件が起きているのは明らかだった。

「夜音！　どうした!?」

　反射的に体が動き、陶とう原はらは真まっ直すぐにドアへと向かう。現在の状じよう況きようが全すべて頭から吹っ飛び、鍵かぎのかかったドアを力ずくでこじ開け、勢いきおいそのままに中へと飛び込む！

「────────っ!!」

　そしてその瞬しゆん間かん。体ごと陶原の脳のうは停止した。

　予想していた通り、そこは風ふ呂ろ場だった。お湯から肩かたを出した部長が、ぐったりとした夜よる音ねを揺ゆさぶっている。

　その二人に駆かけ寄よるように、清水しみずは湯ゆ船ぶねに浸つかるのではなく立ち上がっていた。眩まぶしいほどに夜の薄うす闇やみに浮うかぶ彼女の背せ中なかが、はっきりと陶原の目に焼き付けられる。

　当然ながら、誰だれ一人として服を着ているはずもなく、

「きゃああああああああああああっ！」

　甲かん高い悲ひ鳴めいをあげ、清水はざぶんと湯船にしゃがむ。目を逸そらすこともできずにそれを見み届とどけていた陶原は、

「い、いやその、これは事故がっ──！」

　しどろもどろに弁べん解かいしながら回れ右するも、部長の投げた桶おけが後頭部を鋭するどく強打。べたんとうつぶせに倒れ、そのまま意い識しきを失うしなうのだった。
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　入浴というのは、健康に欠かせない要素の一つだ。

　疲ひ労ろう回復に効果があるのはもちろんのこと、精せい神しん的てきにもリラックスできる。一日でも風ふ呂ろに入らないなんてのは論外で、話にならない。禁きん欲よく的な生活をする陶原にとって、数少ない幸福を感じられる瞬しゆん間かんでもあった。

　ましてやそれが温泉、しかも露ろ天てんというのだから、じっくり堪たん能のうするしかない。しかしいざ順番が回って来くると、陶原は素す早ばやく入浴を終えた。翌日に疲つかれを残さない程てい度どに回復するのを見み極きわめギリギリの速度で湯から上がると、一直線に女子の部屋へと向むかう。

「──どうだ、夜音のやつ、元気になったか」

「まっ、まだだよ。それにそんなに心配するほどのことじゃないって」

　どこかそっけない清水の早口を受け、陶原は部屋の中央に敷しかれた布ふ団とんに目をやり、……すぐに逸らす。

「いや、まあ、分わかってんだけどな。それに心配なんかしてねえし」

　布団の上には夜音が寝かされていた。顔を真まっ赤かに染そめ、ぱたぱたと清水にうちわで扇あおがれている。長く湯に浸かりすぎたとのことで、のぼせてしまったらしいのだ。

「自己管理がなってないからだぞ。全く」

　らしいというのは、陶とう原はらも事情をよく知らないからだ。ぶつくさと言いながらも男子部屋へ帰ろうとせず、どっかりとその場で腰こしを下ろした。

「…………なあ、気がついたら頭の後ろにこぶができてんだけど、何か知らねえか？」

「し、知らないよそんなの」

　ずきずきと痛む後頭部を撫なでながら訊たずねると、清水しみずは勢いきおいよく顔を背そむける。

「……怒りたいけど、覚えてないならそっちの方がいいし………………」

　そのまま何やらぶつぶつと呟つぶやく。部長も無む言ごんのまま、小さく肩かたを竦すくめた。

　陶原はいつの間にか気き絶ぜつしていたようで、部長の説せつ教きようを受けてからしばらくの記き憶おくが飛んでしまっていた。たぶん、後頭部のこぶが原因なのだろうとは思う。不安でしょうがないのだけど、思い出そうとするとなぜだが脂あぶら汗あせが流れ出すので、深く考えるのは放ほう棄きしている。

　それでも口からは唸うなり声が漏もれ、それを聞き届とどけた清水は、まるで話題を変えるように少し大きな声を出した。

「もっとゆっくり浸つかってくればよかったのに。いいお湯だったでしょ？」

「まあな。…………でもまあ、別にいいんだよ」

　あんまり長湯すると、女子の後だということを意い識しきしかねないじゃないか。頰ほお杖づえをつきながらこそこそと夜よる音ねの様子を伺うかがっていると、やがて広ひろ野のも風ふ呂ろから上がり、全員集合した。

「まだ九時前ですけど、これからどうします？」

「……うん、…………。何か、予定はあったかな」

　広野に訊たずねられた部長は、何な故ぜか渋しぶい顔で口ごもり、清水へと話を振ふる。

「すぐ近くのお墓に肝きも試だめしに行こうかって話はしてましたけど。夜音ちゃんがこの様子じゃ、止やめといた方がいいですよね？」

「そうか、そういうことなら仕し方かたないな。止めておこ──」

　大好きなはずのイベントごとなのに、部長は晴れ晴れとした声で中止を宣せん言げん。

「──どうぞ」

　しようとしたところで、当の本人に水を差される。頭をふらつかせながら、夜音が上半身を起こした。

「私のことなら構かまいません。行ってきて下さい」

「でも、君を放ほうっておくわけにはいかないよ」

「横になっていれば楽ですから。看かん病びようも必要ありませんし、そんなふうに気を遣つかわれる方が負ふ担たんです」

　その言葉に、清水達は顔を見合わせる。どうしようかという迷まよいが感じ取れ、陶原は口を開いた。

「部長とかは行ってきていいですよ。どうせ興きよう味みないし、俺おれが残ってます」

「いりません」

　本心であり善ぜん意いでもある申し出を、夜よる音ねは一いつ蹴しゆうする。

「なっ──────！」

「貴方あなたも…………貴方こそ、行って下さい。しばらく一人になりたいんです」

　言うだけ言うと、夜音は再び布ふ団とんに寝ころぶ。一度も目を合わせることなく背せ中なかを向むけられ、立ち上がりかけていた陶とう原はらは困こん惑わくしたように動きを止めた。

「え、えっと…………。じゃあ、行きましょうか？」

「う、うん。そうだね？」

　首を捻ひねりながらの清水しみずに、同じく首を傾かしげて広ひろ野のが同意。何となくそうしなくては悪いという空気になり、部長も立ち上がった。

「よし。じゃあ肝きも試だめしに行くとしよう」

　号令を受け、清水と広野はそろそろと部屋を出て行く。他ひ人と事ごとのように見送っていた陶原の肩かたを、部長ががっちりと摑つかんだ。

「何を突つっ立っているんだい。陶原君も行くよ」

「ああ、俺おれはいいです。もう九時だし就しゆう寝しん時間なんですよ。俺にとっては肝試しより、そっちの方が大事ですから」

　看かん病びようがいらないのなら、健康のために寝るだけだ。陶原が当然とばかりに拒きよ絶ぜつすると、部長はほう、と唸うなった。

「これはおかしな話だな。就寝時間が過ぎても夜音君の付つき添そいはできるのに、肝試しには参加できないと？　つまり園芸部としての活動より、夜音君の方が大事というわけなんだね。よし分わかったよ。じゃあそれを清水君達にも伝え──」

「そ、そういうことじゃありません！　分かりました、俺も行きますから！」

　さっさと部屋を出ようとする部長に、陶原は慌あわてて追いすがる。前に立ち塞ふさがると、部長はにやりと笑う。

「じゃあ行こうか。……夜音君なら安心したまえ。きっと小さ夜よ君がどこかで見守っているよ」

「…………ですね」

　部長の中では、初めから陶原の参加は決定済みだったのだろう。逆さからっても無む駄だだと肌はだで感じられ、陶原はとぼとぼとついて行くしかなかった。




　清水の言っていた通り、墓ぼ地ちは徒と歩ほで五分もかからない近きん距きよ離りにあった。懐かい中ちゆう電灯片手に夜道を歩き、すぐに入り口に辿たどり着つく。

「よーし。いよいよだね！」

「幽ゆう霊れいか。せっかく着物姿なのに、足がないからくるぶしが見えないのが残念だよ」

「大事なのはそこ？」

　懐かい中ちゆう電灯で照らさなければ何も見えないほどの真まっ暗くら闇やみだというのに、緊きん張ちよう感かんは全まつたくない。張り切る清水しみずと広ひろ野のを先頭に足を踏み入れ、やる気のない陶とう原はらが続く。勝手に帰るのを警けい戒かいしてか、部長は最後尾を歩いていた。

（霊れいなんているわけねえだろ…………）

　霊の存在を全く信じていない陶原にとって、肝きも試だめしというのは全く心惹ひかれないイベントだ。早く帰って寝たいという想いが脳のう裏りを占しめ、実際にかなり眠かった。

（こんなこと言ったらまた部長に怒られるだろうけど──────っ！）

　半分瞼まぶたが下がり、大あくびをしていた陶原は、急に背せ筋すじをぴんと伸のばす。

　背はい後ごからぎゅっと左手を握にぎられたからだ。

「な、な、な、な、な──────────」

「しっ！　静かに！」

　狼ろう狽ばいする陶原の耳元で、部長は小声で叱しつ咤た。体温が感じられるほど近くに身を寄よせられたことも重なり、陶原はさらなるパニックに陥おちいった。眠気は完全に吹き飛び、まん丸に目を開く。

「な、なに、何を、何をして、な？　へ？」

「いいから静かにしたまえ。前の二人に気づかれてしまうじゃないか」

「だ、だから、な、何をするんですか急に！　て、手を繫つないだりなんかして！」

　何とか疑問の言葉を口にすると、部長は頰ほおを薄うすく染そめる。その反はん応のうに、陶原の心音は天てん井じよう知らずに高まった。
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「そんなこと、言わなくても分わかるだろう？　陶とう原はら君は隠している私の本心を知っているんだから」

「ド、ドウイウコトデショウカ」

「だからほら────。怖いんだよ、幽ゆう霊れいのことが」

　部長は恥はずかしそうに、顔を俯うつむける。

「ソウデスネ、コワイ…………こわい……。怖、い？」

「……うん」

　頷うなずく部長に凛りんとしたところはなく、まるで年下の少女のようだった。

「前に教えたじゃないか。ほら、私の部屋に来た時のことだよ」

「…………そう言えば、そんなことありましたね」

　部長が吸きゆう血けつ鬼きだと確かめようとして、陶原がストーカー行為をした時の話だ。確かにあの時、部長は幽霊が怖いのだと言っていた。

「だったら肝きも試だめしなんてやらなきゃよかったんじゃないですか？」

「私もそうしたかったけど、楽しみにしている部員がいるんだ。自分一人の都合でイベントを中止するなんてできないよ」

　自分を追おい詰つめてまで妙みような公平感を守る部長に、陶原は呆あきれる。

「そうですか。…………で、これは何なんです？」

　繫つながれた手に目を下ろす。話している間も引ひっ張ぱったり揺ゆさぶったりしていたのだが、頑がんとして引き剝はがすことはできなかった。

「だから言ったじゃないか。…………君なら分かっている、と」

「────っ！」

　部長はさらに片手を添そえ、陶原の左手を両手で包み込む。

「私が幽霊を怖がっているってことは、できれば秘密にしておきたいことなんだ。そのためには堂どう々どうとしている必要があるんだけど、やっぱり一人では心細くてね」

　そのまま持ち上げ、胸むな元もとにまで引き寄せた。

「誰だれかの手を握にぎっていれば、まだ辛しん抱ぼうできると思うんだ。協力してくれないかな？」

「えっ、あっ、えっ」

　言い分は理り解かいしても、頭が回らない。間ま抜ぬけに声を漏もらすばかりの陶原に、部長は悲しげに眉まゆを落とした。

「…………私の手なんて一秒たりとも触ふれていたくない、というなら無理には言わないよ。不ふ愉ゆ快かいな想いをさせて……。すまなかった」

「なっ……！　い、いえ全然、全然そんなことはありませんよ！」

　むしろ繫いでいたいし、そう思ってしまうことが余よ計けいに問題なのだ。だがこうなっては、もはや断るわけにはいかない。

「わ、分わかりました。やります、やりますから。二人に気づかれないように手を繫つないでいればいいんですね？」

「ああ。ありがとう。そうと決まればそろそろ行こうか。あまり長く足を止めていると、広ひろ野の君達に怪しまれてしまうよ」

　やけっぱちのように了りよう承しようすると、部長は平然とした表情を取り戻す。それでいながら自分からは動こうとせず、先に行けと無む言ごんで促うながされ、陶とう原はらはがっくりと肩かたを落とした。




「……なかなか出ないね、幽ゆう霊れい」

「うん。たまに影が動いたと思ったら猫ばっかりだし」

　先行する二人に追い着くと、清水しみずと広野は陶原達が遅れていたことに気づいていない様子だった。熱心に懐かい中ちゆう電灯を振ふり、光の先だけに意い識しきを集中している。

「出るわけねえだろ。そもそも幽霊なんていねえし」

　存そん在ざいすることが前ぜん提ていの会話に、陶原は思わずぼやく。部長と手を繫いでいることで、早く肝きも試だめしを切り上げたいという気持ちはいっそう高まっていた。

　その声が聞こえたのか、清水はくるりと陶原の方を向く。

「わたしも幽霊信じてはいないんだけど、いた方が面おも白しろいでしょ？　──っていうか陶原、前に幽霊が怖いって言ってなかったっけ？」

「誰だれがそんなこと……………………。言ったな。うん。怖いぞ。信じてる」

　鼻で笑おうとした陶原は、夜よる音ねが写真を撮とられないようにとそんな噓うそを吐ついたことを思い出した。ここで否定するわけにはいかないだろう。

「さっきから静かだと思ったら、もしかして怖がってたわけ？」

「……ああ」

「そうなんだ。へぇー」

　不服ながら陶原が頷うなずくと、清水はにやにやと笑う。屈くつ辱じよくで頭に血が上るが、元々顔は紅こう潮ちようしていたため端はたから見ると変化はなかった。

「なあに安心したまえ、私達がついてるからね」

「そうそう。怖かったら抱きついてもいいよ？」

　からかう声に、陶原は無む言ごんのままじっと耐える。部長に対してよくもぬけぬけとと思わなくもないのだが、

（ま、まあ、仕し方かたがないか）

　強めに握にぎられた左手が細こまかく震ふるえっぱなしなこともあり、怒りはすぐに解とけていった。それだけでなく、伝わるぬくもりに、もう何を言われても許してしまいそうな気さえする。

（いやいや部長はただ不安だから俺おれを頼っているだけであって他た意いはこれっぽっちもないんだぞ？　うん。だから妙みような勘かん違ちがいなんかするんじゃない！）

　目を泳がせ、陶とう原はらはぎくしゃくしながら部長を先せん導どうする。そのせいでまた清水しみずと広ひろ野のから遅れてしまい、

「────ひいっ！」

　不ふ意いに陶原は小さく悲ひ鳴めいを上げた。甲かん高い声に素す早ばやく反はん応のうし、部長がぎゅっと腕に抱きつく。

「どどどどうした陶原君！　まさか霊れいが…………いや聞きたくない！」

「ち、違います！　違いますから離はなれて下さい！」

　陶原が悲鳴を上げたのは、二の腕に柔やわらかい何かがぶつかったからだ。それなのにその正体不明の物体をさらに押しつけられたのでは、冷静になれるはずがない。

「霊なんていませんから！　大だい丈じよう夫ぶだから勘かん弁べんして下さいお願いします！」

「何て酷ひどいことを言うんだ君は！　それに霊はいるよ！」

「怖いんだったら信じなければいいでしょう！」

　ふらつくほどに頭に血が上り、顔を真まっ赤かにしながら陶原は訴うつたえる。それでも部長は離れてたまるかと、逆に身を寄よせるばかり。実際に何もいやしないのに、パニックに陥おちいってしまっていた。

「そ、そうだ！　眼鏡を外せばいいじゃないですか。そうすれば夜よ目めが利きくし、周りがちゃんと見えますよ」

「君は鬼おにか！　見えたら怖いじゃないか！」

「見えない方が怖いでしょうどう考えても！」

「どっちも怖いんだよ！　君だけが頼りなんだ！」

「そ、そう言われましても！」

　汗あせばんだ肌はだがぺったりと張はりつき、混こん乱らんは加速する。陶原には強すぎる刺し激げきに、ほとんど意い識しきを失うしないかけた。

「陶原君？　……陶原君！　お願いだからしっかりしてくれ！」

「だから…………離れて下さいって……」

　触ふれそうなほど顔を近づけられれば、満足に気き絶ぜつすることもできない。息いきも絶たえ絶だえに訴うつたえるのだが、それがまた部長の不安感を煽あおってしまい、密みつ着ちやく度どは増していく一方。

「私を一人にしては嫌いやだよ！」

　鬼き気き迫せまる叫さけびは墓ぼ地ちの闇やみへと吸収されていく。ついて来ないのを不ふ審しんに思った広ひろ野のが戻もどって来るまで、部長は陶原を揺ゆさぶり続けた。




「ねえ、健けん悟ごって、どうして霊が怖いの？」

　それからしばらく。合流した清水しみず達と歩いていると、霊を捜さがすのに飽あきたのか広野が顔を向むけた。部長もがっちりと手は繫つないでいるものの、見み栄えを張はってか表面上は冷静さを取り戻している。

「そんなの理り屈くつじゃねえよ。お前こそ怖くないのか？」

「怖く…………はないかな。色々な時代の本物の衣い装しようが観かん察さつできるだろうし、どちらかというといて欲しいと思ってるね」

　にこにこと話す広ひろ野のに、陶とう原はらは嘆たん息そく。

「襲おそわれでもしたら対たい抗こう手段がないんだし、危ないだけだろ」

「そう？　だってほら、守しゆ護ご霊れいとかもいるじゃない」

「俺おれはむしろ、守護霊こそいて欲しくないと思ってるんだけどな」

　いるという仮定で考え、陶原は答えを導みちびき出した。

「守護霊って生まれてから死ぬまでずっっっっっっっっと背はい後ごで見守ってるんだろ？」

「うん。ありがたい存そん在ざいでしょ？」

「どこがだ。生きてる間はそれでいいかもしれないけど、死んでその守護霊と対面するときのことを考えてみろ。生活の全すべてを見られてるんだぜ？　プライバシーなんてあったもんじゃないし、そんなやつと顔を合わせて『ありがとう』なんて言えるか？」

　自分なら絶ぜつ対たいに無理だ。陶原の指摘に、広野はうーんと唸うなる。

「人生を丸ごと使っての羞しゆう恥ちプレイってわけだね。どＭの人には堪たまらないんじゃない？」

「知らねえよ」

　付き合っていられないとばかりに、陶原はすげなく返す。

「それよりもう寺に帰らねえか？　俺は眠いし、そろそろ飽きただろ」

「そうだね。ちょっと暗すぎて幽ゆう霊れい捜しにくいし」

「君達がそれでいいなら、戻るとしようか」

　感謝してなのか、部長は繫つないだ手により力を込こめる。陶原はどぎまぎしながら二人に感づかれやしないか目を泳がせ──

「あれ、一人足りねえぞ？」

　いつの間にか清水しみずが姿すがたを消していることに気づいた。声を張って周囲に呼びかけてみるが、返事はない。

「おーい、清水ー？　どこ行ったんだ……」

「ごめん、隣となりにいたのに全然気づかなかった。部長はどうです？」

「わ、私かい？　そうだね、私も注意が足りなかったよ」

　それどころか、部長は平静を装よそおうので精せい一いつ杯ぱいだったはずだ。現在の状じよう況きようにさらに怯おびえているのか、またも腕に抱きついてくる。謎なぞの柔やわらかい物体の感かん触しよくが復活し、陶原は心の中で悲ひ鳴めいを上げた。

（ほ、ほんとに早く帰ってきやがれ！）

　暗いのと立ち位置を調ちよう整せいしているのとで広野に気づいた様子ないが、それもいつまで保もつか。もし気づかれなくても、陶とう原はらの精せい神しんが先にパンクしてしまう。

「どうしよう、警けい察さつとかに通報した方がいいかな？」

「それは大げさなんじゃないか？　とりあえず俺おれ達で捜してみてからでもいいだろ」

　夜よる音ねや部長の身元が公式にどうなっているのか微び妙みようなので、できれば大事にしたくない。

（いざとなったら部長に吸きゆう血けつ鬼きの力で捜さがしてもらえば大だい丈じよう夫ぶ………………、じゃない、か？）

　いつもなら頼りになるはずの部長なのに、今回ばかりは期き待たいできそうにない。どうしたものかと陶原が頭を悩なやませていると、不ふ意いに真横から顔に光を浴あびせかけられた。

「──っ！　眩まぶしっ！」

「あっ、陶原。そんなところにいたんだ」

　光の正体は懐かい中ちゆう電灯で、その持ち主がとてとてと小走りにやって来る。

「どこ行ってたんだよ、清水しみず。今みんなで捜そうとしてたんだぞ」

「ごめんごめん。何か飛んでるのが見えたから、つい追いかけてたんだ」

　清水はてへへとばつが悪そうに笑う。

「誰だれかいたと思ったんだけど、ただの蝙こう蝠もりだったよ。うっかりはぐれちゃってたみたいだね」

「まあ無ぶ事じならいいんだけどよ。せめて一声ぐらいかけて行けよ」

「そのつもりだったんだけど、あれ？　してなかったっけ。そんなに夢中だったのかな……？」

　自分のことなのに、まるで覚えていないようだった。陶原が呆あきれていると、清水はぽりぽりとしきりに首の後ろを搔かく。

「どうした？」

「虫にでも嚙かまれたのかな。さっきから凄すごい痒かゆいんだよね」

「そーかそーか。じゃあもう帰ろうぜ」

　どうでもいい情報に、陶原は愛あい想そが尽つきる。清水も飽あきていたのか反論することなく、こうして肝きも試だめしは特に収しゆう穫かくもないまま幕まくを閉じた。
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　肝試しから戻もどった陶原は、もう寝るのかという部長達の呆れた目を気にも留とめず、真まっ先さきに床とこに就ついた。

　バランスの取れた食事、適てき度どな運動、そして十分な睡すい眠みん。健康のためには最低限この三つは欠かせないのだ。ただでさえ生活リズムの崩くずれる合宿なのだから、可能な限り日ひ頃ごろに近い生活を心がけなければならない。

　長年の習しゆう慣かんで身についた陶原の眠りは深く、普ふ段だんは朝まで目を覚さますことはない。以前は毎晩のようにうなされていた夜よる音ねとの出会いの夢も、近ちか頃ごろは滅めつ多たに見なくなっていた。

　そのはずなのだが────

「──っっくしょん！」

　大きなくしゃみとともに、陶とう原はらは目を覚ました。鼻先がどうにもむず痒がゆく、我が慢まんできなくなったのだ。

「何だ…………って、何だあ？」

　薄うす目めを開けた陶原は、目の前の光景にびくんと震ふるえる。驚おどろいたような表情の夜音が、至し近きん距きよ離りから顔を覗のぞき込こんでいた。

「な、何やってんだよお前！」

「し、静かにしなさい！　広ひろ野のが起きてしまいます！」

　がばりを身を起こしながら、夜音は器用に小声で怒ど鳴なる。陶原の顔にまで垂たれていた長い髪かみが、少し遅れてふわりと戻った。

「静かにって、今何時だよ？」

「そうですね……、二時過ぎくらいでしょうか」

「真夜中じゃねえか！　こんな時間に起こすんじゃねーよ！」

　陶原が睨にらむと、夜音は不満そうに口を曲まげる。

「…………仕し方かたがないじゃないですか。さっきまでずっと、清水しみずが話をしていたんですから」

「そういうことじゃ、なくてだな…………」

　起こすなと告つげようとした陶原は、夜音の態たい度どがいつもと違ちがうことに気づいて口ごもった。目を逸そらす今の夜音からは、自分は悪くないという不ふ遜そんさが感じられない。

「…………分わかったよ。とりあえず外に出ようぜ」

　いつまでも揉もめていては、広野を起こしかねない。陶原はそっと足音を殺し廊ろう下かに出て、裸足はだしのまま庭に下りた。

「んで、何の用なんだ？　わざわざ起こすからには意味があるんだろ？」

「……別に。起こすつもりはありませんでした」

「何だよそれ。だったら早く寝ちまえ」

　血の味に影えい響きようが出ると分かっているのか。陶原がぼりぼりと頭を搔かいていると、夜音は俯うつむきがちにぽつりと漏もらす。

「…………眠れなかったんです」

　か細い、まるで夜音らしくない声だ。根こん拠きよのない自信に溢あふれているよりずっとましなはずなのに、陶原はなぜか落ち着かなくなる。

「眠れないって…………。そうか、吸きゆう血けつ鬼きって棺かん桶おけで眠るんだよな」

「それは……。ええ、そうです」

「でも前にロッカーでも眠ってたし、絶ぜつ対たいに眠れないってわけじゃないんだろ？」

「長く棺かん桶おけで休まなければ消しよう耗もうしますが、一日二日程てい度どなら問題ありません」

「だったらどうして。もしかして清水しみずとかを警けい戒かいしてるのか？」

　実際に陶とう原はらも威い嚇かくされた経験があり、デリケートな問題だと分わかっている。しかし夜よる音ねはそれにも首を振ふり、

「……いいえ。彼女は私が吸きゆう血けつ鬼きだと知りません。むやみに襲おそってきたりはしないでしょう」

　張りのない、囁ささやくような声で返す。

（だったら何が問題だって言うんだよ……）

　要よう領りようを得ない夜音の反はん応のうに、陶原は途と方ほうに暮くれる。思い当たる節ふしはなく、眠いのもあって手っ取り早く話を済すませることにした。

「そうだ、今日はまだ血を吸すってないから眠れないんだよ。さっさと吸って、とっとと眠っちまえ」

　慣なれた動作で夜音に背せ中なかを向け、片かた膝ひざをついて首筋を晒さらす。いつものように夜音が飛びついて来るのを待ち────

「………………………………あれっ？」

　いつまで経たっても、夜音は覆おおい被かぶさって来なかった。どうしたんだと立ち上がると、夜音は一歩も動かないまま、ただそこで立たち尽つくしている。

「────恨うらんで、いるはずです」

　近づこうとする陶原を制し、夜音は喉のどの奥から声を絞しぼり出した。

「貴方あなたは私を、………………恨んでいるはずです。どうしてそう簡かん単たんに、血を吸わせようとするんですか」

　夜風で髪かみが流れ、その表情は見えない。声はやはり小さく、しかしはっきりと意志が宿っている。真剣なその問いかけに、

「恨んで……、る？」

　うん？　と陶原は首を傾かしげた。

「とぼけないで下さい。貴方が死にかけていた時、私が見み捨すてたという話のことです」

「あ────。ああ、それか。もちろん恨んでるぞ。恨んでる恨んでる」

　はいはいと頷うなずくと、夜音は微び妙みように眉み間けんにしわを寄よせ、上うわ目め遣づかいに陶原を睨にらんだ。

「な、何なんですかその軽い言い方は！　もっときちんと答えなさい！」

「だって、そんなの当然のことだろうが」

　対して陶原は、気き負おいなく呆あきれた声で告げる。

「別に忘わすれてたわけじゃないぞ？　うん。忘れるわけない。さっき『簡単』って言ってたけど、お前こそ俺おれが血を吸わせるのは復ふく讐しゆうのためだってこと、忘れてないだろうな？」

「忘れてなど、いません……」

「じゃあ分わかってるだろ。俺はお前に恨うらみを晴はらすため、それだけのために人生を費ついやして来たんだぜ」

　堂どう々どうと後ろ向きな宣せん言げんをしながら、陶とう原はらの口く調ちように湿しめったものはなく、からりと明るかった。

「今はともかく、血の味が戻もどったら命令と引き替えなんだからな。…………お前に血を吸すってもらわないと、俺おれが困るんだよ」

　最後の言葉は、そっぽを向むいてぼそりと付け加える。夜よる音ねがどんな表情をしているのか見えなくなり、

「………………はい」

　ただ、その柔やわらかな一言だけが陶原の耳に届とどいた。

「あ、あれだぞ！　分かったらもう夜中になんて起こすんじゃねーぞ。血の味が戻るの、遅くなっちまうだろ。もしかしてそれが狙ねらいか？」

「そんなわけないでしょう。偉えらそうな口を利きくのは、もっとましな味になってからにしなさい」

　何な故ぜだか気き恥はずかしくなった陶原が声を張はると、負けじと夜音も返す。その声はいつもの冷たさを取り戻していた。

「俺は精せい一いつ杯ぱいやってるっての。お前こそ、本当はもう美お味いしくなってるのに噓うそ吐ついてるとかはないだろうな」

「何を馬ば鹿かなことを。いいからさっさと跪ひざまずきなさい！　血が吸えないじゃないですか！」

　牙きばを剝むき出しにして夜音は怒ど鳴なる。静かにしていろと自分で言っていたのを忘れたような態たい度どに、陶原は肩かたを竦すくめて背せ中なかを向けた。

「痛っ────！　いきなりかよ」

　まだ腰こしを下ろしていないというのに、夜音は首くび筋すじに牙を突つき立たてる。鋭するどい痛みに悪あく態たいを吐きながら、陶原の口元には笑みが浮うかんでいた。










　　　　　　　　　　二章




　合宿二日目の朝。陶とう原はらは習しゆう慣かん通り、朝五時に目を覚さました。

　就しゆう寝しんするのがいつもより遅く、しかも途と中ちゆうで起こされたため、すっきりとした目め覚ざめというわけにはいかない。それでも睡すい魔まをねじ伏せ、少しでも日頃の生活リズムに近づけようとジョギングへ出掛ける。昨夜の分のノルマも合わせ、二時間ほど走った。

「でもまあ、まだ誰だれも起きてねえよな……」

　運動部とは違ちがい、園芸部の合宿はゆるゆるだ。予定は何も聞いていないので、適てき当とうに起き床しようし、適当に一日を過ごすのだろう。

　そんなふうに考えていた陶原は、寺に戻もどるなり人影に迎えられ、軽く驚おどろく。

「──っと、あれ？　清水しみずじゃねーか」

「あ、おはよう。やっぱり陶原も起きてたんだ」

　そこにいたのは竹たけ箒ぼうきを持った清水だった。だらだらとやる気なく地面を掃はきながら、小さくあくびを漏もらす。

「朝っぱらから何やってんだ」

「掃そう除じよ掃除。わたしは家で、毎朝境けい内だいの掃除をやらされてるの。今け朝さも目が覚めちゃったし、やっとこうかなって」

　この上なく面めん倒どうそうに言う。事実自主的に始めておきながらほとんど落ち葉は集まっておらず、感心だと褒ほめるべきか陶原は迷まよった。

「昨日虫に嚙かまれたところがまだ痒かゆくて、気が散ちっちゃうんだよね。どうなってるのか見てくれない？」

　清水はくるりとその場で回り、後ろ髪がみを搔かき上げる。いきなりうなじを晒さらされ、陶原は慌あわてて目を逸そらした。

「どう？　腫はれてたりしてる？」

「知らん！　そんなのは女子に訊ききやがれ」

　絶ぜつ対たいに見るものかと首を真横に向むける。清水はちぇっ、と呟つぶやき、また正面に向き直った。

「けち。いいよ、夜よる音ねちゃんに見てもらうから」

「そうしろ。……そういえば、よくこんな時間に起きて来られたな。あんだけ山を歩いた後なのに、昨日は二時まで話してたんだろ？」

「いつもそれぐらいまで起きてるし。──ってか、陶原早く寝たのによく知ってるね？」

「ああ、夜音──…………」

　陶原は夜音に訊いたのだと言おうとして、危うく思いとどまる。

「…………夜寝られなかったんだよ。その、話し声が聞こえてたから」

「そうだったんだ？　ごめんね」

「いや、いいけど。気にしないでくれ」

　むしろ噓うそなので早く忘わすれて欲しい。後ろめたい気持ちが湧わき、陶とう原はらは話題を変えた。

「他ほかの二人はまだ寝てるのか？」

「うん。特に夜よる音ねちゃんなんて、すっごい幸せそうな寝顔だったよ。湯あたりしたのも治ったみたいだし、ほんとよかった」

「…………そうか」

　白い歯を見せる清水しみずに対し、陶原の表情はどこか苦にが々にがしい。

（俺おれの睡すい眠みんは妨ぼう害がいしておいて、自分はぐっすりかよ）

　こんなことなら風ふ呂ろ上がりにすぐ血を吸すわせてやっとけばよかった。陶原がぶつくさ呟つぶやいていると、ぽん、と竹たけ箒ぼうきを手渡される。

「何だよこれ？」

「どうせこれから暇ひまでしょ。やっぱり掃そう除じは修しゆ行ぎようの基本だしね」

「暇じゃねえよ。ジョギングのあとはきちんと汗あせを流さないといけないんだからな。それに修行もしねえ！」

「さすが陶原。律りち儀ぎに全部返事したね」

　陶原はむっとして竹箒を突き返すが、清水はまるで相手にしない。回れ右して社しや務む所しよへと歩き出した。

「朝風呂は掃除のあとの方が気持ちいいよ。二人でやったらすぐに終わるし、頑がん張ばろ」

「……ったく。仕し方かたねえな」

　清水がもう一本竹箒を取りに行ったのだと分わかり、陶原は頭を搔かく。今さら嫌いやだと言うわけにもいかず、しぶしぶ地面を掃はき始めるのだった。
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　だらだらするのだろうという陶原の予想は外れ、掃き掃除を終え部屋に戻ると、広ひろ野のが部長に叩たたき起こされているところだった。夜音も眠そうに目を擦こすっており、広間に集まり全員で朝食を取る。

「いつも朝はパンなんですけど、やっぱりお米もいいですね」

「うん。一人暮らしじゃなかなか用意できないから、こういうのは嬉うれしいよ」

　テーブルには炊たきたてのご飯に味み噌そ汁しる、お新しん香こに海の苔り、塩しお鮭じやけ、サラダ、納なつ豆とう、おまけに温泉卵と理想的な日本の朝食が並んでいる。ほくほくと箸はしを進める部長を横目に、陶原は微び妙みように口元を歪ゆがめた。

「……合宿としては間ま違ちがってる気がしますけど」

　食事は全すべて住じゆう職しよくが用意したものだった。思えば合宿が始まって以来、毎回世話になっている。部長もそれに対して何も思っていないわけではないらしく、きりりと表情を引き締しめた。

「今日の昼こそは自分達で作る予定だとも。やはり外せないイベントの一つだからね」

「はあ。じゃあ、それまではどうするんですか？」

　初日同様スケジュールとしては何も聞かされていない。陶とう原はらの疑問に、素す早ばやく清水しみずが反はん応のうする。

「そりゃあ座ざ禅ぜんでしょ。昨日は遭そう難なんしかけたおかげでできなかったし、今日こそはしないと」

「またそれか。そんなことよりもっと園芸部っぽいことしようぜ」

「具体的には？」

「例えば……………………。山を散さん策さく、とか」

「それはもういいでしょ」

　もうこりごりだとばかりに清水が半はん眼めになる。陶原も同じ気持ちだったので、強くは言えなかった。

（でも他ほかに園芸部っぽいことってないんだよな……）

　陶原が頭を悩なやましている間にも、話は座禅をする方向で進んでしまう。

「池いけ田ださんが戻ってきたら相そう談だんしてみようか。美お味いしい朝食をご馳ち走そうになったお礼も言わないといけないしね」

「そうしましょう。……おじさん、遅いですね」

　清水は顔を廊ろう下かに突つき出だし、軽く首を傾かしげた。

　朝食を食べ始めてすぐに電話があり、住職は席を外していた。それからもう十五分以上経けい過かしているのに、未いまだに戻ってくる気配はない。

「やっぱり忙いそがしいんじゃないか？　無理にお願いしたら悪いだろ」

「陶原に修しゆ行ぎようつけてやるんだって張はり切きってたし、それはないと思うんだけど……」

「だから修行なんてしないって何度も言ってんだろーが！」

「そうだっけ？　まあいいじゃない」

　陶原はぎりぎりと奥おく歯ばを擦すり合わせるが、清水はとぼけるばかり。そうこうしていると、どしどしと慌あわただしい足音が廊下に響ひびいた。

「あっ、おじさん、遅かったね──────？」

　戻もどってきた住職を見るなり、清水は眉まゆを寄よせる。住職は作さ務む衣えではなく法ほう衣いを着き込こみ、髭ひげもしっかり剃そっていた。

「どうかされましたか？」

「ああ。実は今け朝さ早く、以前神かみ隠かくしに遭あっていた女の子が戻ってきたらしくてな。世話になってる檀だん家かさんの娘なもんで、一応御お祓はらいしてくれって頼まれたんだ」

　ぱちん、と陶原に向かって手を合わせる。

「すまんが修しゆ行ぎようを見てやれなくなっちまった。悪いな。夕方には帰るし、寺は自由に使ってもらって構かまわんぞ。留る守すにするときはしっかり鍵かぎをしておいてくれ。じゃあな！」

「ちょ、ちょっとおじさん！」

　一方的に言うだけ言って、住じゆう職しよくはさっさと身を翻ひるがえす。清水しみずが呼び止めようとするが、返事は背せ中なか越ごしに手を振ふるだけだった。

「……どうやら、座ざ禅ぜんは無理になったようだな」

　何なに気げない口く調ちようを装よそおいながら、陶とう原はらの声には隠しようがなく喜びの色が滲にじんでいた。啞あ然ぜんとしていた清水はそれに気づき、はっと陶原に目を向むける。

「そ、そんなの卑ひ怯きようじゃない！」

「卑怯って何だよ。住職に用事ができたんじゃ仕し方かたないだろ。つーか失しつ踪そう者しやが帰ってきたんだから、喜ぶべきことじゃねーか」

「うっ…………。それはそうなんだけど……」

　清水は納得いかない様子で唇くちびるを嚙かむ。逆に陶原は思わぬところから転ころがり込こんだ幸運に、にまにまと笑みを堪こらえきれずにいた。

「──────単たん純じゆんに喜べる話なら、いいんだが………………」

「うん？　部長、何か言いました」

「いや……。別に、何でもないよ」

　何か聞こえたような気がしたのだが、部長は軽く首を振ふって否定する。何かを憂うれうように目を伏ふせるも、浮うかれていた陶原は気に留とめなかった。

「そうだ！　代わりに午前中は掃除そうじしませんか？　境けい内だいの掃はき掃除したときにも思ったんですけど、やっぱり住職一人じゃ手が足りてないみたいなんですよ」

　予定が宙ちゆうぶらりんになってしまったのを幸いにと、心に引っかかっていたことを提てい案あん。園芸部とは全まつたく関係ないのはこの際目を瞑つむった。

「うーん。……お世話になっていることだし、お礼の意味でもそうするのは悪くないかもしれないね」

「合宿まで来て掃除って………………。まあ修行の一いつ環かんと呼べなくもないけどさぁ……」

　部長が頷うなずくと、清水も消しよう極きよく的てきに納得する。広ひろ野のも特に反対することなく、

「どうして私がそんなことを…………」

「まあまあ。確かに面めん倒どうだけど、一いつ緒しよにやろうよ」

　夜よる音ねは不満そうに頰ほおを膨ふくらませはしたものの、清水に肩かたを抱かれて引き下がる。こうして合宿二日目は始まった。
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「よし、そろそろカレーを作り始めるとしよう」

　午前十時を少し過ぎた頃ころ。掃除そうじも一段落つき、集まった園芸部一同の前で部長は宣せん言げんした。

「カレー…………、ですか」

「ああ。夏、山、合宿と三拍びよう子し揃そろっているんだ。だったら作らないわけにはいかないだろう？」

「厳げん密みつには山ではなく、山地にある寺ですけどね」

　自信満々に胸を張る部長に対して、陶とう原はらはどこか釈しやく然ぜんとしない面おも持もちをしている。頭を搔かきつつ、手元の道具に目を下ろした。

「まあどうせ俺おれは食わないから関係ありませんけど。それで、これをどうしろと？」

「そんなの決まっているだろう？　広ひろ野の君と一いつ緒しよに米を炊たいて欲しいんだよ」

　陶原が手渡されたのは飯はん盒ごうだった。部長の私物で、わざわざ今回の合宿のために購入したのだという。

「わざわざ飯盒なんて使わなくても、ちゃんと炊すい飯はん器きあるじゃないですか」

「何を言っているんだ。それじゃあ合宿の雰ふん囲い気きが出ないじゃだろう」

「寺の敷しき地ち内って時点で、雰囲気も何もあったもんじゃないでしょう。それにカレーの匂においも寺には合いませんよ」

　あくまで陶原の勝手なイメージなのだが、部長はそれを聞いてむむむと唸うなった。

「確かにそうだね。では、まずは山に登るとしようか。昨日みたいに散さん策さくすればいい場所も見つかるだろうし────」

「すいません。俺が間ま違ちがっていました」

「寺といえばカレーですよ！　線せん香こうではなくスパイスの香かおりを漂ただよわせてこそ僧そう侶りよとしては一人前と言われてるくらいですから。だから止やめておきましょうお願いします！」

　いいアイディアだと言わんばかりの明るい声に、陶原は即そく座ざに頭を下げる。清水しみずが重ねて力説すると、部長は不ふ思し議ぎそうに目を瞬またたかせた。

「そうかい？　君達がそれでいいなら、構かまわないんだけど……」

「はい。もう迷まようのは懲こり懲ごりです」

　本ほん音ねをだだ漏もれにしつつ、清水は真顔で頷うなずく。部長がまた暴ぼう走そうしかねないというのは共通認にん識しきらしく、広野や夜よる音ねもにこくこくと同意していた。

「分わかった。ではそういうことで、手分けして作業を始めよう。清水君は──」

「あ、ちょっと待って下さい、部長。俺は米を炊けってことだったんですけど」

　部員達の意見を汲くみ、部長は素す直なおに引ひいてくれる。そのまま作業の分ぶん担たんを割わり振ふろうとするのに、陶原は水を差した。

「うん。それがどうかしたかな？」

「俺は飯盒の使い方なんか知りませんよ。もっと言えば火のおこし方とかもさっぱりです」

「またまた。林間学校やキャンプなどで、一度くらいは使ったことがあるだろう？」

　冗じよう談だん言うなとばかりに部長は苦笑。しかし陶とう原はらはぴくりとも笑わなかった。

「そういう行事は全部不参加でしたから。というか参加するはずないでしょう。健康になるためにはそんな暇ひまありませんよ」

「え………………。ああ、そういえばそうだったか…………」

　部長の常じよう識しきではあり得ないことなのだろう。しばしぽかんと口を開けた部長は、やがて陶原に慈いつくしみの目を向むけた。

「よし。そんな可哀かわい想そうな陶原君のために、私が直じき々じきに教えてあげようじゃないか」

「いや別に必要ないんですけど……」

　陶原の人生において、今後もキャンプに行く機会など考えられない。全まつたく気分は乗らないというのに、部長は聞く耳を持たなかった。

「なあに遠えん慮りよすることはない。本当は野菜の下ごしらえをするつもりだったんだけど、それは清水しみず君に任せていいかな？」

「あ、はい。じゃあ、あともう一人──」

「……私も、それをやります」

　清水はちらりと夜よる音ねに視線を送る。すると名前を呼ぶよりも先に、夜音が自ら立りつ候こう補ほした。

「よーし。じゃあ夜音ちゃん行こうか」

「はい」

　二人は肩かたを並べ台所へ向かう。陶原はそのあまりの自然さに引ひき留とめるのを忘れ、黙だまって見送ってしまった。

「──あっ！　えっ？　へっ？」

　夜音の正体を隠すためには、自分や部長と行動をともにすべきだ。けれどやっとそのことに気づいた時にはもう遅く、異い議ぎを唱えるタイミングを逃のがしていた。

「広ひろ野の君は私達と一いつ緒しよに火を用意しようか。君はルー用の鍋なべを頼むよ」

「了りよう解かいです」

「では行くとしようか。ほら、陶原君も早く」

「は、はい…………」

　ずるずると部長に引っ張られ、陶原も外へと移動させられる。しかし意い識しきは完全に台所へと奪うばわれたままだった。




　まずはレンガなどを盛り、風を遮さえぎる小さな囲いを作る。丸めた新聞紙を中心に置き、枯かれ枝えだを積つみ重ねていく。

「まずは新聞紙に火をつけて、ゆっくり育てていくんだ。枝は燃もえすぎないよう一度に入れずに、状じよう況きようを見ながらその都つ度ど追加していくんだ」

「はあ……」

　枯かれ枝えだ集めから始まった飯めし炊たきは、やっと火をおこす段だん階かいに入っていた。本ほん堂どう前に居い座すわり、堂どう々どうと火を焚たく。部長の熱心な指し導どうに対し、しかし陶とう原はらは生なま返事をするばかり。

「夜よる音ねのやつ、大だい丈じよう夫ぶですかね」

　未いまだに夜音が気き掛がかりで、全まつたく作業に集中できなかった。広ひろ野のがトイレに離はなれた隙すきを見計らい、部長に話を振ふる。

「何だ、そんなに夜音君と一いつ緒しよに仕事したかったのかい？」

「ち、違ちがいますよ。ほら、清水しみずと一緒だと、いつ怒って正体をばらしてもおかしくないじゃないですか、あいつ」

　陶原の記き憶おくする限り、夜音は清水とそんなに相あい性しようがよくないはずだ。また牙きばを剝むき出しにでもしてやいないかと、気が気じゃない。

　しかしそんな陶原に対し、部長はまるで心配していない様子だった。

「そんなことはないさ。お風ふ呂ろに入っている時もじゃれ合っていたし、さっきだって夜音君は自分からやると言っていたじゃないか」

「そうなんですよね…………。何を企たくらんでいるのやら」

　もしかしたら清水の血を狙ねらっているのかもしれない。清水がというより、自分の血から興きよう味みが離はなれてしまうのが心配で、陶原は眉まゆを寄よせる。

「君は心配性だな。夜音君は穏おだやかな子じゃないか」

「どこがですか。俺おれはあいつほど凶きよう暴ぼうなやつを知りませんよ」

「彼女が本当に凶暴なら、今いま頃ごろ私達は生きていないさ。本来純じゆん血けつの吸きゆう血けつ鬼きにとって、人間も人間上がりも、等ひとしく取るに足らない存そん在ざいだからね」

　物ぶつ騒そうなことを飄ひよう々ひようと告げる部長に、陶原は眉み間けんのしわをさらに深めた。

「……知ってますよ、そんなこと」

　だからこそ、そうでなくなるために陶原は努力して来たのだ。『血が美う味まい』ことだけが自分の価値なのだと、よく分わかっている。

「知ってるから言ってるんです。俺は少しでも血が不ま味ずくなったら八やつ裂ざきにしてやると脅おどされてるんですから」

「ふうん。八つ裂きに、ねえ？」

　部長は苦笑するだけで、それ以上は言葉を重ねようとしなかった。ただの沈ちん黙もくが呆あきれられているように感じられ、陶原はむすっと唇くちびるを曲げる。

「何か言いたいことがあるんだったら、ちゃんと言って下さい」

「いや別に。ともかく、少し大げさかもしれないけど、夜音君が清水君と行動をともにするからには、それだけの価値を認めたということなんじゃないかい？　陶原君の『血』を認めたようにね」

「価値、ですか…………」

　復ふく唱しようしながら、陶とう原はらはその意見に全まつたく納得がいっていなかった。

『血』だけとはいえ、陶原が夜よる音ねに自分の価値を認めさせるまで十年かかったのだ。それもだらだら過ごしたのではなく、認めさせるためだけに費ついやしてきた。それを清水しみずがたかだか数ヶ月で成なし遂とげたとは、とうてい思えない。

（つーか、認めたくねえ、そんなこと）

　不満が表情に出ていたのだろう、部長は小さく肩かたを竦すくめた。

「まあ、これはあくまで私の感想に過ぎないよ。本当のところは彼女自身にも分わからないのかもしれないしね。あとは陶原君が自分で判はん断だんするといい」

「…………はあ」

　変わらず陶原の返事は鈍にぶい。けれど部長は構かまうことなく話を打ち切った。

「それはともかくとしてだ、今はこちらに集中したまえ。気を抜ぬくと火が消えてしまうよ」

　ほらほらと促うながし、たき火へと意い識しきを向むけさせる。悩なやむ暇ひまを奪うばわれ、陶原は作業に没ぼつ頭とうさせられるのだった。
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　同じ頃、台所では夜音と清水が包ほう丁ちよう片手に立たち尽つくしていた。

「時に夜音ちゃん、今までに料理の経験は？」

「一度もありません」

「奇き遇ぐうね。わたしもなんだ」

　食材を前に、ごくりと息を飲む。

　下ごしらえを引き受けはしたものの、二人はなかなか作業に取りかかれずにいた。その理由は言わずもがなで、どう手をつけていいのかすら判断がつかない。

「でもあれだよね？　合宿で作るカレーなんて、おおざっぱにやっても大だい丈じよう夫ぶなもんだよね？　うん、むしろその方が合宿の流りゆう儀ぎに基もとづいてるかもしれないし、醍だい醐ご味みってやつだよ。野菜がゴロゴロそのまま入ってるカレーもあるんだし、とりあえず切れてれば問題ないよね？」

「よく分かりませんが、そうなんじゃないですか？」

　疑問系で理り論ろん武ぶ装そうする清水に、真剣な表情で夜音は同意する。適てき当とうとしか呼べない応おう答とうだったが、清水は勇気づけられたように大きく頷いた。

「よし！　じゃあやっちゃおう！」

「そ、そうしましょう」

　過か剰じようなほどに意い気き込ごみ、まな板と向き合う。用意されているのは人にん参じん、玉たま葱ねぎ、じゃがいもと基本的な野菜ばかりだ。

「まずはじゃがいもの皮むきから始めようか。指を切らないように気をつけてね」

「私がそんなへまをするはずないでしょう。貴方あなたこそ気をつけて下さい」

「まあね。お互い頑がん張ばろうか」
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　素す直なおに認め、清水しみずはぐぐっとじゃがいもを握にぎり締しめる。夜よる音ねも続こうとして、

「ふんっ……。く、くっ……！」

　根本的な問題に気づいた。夜音の背せ丈たけでは、流し台は少しばかり高かったのだ。背せ伸のびすれば使えなくもないのだが、危なっかしいことこの上ない。

「ちょっと待っててね、何か踏ふみ台にできるの持ってくるから」

「必要ありません！　貴方は黙だまって──」

「いいからいいから」

　意い地じを張はる夜音に構かまわず、清水は勝かつ手て口ぐちを出てきょろきょろと外を見回した。瓶びんビールの入っていたケースを見つけ、ひっくり返して夜音の足下に置く。

「ちょっと高いかもしれないけど、ないよりはましでしょ」

「要いらないと言ったじゃないですか。私はこんなの使いません」

「まあまあ。この方が効こう率りついいし、わたしのために、ね？」

　お願い！　と拝おがまれ、夜音はふん、と鼻を鳴らした。

「…………仕し方かたがありませんね。そこまで言うのなら、使ってあげます」

「うん。ありがと」

　清水しみずはにっかりと笑みを浮うかべる。なぜだかその笑顔に狼狽うろたえてしまい、夜よる音ねは手元の包ほう丁ちようへと目を落とした。

（どうしてなんでしょうか…………）

　いつの間にか、清水の物言いにそれほど腹を立てなくなっている自分に気づいたのだ。以前の夜音ならば、身長について気を遣つかわれるのは侮ぶ辱じよくされているようで許せなかった。なのに、今は抵てい抗こうなく踏ふみ台を使っている。

　いや。そもそも野菜の下ごしらえなどという仕事をやるだなんて、考えられもしなかった。

　ちらりと清水を盗ぬすみ見ると、彼女は真剣な面おも持もちでじゃがいもの皮を剝むいている。夜音の目から見ても、その手つきはおぼつかなく、はらはらとさせられた。

（────ど、どうして私が心配などしないといけないんですか）

　ことさらに顔を背そむけ、夜音も自分の手元に集中する。やるからには清水などに負けないよう、より多くの皮を剝いてやらなくてはならない。包丁を持つ手にぐっと力を入れ、皮ごと自分の指を──

「痛っ！」

　切ってしまう直前、小さな悲ひ鳴めいに動きを止めた。

「どうしました？」

「あいたたたたた……。ちょっと指切っちゃったよ」

　清水は涙なみだ目めで傷きず口ぐちを眺ながめ、情けなさそうに指を咥くわえる。

「やっぱり慣れないことはするもんじゃないね」

「ま、全まつたく…………。気をつけて下さい」

　痛みで清水は気づいていない様子だったが、何でもないように言いつつ、夜音の声は細かく震ふるえていた。自じ覚かくのないままに、ぺろりと唇くちびるを舐なめる。

　清水の傷口からじわりと滲にじんだ鮮せん血けつ。その眩まぶしいほどの赤に、夜音は食欲をそそる香かおりを嗅かぎ取ったのだ。

（が、我が慢まんです。夜になれば陶とう原はらの血を吸すえるじゃないですか）

　夜音は陶原と再さい会かいする以前に、偶ぐう然ぜん清水の血を吸ったことがある。無む論ろん陶原には遠く及およばないものの、その血はまた吸ってもいいと思えるだけの味わいを誇ほこっていた。ごく普ふ通つうの人間としては、かなり上級のものと言えるだろう。

　どれだけ堪こらえろと自分に言い聞かせてみても、喉のどの渇かわきは膨ふくらむ一方だった。

（おかしいです…………。私はそれほど血が好きというわけではなかったはずなのに）

　皮剝きに戻もどる清水の横顔をじっと見ながら、夜音は瞳ひとみを揺ゆらす。

（……陶原のせいです）

　陶とう原はらの血を味わうようになるまでの自分なら、清水しみずの血にこんなにも戸と惑まどわされることはなかったはずなのだ。万が一吸すいたくなったとしても、遠えん慮りよなく吸ったはず。今は日ひ陰かげにいるのだから、記き憶おくの操作なんて簡かん単たんだ。どんなに怯おびえられようとも、どれだけ嫌きらわれようとも。吸きゆう血けつ鬼きである夜よる音ねには関係のないことだし、なかったことにできる。

（そうしないのは、…………とにかく陶原が何かしているからです。陶原の血に何かおかしな成せい分ぶんが含ふくまれているに違ちがいありません）

　そんな血の効こう果かなど聞いたこともないが、他ほかに心当たりがないのだから、そうに決まっているのだ。戸と惑まどいを押おし殺ころし、夜音は強ごう引いんに結けつ論ろんづけた。

　昨夜、風ふ呂ろ場ばで部長が何か言っていた気もするけど、覚えていないし絶ぜつ対たいに関係ない。

「…………貸しなさい」

　気がつけば吸血衝しよう動どうは収まっている。しかし再発しては堪たまらないと、夜音は絆ばん創そう膏こうを貼はるのに手間取る清水へと声をかけた。

「貼ってくれるの？」

「作業が遅くなりますから。…………貴方あなたを心配してではありません」

　むっつりと口をつぐみ、丁てい寧ねいに絆創膏を貼ってやる。具合を確かめ、清水はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「ありがと夜音ちゃん。確かに作業遅れ気ぎ味みだね。陶原に食べさせてやるためにも、もっと気合いを入れようか」

「……陶原に、ですか？」

「そう。あいつはいつも自分で作ったご飯しか食べないでしょ？　きっとカレーもいらないって言うと思うんだ。でも、そんなの腹が立つじゃない。せっかくみんなで作るんだし、みんなで食べなきゃ」

　清水はまた指を切りそうなほど、力む。

「わたし達で、陶原が食べたいと思うようなカレーを作ろうよ」

「それで健康に影えい響きようは出ないんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さすがに塩こしょうは少し使うけど、砂糖も化学調ちよう味み料りようも使わないし。むしろ健康にいいんじゃないかな？　多分だけど」

　夜音にとって重じゆう要ような部分を、清水は曖あい昧まいに答える。とてもじゃないが協力できそうにない返事に、

「…………そうですね。では、やってやりましょう」

　しかし夜音は、こくりと頷うなずいていた。

「せっかく私達が腕を振ふるうのです。食べないだなんて許せませんからね」

「夜音ちゃんなら分わかってくれると思ってた！」

　清水は夜音と目を合わせ、にんまりと笑う。夜音も同じように頰ほおを緩ゆるめ────、ふいっとそっぽを向むいた。

「べ、別に貴方あなたの意見に賛成したわけではありません。その、私がいいと思ったから、そうするだけです」

　どこか怒ったように言う。口く調ちように相応ふさわしく、頰ほおは薄うす赤く染そまっていた。

「だから────こらっ！　頭を撫なでるのは止やめなさい！」

「無む理り無理。だって可愛かわい過ぎるんだもん！」

　わきわきと指を動かし、包ほう丁ちようを投げ出した清水しみずは夜よる音ねへと抱きついていく。『陶とう原はらに食べさせてやる』という意い気き込ごみとは裏うら腹はらに、作業は一向に進む気け配はいを見せなかった。
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　十二時をとうに過ぎた頃ころ、ようやくカレーは完成した。本ほん堂どう脇わきの日ひ陰かげにテーブルと椅い子すを運び、五人分の皿を並べる。

「よし。じゃあみんな、頂いただくとしようか」

「「「頂きます」」」

　部長の号ごう令れいを受け、間かん髪ぱつ入れずに三人は声を揃そろえた。待ちきれないとばかりに一いつ斉せいにスプーンを取る。

「いやーもう僕お腹ぺこぺこです」

「私もだよ。でも、これも合宿の味ってもんだろう？」

「そうですね」

　昼食が遅くなったのがまるで苦にならないと、部長と広ひろ野のは笑い合う。まずは清水が一番にスプーンを咥くわえ、

「うん！　美お味いしい！」

　ぱっと華はなやぐような明るい声をあげた。目を細め、他ほかの皆も次々にカレーを口に運ぶ。

「なかなかいけるね。これなら時間をかけた甲か斐いがあるってもんだ」

「はい。個人的にはもっと辛からい方が好きですけど、これはこれで」

「夜音ちゃんはどう？　美味しい？」

「……まあ、悪くはありません」

　夜音だけは美味しいと口にしないが、慣なれたもので部員達は気にしない。微ほほ笑えましく視線を送り、和わ気き藹あい々あいと昼食は進んでいった。

　…………ただ一人を除のぞいて。

（なんて拷ごう問もんだよ。畜ちく生しよう！）

　ぎりぎりと歯は軋ぎしりする陶原は、スプーンを握にぎってすらいなかった。一口もカレーに手をつけていないはずなのに、肌はだに浮うかぶ汗あせは誰だれよりも多い。

「どうしたんだい陶とう原はら君、全然食べていないじゃないか？」

「そうだよ陶原。せっかく作ったんだから、食べないと」

　不ふ思し議ぎそうに声をかけられ、陶原はこめかみをぴくぴくと痙けい攣れんさせる。怒ど鳴なりかけるも、深しん呼こ吸きゆうして気を落ち着ける。

「俺おれは、カレーを、食べないって、最初から、言ってました、よね？　つーか、食べないってことは、作る前から、分わかってましたよね？」

「食べればいいじゃない」

「だから食べないって言ってんだろ！　人の話を聞け！」

　けれど我が慢まんは一いつ瞬しゆんしか保もたず、陶原は激はげしく唾つばを飛ばした。隣となりに座る広ひろ野のが、迷めい惑わくそうに顔を顰しかめる。

「汚きたないなあ。そんなに苛いら々いらするなんて、お腹が空すいてるんじゃないの」

「空いてるよ！　空いてるに決まってるだろ！」

「だったらほら、目の前にカレーが」

「だ、か、ら！　食べないって何度言えば分かるんだよ！」

　肩かたで息いきをする陶原の目元には、少しだけ涙なみだがにじんでいた。

　陶原はカレーの完成間ま際ぎわ、いつものように自分の分のおかずを調ちよう理りしようとしたのだ。しかし部長から持ち場を離はなれないよう厳げん命めいされ、熱心に味付けをする清水しみず達を尻しり目めに蒸むらしの状態に移った飯はん盒ごうをいつまでも見守り続けなければならなかった。あとは強ごう引いんに椅い子すに座らされ、現在に至いたっている。

「空腹時にカレーの匂においっていうのがどれだけ強きよう烈れつなのか、部長もよく分かるでしょう？　いい加減俺にも飯を食わせて下さい！」

　胃いの痛みに促うながされ、陶原は切せつ々せつと訴うつたえる。腹の虫が鳴くのを耳にした部長は、困ったように眉まゆを寄よせた。

「私も無む理り強じいはよくないと思うんだがね。…………どうだい、清水君」

「またお前か。どうして嫌いやがらせばっかりするんだよ！」

　部長に釣つられ、陶原は清水を睨にらむ。刺すような視線を受け、彼女は心外そうに口を尖とがらす。

「嫌がらせなんてしたことないし。それより陶原、陶原こそどうしてカレー食べないのさ？」

「健康のために決まってんだろ」

「カレーに陶原が嫌きらう過か剰じような塩分糖分は入ってないでしょ？　肉だって脂あぶら身みの少ないのを使ったし、味付けも辛からくなり過ぎないように、気持ち甘あまめに調ちよう整せいしたんだよ。そもそもスパイスって、健康にいいんじゃないの？」

「うっ………………」
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　正面から疑問をぶつけられ、陶原は首を竦すくめる。

　清水の指し摘てきはことごとく正せい解かいだった。食材や味付けに気をつけてやれば、カレーはむしろ健康のためになる食事のはずだ。

　それでも、陶とう原はらはカレーを口にできない理由があった。

「だ、だってほら、カレーのスパイスって食欲が増進されるだろ？　肉とか食べたくなっちまうし、味に慣なれたらそういうのばっかり食べるようになっちまう。そしたら精せい力りよくがつき過ぎちまうじゃねえか」

「遠回りに心配し過ぎなような……。あれ？　元気になるんだったらいいじゃない？」

「それは何というかその…………………………。と、とにかく駄だ目めなんだよ！」

　顔を真まっ赤かにして、しどろもどろに陶原は大声を上げた。

（体力や精力は必要だけど、その、持もて余あますくらいあったら色々と困るだろうが！）

　身も心も清きよらかであることが、血を美う味まく保たもつのに欠かせない条じよう件けんなのだ。用心を重ねるに越したことはなく、心中で叫さけぶも、それを口にするわけにはいかない。説明になってない説明に、清水しみずは不信感を募つのらせるばかりだった。

「そんなんじゃ納得できないって。せっかくみんなで作ったんだし、健康に害がないなら食べようよ」

「えっと……、だからな…………。お、お前こそ、どうしてそんなに食べさせたがるんだ？」

「へ？　わたし？」

　何も言い訳が思い浮うかばず、陶原は清水に話を振ふり返す。

「ああ。俺おれを僧そう侶りよにしたいんだったら、無理に食わせようとする意味なんてないだろ？　悟さとりを開いた人は、多分カレーなんか食わねーって」

「そ、そんなことないよ。…………だってほら、仏ぶつ教きようもカレーも、どっちもインド原産？　だし。仏教と言えばインド、インドと言えばカレー。つまり仏教と言えばカレーってことでしょ」

　一いつ瞬しゆんだけ旗はた色いろを悪くした清水しみずは、首を傾かしげながらもすぐに挽ばん回かい。

「うっ………………。確かに」

「まあまあ、いいじゃない」

　追おい詰つめられる陶とう原はらにそっと助け船を出したのは、広ひろ野のだった。

「健けん悟ごの健康に対する拘こだわりは精せい神しん論ろんに偏かたよってるみたいだし、無理に食べさせるのは体によくないよ」

「そ、そうそう！　よく分わかってんじゃねーか！　さすが広野────」

「ここはやっぱり、『あーん』して食べさせてあげなきゃ」

　ガッツポーズを取りかけていた陶原は、続けられた言葉に動きを止める。

「……………………は？」

「そんなふうにして女の子に食べさせてもらえば、嫌いやがる男なんていないからね。きっと陶原も喜んで食べると思うよ？」

　にこにこと、普ふ段だん通りの邪じや気きのない笑顔で広野は告げる。何を言われたのか理り解かいし、陶原はだらだらとより汗あせを垂たれ流ながした。

「な、何言ってやがるんだお前は！　俺はそんなのされても絶ぜつ対たい食わんぞ！」

「そ、そうだよ広野くん、そんなこと、ねえ？」

　陶原と同じく、清水も落ち着きなく目をきょろきょろとさせる。その右手には、しっかりとスプーンが握にぎられていた。

「おや、だったら私がやってみようかな？」

「部長まで何言ってんですか！　ねえ夜よる音ねちゃん、夜音ちゃんは…………やらない、よね？」

「や、やりませんよ。この私がそんなことやるはずないでしょう。ええ」

　訊たずねられた夜音は、ごほごほと咳せき込こんだあと即そく座ざに否定する。それを聞き、中ちゆう腰ごしになっていた清水はどすんと椅い子すに座すわった。

「だ、だよねー」

　はははと渇かわいた笑いを漏もらし、機械的な動きで繰り返しカレーを口に運ぶ。まるで一仕事終えたあとのように、額ひたいにはびっしりと汗あせが浮うかんでいた。

（もう大だい丈じよう夫ぶ……か？）

　よく分からないが、うやむやのうちに清水は諦あきらめてくれたようだ。部長や広野は強きよう要ようしたりはしないし、今ならおかずを作りに行けると陶原はこそこそ立ち上がり、

「──食べればいいじゃないですか」

　予想外の人物の声に、足を止める。

「清水しみずは指を犠ぎ牲せいにしてまで作ったんです。食べて下さい」

「よ、夜よる音ねちゃん！　それは言わないって約やく束そくしたでしょ！」

　その声に慌あわてて見せたのは清水だった。陶とう原はらが目を向むけると、彼女はあわあわと左手を背せ中なかに隠す。しかし陶原の目は、その指が絆ばん創そう膏こうだらけだというのをしっかりと捉とらえていた。

（犠牲ってのは大げさだろ。つーか、何で夜音が清水の肩かたを持ってんだ？　それに…………）

　清水にリアクションを奪われてしまったように、表面上は陶原に変化はない。

（……どうしてお前が、そんなことを言うんだよ………………）

　変化を見せられないくらい、ショックで硬こう直ちよくしてしまっていた。

　陶原が健康を最さい優ゆう先せんにするのは、夜音を従したがわせるだけの美び味みを誇ほこる、最上級の血を育てるためだ。そのことは彼女自身、十二分に知っている。なのに、それを阻そ害がいするようなことを言うということは。

（もう、俺おれの血はいらないって言ってんのか………………………………）

　答えに辿たどり着つき、陶原の体に寒さむ気けが走る。日ひ陰かげとはいえ真夏の昼間、茹うだるように暑かったはずなのに、一いつ瞬しゆんで熱を奪われてしまった。

　すがるような目を、夜音に送る。彼女はその視線から逃げるように目を逸そらし──

「万が一健康に悪あく影えい響きようがあったとしても、構かまわないじゃないですか。少しくらい最高に健康な状じよう態たいから遠のいても、誰だれも………………。私は、気にしません」

　そっと、呟つぶやく。

「それくらいなら、我が慢まんしてあげます」

「──────っ！」

　清水や広ひろ野のには意味が分わからなかったであろう言葉。けれど陶原に火をつけるには、それで十分だった。かあっと体が火ほ照てり、脈みやく拍はくは一気に上昇する。

（い、いやいやいや。これはあれだ、…………そう！　カレーを食えるから、俺は緊きん張ちようしてるんだ！）

　浮うき立つような体の変化に、陶原は自分で自分を納得させた。

「どうしたの健けん悟ご？　何か作りに行くんじゃないの？」

「へっ？　それは、その、だな……」

「カレー要いらないんだったら、僕がもらうよ？」

「──要る！　要るに決まってるだろ！」

　それでも迷まよい、動けずにいた陶原は、広野に背せ中なかを押おされようやくカレーを手にする。

「いやまあ、ほんとは食いたくないんだけどな。カレーなんて食わなくていいんだけど、もう空腹が限界だから。だから食うんだ。決して、食っていいって言われたからじゃないぞ？」

「いいから早く食べなよ」

　言い訳を重ねる陶とう原はらは、どれだけ取とり繕つくろってもにやにやと頰ほおが緩ゆるんでいた。面めん倒どう臭くさそうな広ひろ野のの声を受け、ようやく喋しやべるのを止やめる。

「じゃ、じゃあ────、頂いただきます」

　一同の視線を集め、陶原はかちかちと震ふるえるスプーンでカレーをすくう。ゆっくりと持ち上げ、恐る恐る口に入れた。

「ど、どう？　美お味いしい？」

「急せかすなって。…………、まあ、まあまあ、かな」

　清水しみずに直接言ってやるのは悔くやしく、陶原は地面に目を下ろし、答える。

　肉と野菜の旨うま味みが溶け、スパイスと絡からみ合ったルーはとろみが足りず、少ししゃばしゃばだった。それを受け止める白飯は逆に硬かたく、焦こげた匂においが混じっている。十年ぶりのきちんと味付けしてある食事というのを差し引くと、決してできがいいとは言えない。

「悪くないと思うぞ。つーか、美う味まい」

　それなのに、陶原の舌したには不ふ思し議ぎと美味しく感じられた。

「だよね！　美味しくないわけないよね！」

「そうです。もし不ま味ずいなんて言ったら、折せつ檻かんしてやるところでした」

　言葉とは裏うら腹はらに、夜よる音ねはほっとしたように息いきを吐はく。部長や広野もスプーンを手に取り、和なごやかな食事が再開された。

（そういえば、こんなふうに飯食うのも久々だな）

　いつも同じ面子めんつで昼食を取っているとはいえ、食べるものは皆ばらばらだ。おかずを交換することがあっても、陶原だけはそれに参加することはない。家族と食しよく卓たくを囲むときですら、一人だけ別なものを食べているのだから。

　だから何だ、というわけでもないけれど。

「どうした陶原君、もう食べないのかい？」

「あ、食べます食べます。いやね、ちょっと俺おれには刺し激げきが強すぎまして」

　楽しげな部長達を遠くに感じていた陶原は、適てき当とうに答えて会話に混ざる。淀よどみなく右手は進み、気がつけば皿は空になっていた。迷まよいながらも、結局は二杯目をもらう。

「やっぱり普ふ通つうのご飯の方が好きなんじゃない。無理せずにこれからも食べたら？」

「馬ば鹿か言うな。こんなの今日だけに決まってるだろ」

　からかうような広野に、迷うことなく陶原は告げる。常つね日ひ頃ごろの食事が味あじ気けないと再さい認にん識しきさせられようとも、止やめるつもりは全まつたくなかった。

（復ふく讐しゆうに敵かなう味なんて、あるわけないからな）

　何よりも甘かん美びな味わいを知っているのだ。陶原はむしろ覚かく悟ごを固め、人生で最後になるであろうカレーを楽しむのだった。
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　昼食のあとは、各自自由行動となった。

　昨日と同じく、またも夜よる音ねがダウンしてしまったのだ。カレーを食べるときは日ひ陰かげに移動したとはいえ、野菜を切るとき以外はずっと日向ひなたにいたこともあり、暑さが堪こたえたのだろう。

「夕方までには回復するだろうし、それまでゆっくり休ませてあげようか」

「じゃあ、わたしは傍そばについてますね」

　とてとてと清水しみずは去っていく。それを見送り、部長は陶とう原はらへと目を向むけた。

「私と広ひろ野の君は付近を散さん策さくしてみようと思うんだけど、陶原君も一いつ緒しよにどうだい？」

「いえ。俺おれは止やめておきます。夕方から何をするのか決まってるんですか？」

「ああ。近くの神社で小さな祭りをやるらしいんだ。それに行ってみるつもりだよ」

　部長としては見み逃のがせないイベントらしく、珍めずらしく予定が組まれている。陶原は乗り気になれなかったが、もはや逆さからおうとは思わなかった。

「日が暮くれたら出発する予定だから、それまでには戻もどるようにね」

「了りよう解かいです。部長こそ、また花に夢中になり過ぎないように気をつけて下さいよ」

　部長達とも別わかれ、陶原は大きく伸のびをする。

「さて、と…………」

　一人になった陶原には、やらなくてはならないことがあった。まずは足首を回し、準じゆん備び運動を整ととのえていく。

「勉強もしたいけど、やっぱりここは走っとかなくちゃな」

　カレーを食べたおかげで持もて余あまし気ぎ味みの諸もろ々もろを、しっかり発はつ散さんしておかなくてはならない。せっかく合宿に来ておきながら、陶原が選んだのはいつもの休日と全まつたく変わらない行動だった。
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「お帰り。遅かったね」

「そうか？　お前こそ早かったな」

　だいぶ日も落ちてきた頃ころ、寺に戻った陶原は広野に出迎えられた。縁えん側がわに一人腰こし掛かけ、ぶらぶらと足を揺ゆらしている。

「部長は一緒じゃなかったのか？」

「今はお着き替がえ中だよ。声が聞こえてるでしょ？」

　広野は女子部屋を指さし示しめす。陶原が目を向けると、タイミングよく襖ふすまが開いた。

「あ、陶原やっと帰ってきたんだ。どこほっつき歩いてたの？」

「まあまあ、間に合ったんだからいいじゃないか」

　清水しみずに部長、それに回復したらしい夜よる音ねが揃そろって姿すがたを見せる。いきなり憎にくまれ口を叩たたかれ、応じようとした陶とう原はらは、

「…………何だ、その格かつ好こう？」

　悪あく態たいの代わりに、疑問を口にすることになった。

「何だじゃないよ。見れば分わかるでしょ」

　清水は上じよう機き嫌げんそうにくるりと回る。彼女は目にも眩まぶしい、鮮あざやかな赤色の浴衣ゆかたを着ていた。隣となりの部長も同じく、淡あわい青の浴衣姿。

「せっかく祭りに行くんだし、皆で着ていこうと決めていたんだ」

「やっぱり夏には欠かせないですからね！　最高です！」

　一気にテンションを高める広ひろ野のとは違ちがい、陶原は順じゆん応のうできなかった。見み慣なれない格好に、勝手に目が泳いでしまう。

「どうしたの？　あまりの可か憐れんさに見とれちゃった？」

「ば、馬ば鹿か言うなよ。そんなわけねえだろ」

　清水のからかうような口く調ちようを受け、ついっと目を逸そらす。逃がした視線の先に、黒い影を捉とらえた。

「………………もうちょっと、ましな浴衣はなかったのか？」

「どういう意味です。これは今日のために小さ夜よが作ってくれたんですよ」

「手作りなのは見れば分かる。そうじゃなくてだな……」

　憮ぶ然ぜんとする夜音を前に、陶原はうーんと頭を搔かく。

　浴衣に着き替がえておきながら、夜音は黒ずくめのままだった。しっくりと似に合あってはいるものの、他ほかの二人と並んでいることで、いっそう華はなやかさが感じられない。柄がらがまた最悪で、白く縁ふち取どりされた蝙こう蝠もり。しかも妙みようにリアルな意い匠しようだった。

「…………何か、見てると気持ち悪くなってくるぞ」

「そんなの貴方あなただけです。どうしてこの浴衣の素す晴ばらしさが分からないんですか！　どこからどう見ても可愛かわいいですよ！」

「や、止やめろ！」

　しっかり見ろとばかりに目の前で袖そでを振ふられ、陶原は慌あわてて飛とび退のく。息いき遣づかいが聞こえてきそうなほど見事なものだと理り解かいできたが、気持ち悪いものは気持ち悪い。

「う、うう…………」

　よほど自信があったのだろう、夜音は肩かたを怒いからせ陶原を睨にらんだ。見ていられないとばかりに、広野がそっと声をかける。

「気にすることないよ、夜音ちゃん。そんなに濃こくて綺き麗れいな黒色の生き地じ、見るの初めてだし。凄すごくいい浴衣だって分かるよ。………………柄はどうかと思うけど」

「そうそう、夜よる音ねちゃんによく似に合あってるし。………………柄がらはどうかと思うけど」

「何ですか貴方あなた達まで！」

　牙きばを見せつけんばかりの勢いきおいで、夜音は怒ど鳴なる。そんな彼女の肩かたを、ぽんぽんと部長が叩たたいた。

「いいじゃないか。私はその浴衣ゆかた、素す敵てきだと思うよ。……柄さえ別だったら、もっと素敵だっただろうけどね」

「……………………もう、いいです。選ばれた者にしか、蝙こう蝠もりの可愛かわいさは分わからないんです」

　がくりと肩かたを落とし、うじうじと呟つぶやく。もう一度慰なぐさめるように肩を叩き、部長は話を切り替えた。

「ま、それはそれとして。陶とう原はら君達は用意できてるかな？」

「ちょっと待ってもらえますか。軽く汗あせを流して、着き替がえて来ますんで」

　女子と違ちがって浴衣など用意しているわけではないが、四時間近く走り続けていたことで汗だくだった。断りを入れると風ふ呂ろ場ばに向むかい、大急ぎでシャワーを浴あびる。部屋に戻り、今度こそ全員集合……とはならなかった。

「あれ？　清水しみずはどこに行ったんですか？」

「おや、手洗いにでも行っているのかな？　まあすぐに戻もどってくるだろうし、そうしたら出発しようか」

「ですね」

　まだ髪かみを乾かわかし切っていなかったので、ちょうどよかったかもしれない。陶原は腰こしを下ろし、タオルで髪を拭ふきながら清水を待つ。




　しかし。

　どれだけ待とうとも、清水は戻ってこなかった。










　　　　　　　　　　三章




　陶とう原はらが辺りを一周して戻もどると、部屋にいたのは部長と夜よる音ねの二人だけだった。そわそわうろうろと、夜音が部屋の隅すみを往復している。

「ちょっとは落ち着いたらどうだい、夜音君」

「私は落ち着いています。落ち着かない理由なんてありませんから。貴方あなたこそ少しは慌あわてたらどうです」

　彼女は足を止めもせず、早口で言う。部長は僅わずかに苦笑し、陶原へ顔を向むけた。

「慌ててもどうにもならないだろう…………。お帰り、陶原君。どうだった？」

「駄だ目めです。どこにも見当たりませんでした」

　陶原の答えに、訊たずねた部長以上に夜音が落らく胆たんの色を見せる。

　清水しみずが姿すがたを消して、もう二時間近くが経けい過かしていた。とっくに祭りの開始時間は過ぎているのに、その手がかりすらつかめていない。

「広ひろ野のはどこに行ったんですか？」

「祭りの様子を見に行ってもらっているよ。一応、ね」

　自分で頼んだのだろうに、部長は全まつたく当あてにしていない様子だった。

「どこ行っちまったんだ、あいつは………………」

　陶原の言葉に答える者はなく、沈ちん黙もくだけが部屋に満ちる。

　清水は最初自分の足で部屋を出て行ったらしく、いないことを誰だれも疑問に思っていなかった。しかし陶原が着き替がえを終えて十分経たっても戻って来ず、そろそろ出発しようと捜さがしたことで、初めて寺にいないことに気づいたのだった。

　携けい帯たい電話は巾きん着ちやく袋ぶくろの中に入れっぱなしで、連絡はつかなかった。すぐに帰ってくる証あかしだろうと気軽に構かまえているうちに三十分が経ち、遅いと文句を言っている間に一時間が経過。

　それでも、清水は帰ってこなかった。

　さすがにおかしいということになり、浴衣ゆかたで走り回れない部長と夜音に残ってもらい、陶原と広野で手分けして周囲を探しに出で掛かけた。けれど何の成せい果かも上がらないまま、時間だけが止まることなく過ぎていく。

「そうだ、吸きゆう血けつ鬼きの能力を使って清水を捜すことできないんですか？」

　夜音は以前、蝙こう蝠もりを使い魔として使っていた。悪くない思いつきだと思ったのに、部長は静かに首を振ふる。

「特定の人間を捜すというのは意外と難しいんだよ。君の場合は夜音君の匂においが染しみついているけど、清水君にはそんな目印ないからね」

「……なるほど」

　吸きゆう血けつ鬼きに血を吸すわれると、人間には吸った吸血鬼特とく有ゆうの匂においが残る。一度や二度吸ったくらいではごく僅わずかだが、繰り返し吸い続けることで匂いは強まっていく。その人間の血が自分の物だと証明する、吸血鬼の世界でのマーキングみたいなものだ。

　納得がいき、陶とう原はらは嚙かみ痕あとのある首くび筋すじに手を伸のばす。ぽりぽりと、まるで痒かゆいかのように搔かいた。

「吸血鬼の力で探せないとなると…………。やっぱり、警けい察さつに通報しますか」

　小さな子供でもあるまいし、たかだか二時間いなくなっただけで通報するのは大げさ過ぎるかもしれない。それでも陶原の頭の中から、一つの不安が消えてくれなかった。

「住じゆう職しよくの言ってた『あれ』なんじゃ……………………」

　それは、この場にいる誰だれもが連想しながら言えずにいることだった。陶原が部長の判断を待っていると、彼女は深く息いきを吐はき、じっと夜よる音ねの目を見み据すえる。

「────君は、どう思う？」

　ただ意見を求めているだけのはずなのに、その声は重々しかった。空気まで重くなったように感じられ、陶原は我知らず唾つばを飲み込む。

「貴方あなたもそう思いますか」

「ああ。そうとしか考えられない」

「だとすると──」

　二人には何か心当たりがあるのか、互たがいに頷うなずき合う。全まつたく無む駄だのない会話に、陶原は理り解かいできず、間に割り込んだ。

「な、何を話してるんですか？　清水しみずがいなくなった理由が分わかってるなら、俺おれにも教えて下さいよ」

「うん………………」

　部長に迫せまるも、彼女は何な故ぜか言いにくそうに口ごもる。らちが明かないと夜音に向むき直ったところで、がらがらと玄関の開く音が聞こえた。ただいまという広ひろ野のの声とともに、二人分の足音が近づいてくる。

「広野と…………もう一人いるみたいですね」

　清水が見つかったのかもしれない。陶原の淡あわい期待は、すぐに裏切られる結果となった。

「おう、話は聞いたぞ」

「戻ってくる途と中ちゆうで会ったんだ。夏祭り会場にも、やっぱり清水さんいなかったよ」

　広野を引き連れるようにして現れたのは、この寺の住じゆう職しよくだった。険けわしい目つきで部屋の中をぐるりと見渡す。

「…………まだ、帰って来てねえんだな」

「…………はい」

　答えを聞き、住職はぐっと目を瞑つむった。現状を改めて認にん識しきさせられ、陶原も同じく眉み間けんにしわを寄よせ、拳こぶしを握にぎり締しめる。

「警けい察さつには連絡入れたか？」

「いえ、まだです」

「そうか。お前らはここでじっとしておけ。いいか、俺おれが帰ってくるまで絶ぜつ対たいに寺を出るんじゃねえぞ」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　念ねん押おしするように告げ、そのまま立ち去ろうとする住じゆう職しよくを、陶とう原はらは慌あわてて呼び止める。

「一人で納得してないで、教えて下さいよ！　これはいったい──」

「お前にも分わかってんだろ？」

　最後まで言わせることなく、住職は重く吐はき出だす。

「『神かみ隠かくし』だ。それしか考えられねえ」

「っ──────────！」

　普ふ通つうに聞けば冗じよう談だんとしか思えない、現実味のない言葉だ。しかしそのたった三文字に、陶原は打ちのめされたようによろめいた。

　話は終わりだとばかりに、住職は無む言ごんで踵きびすを返す。足早にどこかへ向むかおうと────

「──────────────────その必要はありません」

　したところで、またも引ひき留とめられることとなった。

「おい、今何て言いやがった？」

「…………通報する必要がないと、言ったんです」

　澄すんだガラスのような声の主は、夜よる音ねだった。ぎろりと住職に睨にらまれ────、いや、その前から、口の端はしっこを嚙かみ、自分の足下に目を向けている。

「どういう意味だ。まさか悪戯いたずらだったとか言い出すんじゃないだろうな？」

「そうでは、ありません。そうではなくて………………」

「はっきり言ってくれ！　どうなんだよ!?」

　苛いら立だちを隠そうともせず、住職はずかずかと夜音に近ちか寄より、乱らん暴ぼうにその肩かたを摑つかむ。反射的に割って入ろうとした陶原は、

「止やめっ─────、……………………」

　しかし、結けつ局きよく何も言えずに手を下ろした。なりゆきを、ただ見守る。部長も何か言いたげにしていたが、どうしても動くことができないようだった。

「なあ、知ってることがあるなら教えてくれ。頼む！　俺はあいつを娘みたいに思ってんだ！」

「っ………………、………………」

　必ひつ死しの剣けん幕まくで、住職はがくがくと夜音の体を揺ゆさぶる。それでも夜音は、口を開いては閉じを繰り返すばかりで住職の問いに答えようとはしない。

　──まるで、自分の口から言葉にしてしまうのを恐れているかのように。

「──ちょっと、もうやり過ぎです！」

　住じゆう職しよくの指が夜よる音ねの肩かたに食くい込こみそうなほど力が入っていることに気づき、陶とう原はらはもう見ていられなくなった。引ひき離はなそうと手を伸のばし、

「吸きゆう血けつ鬼きです」

　不ふ意いに響ひびいた声に、部へ屋やにいた全員が動きを止めた。

「疑問にはお答えしました。お嬢様から手をお離し下さい」

「あ、あんたどこから…………」

　住じゆう職しよくは驚おどろいたように大きく目を開く。その視線の先──部屋の片かた隅すみに、いつの間に現れたのか、メイド服姿の少女が佇たたずんでいた。

「汚きたない手をお離し下さいと、お願い致いたしました」

　次に小さ夜よが告げると、ただそれだけでばたりと住職が倒たおれ込こむ。少し遅れて、広ひろ野のも同じく膝ひざから崩くずれた。

「事情をお知りでない方にはお休み頂いただきました。お嬢様、お体に異い常じようは御ご座ざいませんか」

「え、ええ。大だい丈じよう夫ぶです」

　まるで何事もなかったかのように、小夜はすっと夜音の傍かたわらへと寄より、浴衣ゆかたの乱みだれを直す。足下で倒れる住職には一いち瞥べつもしなかった。

「い、いったい全体、何が起こってるんだよ！」

　茫ぼう然ぜんとしていた陶原は、はっと正気に戻り、誰だれへともなく叫さけぶ。夜音へと目を向けると、遮さえぎるように小夜が立たち塞ふさがった。

「僭せん越えつながら、私が代わりにお話致します。────よろしいですか？」

「…………お願いします」

　夜音の許可を受け、小夜は初めて陶原に目を向ける。その瞳ひとみは冷たく、何の感情も読み取れない。

「先ほどもお伝えした通り、清水しみず様は現在、この地を治める吸血鬼の方の元にいらっしゃいます」

「吸血鬼の、元に………………？」

「はい。昨夜に一度血を吸すわれ、お気に召めしたそうですので」

　あくまで淡たん々たんと小夜は告げる。やっと真実を教えられたというのに、陶原はまるで現実味が感じられなかった。頭に入ってこず、困こん惑わくばかりが増していく。

「そうだとは、思っていたんだ」

　立たち尽つくしていた陶原は、部長の苦にが々にがしい呟つぶやきに顔を向けた。

「吸血鬼の仕し業わざって、部長は気づいていたんですか？」

「気づかない方がおかしいさ。『神隠し』の内容は、吸血鬼が人を攫さらう方法としては珍めずらしくないからね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに答え、部長は俯うつむく。

「はい。ですので警けい察さつに連絡されるのは無意味かと。騒さわぎになってしまいますし、このままお引き取り頂いただくのが最さい善ぜんかと存じます」

「何言ってるんですか！　そんなことできるわけないでしょう！」

　小さ夜よを睨にらみつけ、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと陶とう原はらは一いつ喝かつ。同意を求めるように部長へと視線を送る。

「ねえ────………………、部長……？」

　しかし部長は、その視線から逃げるように顔を背そむけた。

「ど、どうしたんですか、部長。だってこんなのおかしい──」

「何もおかしなことは御ご座ざいません」

　冷たい声が、陶原の脳のうにすっと染しみ入る。

「吸きゆう血けつ鬼きが人間の血を吸すうことの、何がおかしいと仰おつしやるのですか。ごく当たり前の、自然の摂せつ理りです」

　小夜の口く調ちようは強いわけではない。怒ど鳴なれば簡かん単たんにかき消してしまえるほどの声量でしかないのに、陶原は耳を傾かたむけずにはいられなかった。

「清水しみず様にはどなたの匂においも染みついておりませんでした。どなたが手出ししようとも、吸血鬼の掟おきてには抵てい触しよく致いたしません。邪じや魔まをされる方が、むしろ好ましくない行為かと」

「そん、な………………」

「陶原様はお忘わすれのようですが、吸血鬼にとって人間とは餌えさにしか過ぎません。支配階級として、絶ぜつ対たい的てきな上位に存そん在ざいしているのです」

　顔色一つ変えずに告げられ、陶原は絶ぜつ句くする。

（清水が吸血鬼に攫さらわれても当たり前、仕し方かたがないことだって言うのかよ…………）

　その考えを肯こう定ていするように、部長は沈ちん黙もくを守っている。顔の見えない夜よる音ねに至っては、先ほどから一言も声を発しておらず、重苦しい空気が部屋を支配した。

　陶原は現状を理り解かい…………というより、ようやく現実を認める。部長と同じように下を向き、

「────だから、どうしたってんだ」

　再度顔を上げた時、陶原の目に迷まよいはなかった。

「陶原、君…………？」

「なにぼーっとしてんですか部長。清水がどうなったのか分わかったんだから、やることは一つでしょう？」

　にやり、と強つよ気きに笑いかける。

「とっととあいつを取り返しに行きますよ」

「──────っ」

　部長へ詰つめ寄よろうとする陶原へ、小夜が水を差す。

「話を聞いておられなかったのですか？　吸きゆう血けつ鬼きが人間を攫さらっても、何の非も──」

「吸血鬼のルールなんて知ったことか。人間の俺おれには関係ないんで」

　そんな理り屈くつで納得できないからこそ、陶とう原はらは十年間健康に過ごし続けてきたのだ。ただ煩わずらわしそうにあしらい、部長をじっと見み据すえる。

「部長の事情は知ってますし、無理に手伝ってくれとは言えません。俺は一人でも行くつもりです。──────どうしますか？」

　その問いに、部長はさらに深く俯うつむいた。駄だ目めかと陶原の顔が曇くもりかけた時、

「──ふふっ…………。あっはっはっはっは」

　部長は心底おかしそうに、笑い声をあげる。目め尻じりを拭ぬぐい、陶原と目を合わせた。

「どうするかだって？　君を夜よる音ね君から助けようとしたのに、清水しみず君は見み捨すてたんじゃ、筋すじが通らないだろう」

「部長…………！」

「清水君は可愛かわいい部員だ。行かないわけがないじゃないか」

　部長の顔には、普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした表情が戻っていた。

「じゃあ行こうぜ、夜音」

　話はまとまったと、陶原はひょいと小さ夜よを避け夜音に顔を向むける。部長が分わかってくれたのだから、夜音も応じてくれるはずだ。

　なのに────

「おい、どうしたんだ………………」

　陶原の声は、次し第だいにすぼまっていった。当然行くだろうと疑いすらしていなかったのに、夜音は俯いたまま陶原を見ようとすらしていなかったのだ。

「お嬢様は正当な吸血鬼の血ち筋すじを引かれるお方です。ファットブルーム様と違ちがい、吸血鬼として当然の行いに口をお挟はさみになるはずが御ご座ざいません」

　狼ろう狽ばいする陶原に小夜が告げると、その夜音の肩かたがびくりと震ふるえた。

「陶原様もお行かせすることはできません。陶原様がどうなろうとご自由ですが、お嬢様の迷めい惑わくになられるといけませんので」

「そ、そんなの関係ねーよ！」

「でしたらご自由に。行く先が分かれば、ですが」

　仮か面めんのように表情のない小夜の顔に、僅わずかに嘲ちよう笑しようが浮うかんだ気がした。

　言われてみれば、確かに陶原には吸血鬼の居場所など分からない。清水を助けるためには、どうしても小夜の協力が必要となる。

（でも、どうやったら…………！）

　自分から教えてくれそうにないし、聞き出せたとしても今度は行くのを邪じや魔まされるだろう。焦あせりばかりが膨ふくらみ、アイディアは何一つ出てこない。思い切り髪かみの毛を搔かきむしっていると、

「洋館だよ」

　何でもないことのように、さらりと部長は言う。

「昨日山を散さん策さくしている時に、洋館を見かけたのを覚えているかい？　あそこからは強力な吸きゆう血けつ鬼きの気配が漂ただよっていた。私と夜よる音ね君以外、すぐ近くにいながら気づけなかったのがその証しよう拠こだよ。人払いの結けつ界かいが張はられていたし、この地を治める吸きゆう血けつ鬼きというなら、まず間ま違ちがいなく清水しみず君はあの洋館にいるはずだ」

「チッ────」

　小さ夜よの小さな舌した打うちは、それが正せい解かいなのだと告げていた。陶とう原はらが顔を輝かがやかせると、彼女は妨ぼう害がいしようとしてか、流れるような動きで手を伸のばし──

「君は夜音君と一いつ緒しよに先に行っていてくれないか。小夜君は私が必ず引ひき留とめておくからね」

　その小夜の手首を、壁となって立たち塞ふさがった部長はがっちりと摑つかみ止める。何が起こっているのかを理り解かいして、陶原はしっかりと頷うなずいた。

「────はい！」

　力強く返事をし、夜音の手を取る。振ふり返りもせず一いつ直ちよく線せんに玄関を目指した。

「ほら、行くぞ！」

「あ────、……………………」

　夜音は最初だけ少し抵てい抗こうしたが、その力は弱い。一歩踏ふみ出だしたあとは惰だ性せいで足を出し、陶原はほとんど意い識しきすることなく引っ張ぱっていく。

「──そんな、お嬢様────────」

　呼び止める小夜の声が、虚むなしく部屋に響ひびいた。
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　陶原に連れられ夜音が出て行くと、小夜の無表情は崩くずれた。親とはぐれた幼おさな子ごのように、くしゃりと口元を歪ゆがめ、目には戸と惑まどいが宿る。

「…………いつまで腕を摑んでいるおつもりですか」

「おっと、すまないね」

　しかしそれも一いつ瞬しゆんだけのこと。すぐに小夜は表情を消し、鋭するどい視線を部長に送った。対して部長は、抵抗するでもなく素す直なおに手を放はなす。

「体を張ってでも君を止め、陶原君達を行かせるつもりだったんでね。もし痛かったのなら、謝あやまらせてもらうよ」

　悪びれた様子もなく肩かたを竦すくめる。実際のところ、小夜は予想外なくらいあっさりと二人を行かせてくれたので、拍ひよう子し抜ぬけしていたくらいだった。

「邪じや魔ましなかったということは、私達の行動を認めてくれたと解かい釈しやくしていいのかな？」

「ご冗じよう談だんを。その必要がなかっただけです」

　にこりともせずに、小さ夜よは告げる。

「陶とう原はら様単たん独どくで行かれたのならともかく、お嬢様もご一いつ緒しよなのです。清水しみず様の元へ辿たどり着つけるはずが御ご座ざいません」

「ほう？　これはまた夜よる音ね君を信用したものだね。その割には、さっきはえらく動どう揺ようしていたようだけど？」

「ファットブルーム様の見み間ま違ちがいでしょう」
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　部長のからかうような声にも、小夜は再び表情を崩くずすことはない。泰たい然ぜんとして、部長とは対立しているはずなのに、恭うやうやしいとすら取れる物もの腰ごしだった。

「ファットブルーム様こそ、簡かん単たんに私を解かい放ほうしたということは、ご自分でも自覚されているのでは？」

「何をだい？」

「お嬢様が清水様────人間をお助けになるはずがない、ということをです」

　泰然としていたはずの部長の口元が、ぴくりと引ひき攣つる。

「吸きゆう血けつ鬼きであるお嬢様が、同じ吸血鬼の行動を邪じや魔まするとお思いですか。敵対しているわけでもない、ごく普ふ通つうに生活している方の、吸血を。陶原様のように特とく異いな血の持ち主ならともかく、ただの人間を相手に」

　小さ夜よの声は淡たん々たんとして、感情がこもっていない。だというのに、彼女が喋しやべるたび、その一言一言で部屋の空気は冷やされていくようだった。

「ファットブルーム様にとっても、陶とう原はら様の行動は邪魔なのでは？　お嬢様以外に今の生活を知られるのは、望ましくないかと思われますが」

「それは…………」

　痛いところを突つかれ、部長は小さく呻うめく。

　部長は現在、吸きゆう血けつ鬼きとしての活動を最低限に抑おさえ、まるで人間のように振ふる舞まっている。陶原を夜よる音ねから救おうとした時は、学校という地の利があり、また説せつ得とくできると勝算があって行動を起こしたのだ。

　陶原が清水しみずを攫さらった吸血鬼の怒りを買い、巡めぐり巡って自分の事情を知られれば、どんな目に遭あわされるか分わかったものではない。

「私はお嬢様のことを信しん頼らいしております。お嬢様が吸血鬼より人間を優ゆう先せんなさるはずが御ご座ざいません」

「……陶原君のために、私と闘たたかった実じつ績せきがあるのにかい？」

「陶原様は特とく殊しゆな存そん在ざいなのだと先ほども申し上げました。お嬢様にとって、清水様はそれほどの価値を有しておりませんので」

　薄うすく、かろうじて分かる程てい度どに笑みを浮うかべる。

「それでもまだ、私を止めるおつもりですか？　策さくを弄ろうさねば、人間とさほど変わらぬ力しかお持ちでない貴方あなたが」

「…………………………」

「お退ひきになるのであれば、私も無理にファットブルーム様と闘うつもりは御座いません」

　部長を下に見ているとしか思えない言いようだったが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいというのとはまた違ちがった。小夜は純じゆん粋すいに、彼女の思う事実だけを語っているのだと部長は理り解かいする。

　そして──

「…………ふう」

　全身から力を抜き、部長はぺたりとその場で腰こしを下ろした。

　部長の行動を見み届とどけ、小夜は静かに一礼。すっと廊ろう下かへ向むかい、

「おや、どこに行くんだい？」

　わざとらしく驚おどろいたような声に、その足を止めた。視線を送ると、部長は悠ゆう々ゆうと微ほほ笑えんでいる。

「陶とう原はら君達を追うということは、負けを認めるのかな」

　うん？　と答えを求める目には、勝者の余よ裕ゆうすら浮うかんでいた。

「……私を止めることを、お諦あきらめになったのでは？」

「まさか。私は陶原君と、必ず君を引ひき留とめておくと約やく束そくしているんだ。部長として、部員を失しつ望ぼうさせるわけにはいかないよ」

「──────了りよう解かい致いたしました」

　この期ごに及およんでも、小さ夜よは表情を変えない。糸のような細目でしっかりと部長を捉とらえる。

「では、眼鏡をお外し下さい。それくらいの時間は待って差し上げます」

　余裕とも取れる発言に、部長は苦笑した。

「その必要はないよ」

「ハンデのせいで負けたのだと難なん癖くせをつけられても困りますので。それとも、そのままで私に勝てるおつもりですか？」

　部長の眼鏡はただの眼鏡ではなく、日光対策を施ほどこされたものだ。掛かけている間は魔ま眼がんの類たぐいが使えない。

　小夜の言葉に、部長は意外なことを聞いたとばかりに眉まゆを寄よせる。

「勝てる？　君と私の実力差はかなりのものだ。多少魔ま術じゆつを使ったとしても、とても君には敵かなわないさ。私は体術も得意じゃないからね」

「ではなぜ私を引ひき留とめたのです」

「逆に訊きこうか。なぜ君は、この場を立ち去ろうとするんだい？」

　その問いを受け、小夜の瞳ひとみが僅わずかに揺ゆれた。

「それは──」

「出て行ったのは二人。では、陶とう原はら君を止めるため？　夜よる音ね君が引き留めると信じているのだから、その必要はない。おや？　そうなると夜音君を止めるためとなる。矛む盾じゆんしてしまうね」

　小夜の声をかき消し、部長は一方的に語る。

「小夜君。君も本当は、夜音君のことを信じていないのかな？」

「…………何を馬ば鹿かなことを」

「ではどうして？　君が夜音君のことを信じていれば、陶原君達を追いかける理由はないはずだ。もし納得できる理由があるというなら、ぜひ教えてくれないか」

　首を傾かしげて見せながら、部長はしっかりと笑みを浮うかべていた。小夜の頰ほおが、はっきり分わかるほどに引き攣つる。

「そんな口くち車ぐるまに、私が乗るとお思いですか」

「心外だな。私は正しよう真しん正しよう銘めい、ただ真実を知りたいと思っているだけだよ」

　鋭するどく睨にらみつけられても、部長はくつろいだ態たい度どを崩くずさない。

「私の指し摘てきが間ま違ちがっているというなら、君がそれを証明するのは簡かん単たんだ。ただこの場に残って、夜音君の帰りを待てばいい」

「────！」

　小夜は大きく目を見開き、またすぐに閉じる。一呼吸した時には、元の無表情を取り戻していた。

「それが狙ねらいですか」

「君を引ひき留とめると約やく束そくしたものでね。気に入らないというのなら、私を叩たたきのめせばいいさ。君になら簡単だろう？」

　小さく肩かたを竦すくめる。

「なにせ私は、人間と大差ない力しか持たない雑ざ魚こだからね」

　なればこそ、策さくを弄ろうしたのだ。

　部長は夜よる音ねのことを信じている。きっと、清水しみずを助けてくれるはずだと。

　たとえ小さ夜よの怒りを買い、痛い目に遭あわされようとも、彼女を足止めさえできれば部長の勝ちだ。相手にせず立ち去るようなら、小夜は従者として失格だと自分で認めることになる。そんな小夜に、夜音を止められるはずがない。

　最初から小夜が忠ちゆう誠せい心しんなど抱いだいていないという可か能のう性せいもあったが、それはないだろうと部長は睨にらんでいた。

「…………いいでしょう」

　長い沈ちん黙もくのあと、小夜はゆっくりと息いきを吐はいた。

「私はお嬢様のことを信しん頼らいしております。お嬢様が吸きゆう血けつ鬼きそのものを否定するような行こう為いを許されるはずが御ご座ざいません」

「ふむ。私とは正反対の意見というわけだね」

「私はお嬢様のことをお生まれになる前から存じております。ご主人様の命により、ずっとお側に仕え、立りつ派ぱな吸血鬼になられるようお手伝いして参りました。…………つい最近お知りになったファットブルーム様とは違ちがいますので」

　むきになることなく、淡たん々たんと告げる。抑よく揚ようの利きいた普ふ段だんの口く調ちように戻ったはずなのに、小夜の声は心なしか熱っぽく感じられた。

「────では、その答えを…………夜音君の帰りを待とうじゃないか」

　清水を連れ帰るのか、そうでないのか。どちらの信じる夜音が正しいのかを賭かけ、部長と小夜は静かに睨み合った。
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　陶原に寺から連れ出された夜音は、手を引かれるがままに山道を進んでいた。

　木々に遮さえぎられ、月明かりは届とどかない。真まっ暗くらな道を懐かい中ちゆう電灯の明かりを頼りに陶とう原はらは先せん導どうするのだが、その足取りは酷ひどく危なっかしかった。いつ転げてもおかしくない状じよう況きようだというのに、まるでスピードを緩ゆるめようとしない。

　夜よ目めの利きく夜音には、陶原の焦あせりが背せ中なかからありありと読み取れた。繫つないだ手からは、陶原の体温が上昇しているのが伝わってくる。

（………………）

　その熱が高まれば高まるほど、夜よる音ねは自分と陶とう原はらの温度差を嫌いやでも認にん識しきさせられた。今までに幾いく度ども陶原と手を繫つないだことがあるというのに、初めて繫いだような違い和わ感かんが拭ぬぐえない。

　気がつけば、耐たえきれずに陶原の手を振ふり払はらっていた。

「──っ!?　…………大だい丈じよう夫ぶか？」

　つんのめりかけた陶原はどうにか体たい勢せいを整ととのえ、夜音へと振り返る。夜音が自分から手を放はなしたなど、疑いもしていない。

「休んでる暇ひまはないんだ。早く行くぞ」

「…………」

　また繫ごうとしてだろう、陶原は手を差し出す。しかし夜音は軽く俯うつむき、それに応こたえようとはしなかった。

「どうしたんだよ？　……そうか、草ぞう履りじゃ山道は辛つらいかもな。浴衣ゆかたじゃそんなに早く歩けないのも無理はねえし…………」

　夜音の沈ちん黙もくをどう解かい釈しやくしたのか、陶原はぶつぶつと考え込こむ。やがていいアイディアだとばかりに、ぽん、と手を叩たたいた。

「そうだ！　洋館まで空を飛んで連れてってくれねえか？　そしたら早く着けるし──」

「────いい加減にして下さい！」

　それ以上聞いていられず、夜音は強めに声をあげる。

「………………夜音？」

「私が貴方あなたを手伝う前ぜん提ていで話を進めるのは止めてもらえませんか。私はそんなこと、一言も言っていません」

　じっと睨にらみつけると、陶とう原はらは困こん惑わくするように目を瞬またたかせた。

「お、おいおい、……だって清水しみず、清水が攫さらわれたんだぞ？　こうしてる間にも、吸きゆう血けつ鬼きに血を吸すわれてるかも知れないんだぜ？」

「……それで？」

「それでじゃねーよ！　お前はそんなの許せるのか!?」

　激げつ昂こうした陶原に怒ど鳴なられ、夜音はますます体の芯しんが冷えていくのを自覚する。

「…………何が悪いと言うんです」

「な、何って」

「吸血鬼が人間の血を吸うことの、何が悪いと言うんですか」

　牙きばを剝むき出だしにするのではなく、静かに問う。

「小さ夜よも部長も…………。私も、人間の血を吸わなければ生きていくことはできません。吸血鬼というのはそういう生物なんです。貴方だって、それはよく分わかっているはずじゃないですか」

「………………」

「──吸きゆう血けつ鬼きを、否定しないで下さい」

　そっとコンタクトレンズを外し、血のように赤い目を露あらわにする。その声の響ひびきは、責めるというより懇こん願がんに近かったかもしれない。

　陶とう原はらが吸血鬼を否定する発言を繰り返すたび、夜よる音ねはまるで自分のことを否定されているように感じられてならなかった。吸血鬼のことを悪く言われるのが、嫌いやで堪たまらなかった。

　夜音とて、勝手気ままに人間の血を吸すう吸血鬼の一人なのだから。

（…………それが当然じゃないですか。人間とは、ただの餌えさなんですから）

　気分が沈しずみ込こんでいくのを自覚し、夜音は己おのれを奮ふるい立たたせる。

（そうです。吸血鬼が人間よりも上位の存そん在ざいなのだと、陶原に思い出させるチャンスではないですか。陶原はどうも、そのことを忘わすれがちなようですし）

　無む理り矢や理りに嘲あざけるような笑みを浮うかべ、胸きよう中ちゆうで唱となえる。

　──それでも、暗い喜びは欠片かけらも湧わいてこなかった。

「お、俺おれは別に、吸血鬼そのものを否定するつもりなんかねえよ」

　立たち尽つくしていた陶原は、夜音の笑みにびくりと反はん応のうし、その勢いきおいのまま口を開く。

「俺が許せないのは、清水しみずを攫さらったような吸血鬼だ。お前とか部長は、その場限りで吸うだけで、そんなことしないだろ？」

「……貴方あなたが私の何を知っていると言うんです。それは貴方の勝手な想そう像ぞうに過ぎません」

　夜音の言葉に、陶原は半歩だけ後ずさった。

「やりませんよ！　…………過去にしたこともありませんが、そうした行いは、吸血鬼としては珍めずらしいものではないんです。部長も言っていたでしょう」

　現に夜音の知り合いの中にも、同じようなことをしている吸血鬼はいる。そして夜音はそのことに対し、今まで何とも思っていなかった。

　思っていなかった自分にショックを受け、そのことがさらに夜音を困こん惑わくさせていた。

「ほ、他ほかの吸血鬼のことは、この際どうでもいいだろ。お前はどう思ってんだ？」

「ですから──」

「どっかの知らないやつが攫さらわれたんじゃない、攫われたのは清水なんだぞ」

「────────っ」

　溢あふれそうになった声を、夜音は唇くちびるを嚙かんで堪こらえる。強く嚙みすぎ、口内に血が流れた。

「どうなんだよ。清水がどうなっても、構かまわないと思ってるのか？」

「…………じきに戻ってきます」

「数ヶ月から数年経たってな！　住じゆう職しよくの話を忘わすれたわけじゃないだろ!?」

　陶原はぐっと足を踏ふみ出だし叫さけぶ。

　気がつけば、夜音は同じだけ後ろに下がっていた。

「……………………外がい傷しようはないらしいじゃないですか。記き憶おくも消されているのだから、問題はないでしょう」

「どこがだよ！」

　堪こらえきれないように、陶とう原はらは頭を搔かきむしる。

「行方ゆくえ不ふ明めいになってた間、自分がどこで、何をやっていたのかも分からないんだぞ？　記憶は消えても、不安は一生消えねえ！」

　夜よる音ねの瞳ひとみを、真まっ正しよう面めんから覗のぞき込んだ。

「お前は清水しみずがそんな目に遭あっても構かまわないと、本気で思ってるのか？」

「っ──────！」

　陶原の視線を受け止めることができず、夜音は顔を逸そらす。

「…………清水は……。清水は、ただの人間です。貴方あなたのように極ごく上じようの血を持っているわけでもありません。………………そんな人間のために、どうして、…………どうして吸きゆう血けつ鬼きである私が、何かしてやらないといけないんですか」

「お前────」

「同族である吸血鬼よりも、餌えさである人間を優ゆう先せんしなければならない理由があるなら教えて下さい！　相手は吸血鬼として、ごく普ふ通つうに行動しているだけなんですよ!?」

　夜音に駆かけ寄よろうとしていた陶原は、その叫びを受け、勢いきおいをなくす。

「………………私は人間を攫さらう側の存そん在ざいなんです」

　何も間ま違ちがってないと自分に言い聞かせる。夜音の顔は、まるで泣くのを堪えるように歪ゆがんでいた。

　夜音は吸血鬼だ。それもただの吸血鬼ではなく、数少ない純血の。

　選ばれた存在として、幼い頃から吸血鬼の模も範はんとなるべく教育されてきた。強制されたのではなく、夜音自身そう願い、そうであろうと心がけてきたのだ。

　その夜音が、簡かん単たんに人間の肩かたを持てるはずがない。

「でも…………、でもよ、前は俺おれのために、部長と闘たたかってくれたじゃねーか？」

「貴方のためではなく、貴方の血のためです。貴方の血を守るために、部長と闘ったんです。……今度ももし攫われたのが貴方だったら、私は奪い返しに向むかいました。けれど、清水の血は…………、私にとって、特別なものではありません」

　陶原はまだ諦あきらめきれない様子で問いかけるが、やはり夜音は対たい応おうを変えない。むしろ頑かたくなさを増すばかりだった。

　夜音の言葉を受け、陶原は震ふるえるほどに強く、拳こぶしを握にぎり締しめる。

「──じゃあ」

　深しん呼こ吸きゆうし、気持ちを落ち着けてから、言った。

「清水の血は特別じゃないにして、あいつ自身に対してはどうなんだよ？　清水のことを、血が不ま味ずいし、どうでもいいと思いながら接してたのか？」

「っ……………………………………………………」

　夜よる音ねの心しん臓ぞうが、直接冷水に浸つけられたようにきゅっと小さく縮ちぢむ。

「どうなんだ？　────最後に、答えてくれ」

「最後……？　最後とは──」

「いいから。頼む」

　陶とう原はらの表情は、今までに見たことがないくらい真ま面じ目めに引ひき締しめられていた。そのことに気づき、夜音の胸に黒いもやが湧わく。

（そんなにも、清水しみずのことが大切なんですか）

　こんなことを聞くからには、きっと陶原は清水のことを特別に思っているのだろう。あからさまに拒きよ否ひしている夜音を使ってまで、助けようとしているのだ。健康に過ごすという目標のためには、必要ない存そん在ざいのはずなのに──────

（………………私はこんなにも情けない、嫌いやな性格をしていましたか）

　夜音は考えを打ち切る。自分の薄うす汚ぎたなさに、吐はき気けがしそうだった。

　頭を振ふって、余よ計けいな情報を脳のうから追おい出だす。しかし一度育った想そう像ぞうは、夜音の中から消えてはくれない。

（清水のことを、私は……………………）

　陶原に寺で手を引かれたとき、夜音はどうしてだか抵てい抗こうできなかった。従うままにここまで着いてきてしまったが、それがただの気の迷まよいだと、今でははっきりそう判断…………できる。

「…………どうでもいいです」

　邪じや推すいを引ひき摺ずったまま、夜音は答えを出す。表情と同じく、声は頑かたくなに強こわ張ばっていた。

「清水の血を吸すおうとは思いません。むしろ気に入らない存在でした」

「友達じゃ、なかったのか」

「この私に人間の友達などできるはずがありません。必要ありませんし、立場が違ちがいます」

　体温は下がりきり、指先が痛いほどだ。それでも夜音は吸きゆう血けつ鬼きの誇ほこりに懸かけ、胸むねを張はる。

「………………そうかよ」

　答えを聞いた陶原は、そう一言呟つぶやき、夜音に背せ中なかを向むける。一歩ずつ、また山道に足を踏ふみ出した。

　──もう、夜音に手を差し出そうとはせずに。

「ど、どこに行くんです」

「吸血鬼から清水を取り返しに。決まってんだろ」

　返事をする時も、陶原は足を動かしたまま振ふり向むきもしない。

「止まりなさい！　貴方あなた一人でどうにかできると思っているんですか!?」

「やるしかないからな」

「そんなの無理です！」

　陶とう原はらは血が美う味まいだけのただの人間だ。吸きゆう血けつ鬼きに勝てる見み込こみなど一つもないのに、陶原はまるで耳を貸さない。夜よる音ねはぐっと地面を踏ふみ締しめ、蹴ける。開いていた陶原との距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰め、

「関係ないやつは黙だまっていてくれ」

　明確な拒きよ絶ぜつに、陶原のどこにも触ふれられないまま空中で止まった。

（そん、な…………）

　手を伸のばしたまま、夜音は凍りついたように固まる。そんな夜音に構かまうことなく、陶原は進み続けた。

「ま、待ちなさい！　…………血、そう、血です！　貴方の血で脅おどそうと思わないんですか!?」

「──何だって？」

「だから、清水しみずを助けるのを手伝わなければ不健康になると、以前のように私を脅さないかと聞いているんです。も、もちろん────」

　足を止め、けれど振ふり返りはしない陶原へ、夜音は喉のどを痛めながら呼びかける。まるでそう願っているような問いは、

「今の俺おれの血に、お前に命令できる価値はないんだろ」

　あっさりと一いつ蹴しゆうされた。

「で、でも…………」

「たとえできたとしても、そんな命令をするつもりはないしな」

　それだけ言うと、陶原は再び歩き出す。結けつ局きよく、一度も振り返りはしなかった。

（…………………………）

　曲がりくねった山道を登る陶原の背せ中なかは、すぐに見えなくなる。気がつけば、夜音は地面に落下していた。地べたに膝ひざをつく、全まつたくらしくない格かつ好こうだった。

「……か、勝手にすればいいんです。人間がどれほどちっぽけな存そん在ざいなのか、自分の身で味わいなさい」

　浴衣ゆかたについた土を払はらおうともせず、夜音は陶原の消えた方角を見つめ、吐はき捨すてる。

　吸血鬼としての沽こ券けんを守るため、陶原を拒きよ絶ぜつし、清水を見捨てる。夜音の目的は果たされたはずなのに、その表情は勝者とは程ほど遠いものだった。
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「やっと…………、辿たどり着ついた…………………………」

　夜よる音ねと別れて約一時間半。ようやく吸きゆう血けつ鬼きの住む洋館に到着した陶とう原はらは、ここまで来ることができたことに対して深々と安あん堵どの息いきを吐ついた。

　元々道があるわけではない上、夜という条じよう件けんも重なっている。比ひ較かく的てき新しい地面を踏ふみ固めた跡あとと立ち入り禁止の看かん板ばんだけを頼りに再び辿り着くことができたのは、奇き跡せきに近いだろう。数え切れないほど転んだせいで泥どろだらけで、まだスタートラインに立ったばかりだというのに、陶原は達たつ成せい感かんに包まれていた。

「──いかん、これからが本番だぞ」

　そんな場合ではないと正気に戻り、頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。

（吸血鬼に気づかれないよう、慎しん重ちように行かねえと）

　やるしかない、と夜音に言いはしたものの、正面から吸血鬼と闘たたかって勝てるとは思っていない。しかしそれは、諦あきらめることとイコールではない。

　陶原の目的は、吸血鬼を倒たおすことではなく清水しみずを取り返すことなのだ。

　まずは建物全体を離はなれて観かん察さつする。夜だというのに窓まどから明かりは漏もれておらず、人の気配はまるで感じられなかった。物音も聞こえず、外観的には立りつ派ぱなのだが、どうにも寂さびれた印象は拭ぬぐえない。

（どこかこっそり侵しん入にゆうできそうなところは…………）

　なるべく足音が消えるよう心がけ、身を低くして洋館を一周する。柵さくで覆おおわれていないためレンガの壁へき面めんまで近づくことは可か能のうだが、正面にある両開きの扉とびら以外に出入りできそうな場所は見当たらなかった。その扉自体、呼よび鈴りんやノッカーの類たぐいが存そん在ざいしておらず、来客を拒きよ絶ぜつする雰ふん囲い気きが漂ただよっている。窓には全て鉄てつ格ごう子しが嵌はまり、どれも開きそうにない。

（建物は古いし、鉄格子も結けつ構こう錆さびてるな。どうにか外せればいいんだけど）

　すっぽ抜ぬけてはくれないかと試ためしに握にぎり、ぐいぐい揺らしてみる。ぱらぱらと錆さびが剝はがれ落ち、いけるかと期待した瞬しゆん間かん、ギィィという金属音が陶原の耳にことさら大きく響ひびいた。

「──っ！」

　館の外がい壁へきにぴったりと張はりつき、息いきを殺ころす。しばらくそのままの体たい勢せいでじっと待つが、何も変化は訪おとずれなかった。

（何の音だったんだ？）

　鳥や虫などの音ではない。陶原はそろそろと音の聞こえた館の正面へと向かい、

「……………………あーあ」

　目の前の光景に、頭を搔かく。しっかりと閉じられていたはずの扉が、片方だけきっちり九十度開いていた。

「バレてるってことか。まあ、不ふ思し議ぎじゃねえな」

　陶とう原はらの体には、隠しようもなく夜よる音ねの匂においが染しみついているのだ。

「入ってこいって招かれてるみたいだけど。さて、どうしたもんか」

　無む意い識しきのままに夜音を信しん頼らいしていたのだろう。陶原は寺を出る際、数珠じゆずの一つも持ち出していなかった。吸きゆう血けつ鬼きと闘たたかう用意など、何もできていない。

（……違ちがうな。信頼してたんじゃなく、俺おれは夜音に頼り切ってたんだ）

　自分から清水しみずを助けようと言い出しておきながら、その方法に関しては最初から丸投げしていたのだ。そうでなくては、今の今まで武器を持っていないことに気づかないはずがない。

「…………………………情けねえ」

　夜空を見上げ、陶原は掠かすれるような声で漏もらした。夜音は復ふく讐しゆう相手だというのに、馴なれ合ってどうする。

（そんなんだから、あいつに期待したり、がっかりしたりさせられるんだよ）

　夜音が清水しみずをどうでもいいと見み捨すてた時、陶原は彼女に失しつ望ぼうさせられた。過去の体験から、そうするだろうというのは十分予想できたはずなのに。

　十年前と比べ、夜音が変わったのだと信じていたのだろう。身近に接するうちに、変えることができたのだと愚おろかにも慢まん心しんしていたのだ。

（………………今は、考えるのを止そう）

　目の前に集中しなければ、清水を助けることなど不ふ可か能のうだ。陶原は激はげしく頭を振り、無む理り矢や理り気分を入れ替かえる。

　──決して、夜音について考えるのが辛つらかったわけではない。

「よーし。招待されてるなら、堂どう々どうと入ってやろうじゃねーか」

　今さら窓まどを突つき破やぶっても無意味だろう。朝まで待った方が有利だとも分わかっているが、その間に清水がどんな目に遭あわされるのか不安でしかたがない。そもそも、そんなことを見み逃のがしてはくれないだろう。

　選せん択たく肢しは初めから存そん在ざいしていなかった。

　覚悟を決め、陶原は扉とびらの前に立つ。まるで黒い壁かべが立たち塞ふさがるように、中は真まっ暗くらで何も見えない。

「お邪じや魔まします………………っと！」

　陶原が一歩足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、足下に明かりが灯ともる。ぼっ、ぼっ、ぼっと蠟ろう燭そくの火が揺ゆらめき、暗くら闇やみに道を造つくった。

「……部長の部屋とは大おお違ちがいだな」

　こんなにも『いかにも吸血鬼らしい』演出で迎えられたのは初めてではないだろうか。開き直った陶原が導みちびかれるままに進むと、やがて地下に降おり、豪ごう華かな扉の前へと案内された。

「ノックでもしろってか？」

　ふてぶてしく笑い、軽く拳こぶしを作る。叩たたこうとしたところで、

「その必要はない」

「────っ！」

　低い嗄かすれた声とともに、扉とびらは独ひとりでに開いた。

　部屋から溢あふれた光が、暗くら闇やみに慣なれた陶とう原はらの目を焼く。咄とつ嗟さに目を覆おおい身み構がまえるが、声の主が襲いかかってくることはなかった。次第に目が慣れ、恐る恐る構かまえを解とく。

「……すげえ…………」

　目の前に広がった光景に、陶原は敵てき地ちだということを一いつ瞬しゆん忘わすれた。

　部へ屋やの広さは教室と同じくらいだろうか。二階……もしかしたら三階まで吹き抜けとなっているのか、地下のくせに天てん井じようはかなり高い。窓まど一つなく、壁かべは全面に亘わたって隙すき間まなく書しよ架かとなっている。

　家具らしき物は奥に置かれた一いつ脚きやくの机つくえだけで、部屋と同じく色味のない男が腰こし掛かけていた。瘦やせた初老の男で、きっちりとした燕えん尾び服を纏まとっている。そして──

「────清水しみず！」

　その傍かたわらで控ひかえるように立つ少女に気づき、陶原は声をあげた。

（攫さらわれた先が間ま違ちがってなくて、まずは一安心だな）

　清水は失しつ踪そうした時の格かつ好こうのままで、浴衣ゆかたの赤色が部屋にくっきりと浮うかび上あがっている。瞳どう孔こうが開ききっているように目には光がなく、正気ではないのは明らかだった。

「用件を言え」

　清水ばかりを見つめていた陶原は、その一言で強きよう制せい的てきに男へと視線を向むけさせられた。さほど大きくない声量だというのに、無視することのできない威い圧あつ感かんに満ちている。陶原は男と目を合わせ──

（うっ………………）

　直前で思いとどまり、陶原は自然と唾つばを飲み込んでいた。勝手に跪ひざまずきそうになる膝ひざに力を込め、どうにか堪こらえる。

（これが本物の吸きゆう血けつ鬼きってことか………………！）

　男の体は枯かれ木のように細い。けれどただそこに座すわっているだけ、存そん在ざいするだけで、陶原の心の奥底から畏い怖ふの念が湧わき出だし、行動を縛しばろうとする。

　本能が、目の前の男に従えと訴うつたえかけていた。

　今までに出会ったどの吸血鬼からも感じたことのない感覚だった。額ひたいを床に擦すり付つけたくなる衝しよう動どうを、しかし陶原はどうにかねじ伏ふせる。

（そんなこと……………………、誰だれがしてやるかよ…………！）

　吸血鬼に屈くつ服ぷくすることは、夜よる音ねに屈服することと同義だ。少なくとも陶原の中ではそうなっている。

　膝ひざを折るなどと、絶ぜつ対たいにできるはずがない。

（落ち着け、冷静になれ）

　傍はた目めには突つっ立たったまま細かく痙けい攣れんしているようにしか見えない陶とう原はらを、男は押おし黙だまったままじっと待ってくれている。隙すきを突いて清水しみずを連れ出せるとは夢にも思わないが、自分から用件を聞こうと持ちかけてきたのだ。会話の通じない相手ではないはず。

　深しん呼こ吸きゆう──しようとしても、浅あさくしか息いきを吸すい込こむことができない。それでも時間を掛かけて呼吸を整ととのえ、陶原は男と向むき合った。

「…………は、話が、あります」

　無む意い識しきに首くび筋すじ──夜よる音ねの嚙かみ痕あとを撫なでる。どうにか出した声は、自分でも情けないほどに震ふるえていた。

「清水────、横にいるそいつを、返してもらえませんか」

「……」

　プレッシャーに押し潰つぶされそうになりながらどうにか告げるも、男は無む言ごん。全まつたく反はん応のうを見せない男に、陶原は焦じれる。

「────なぜだ」

　再び問い質ただそうと決意を固めた頃、ようやく男は口を開いた。

「この女には誰だれの匂においもついておらん。なぜ返せなどと言う」

「そ、それは………………」

　なぜと言う方がおかしいだろうと思うのだが、吸きゆう血けつ鬼き相手にそれは通じない。納得させられる理り屈くつはないものかと考えた陶原は、ふと疑問に思い至いたった。

（どうして俺おれは、清水を助けようだなんて思ったんだ？）

　陶原にとって、清水は長年鬱うつ陶とうしい相手だった。寺を継つげとしつこく勧かん誘ゆうされ、その都つ度どうんざりさせられたものだ。

　それなのに、いつの頃からか彼女に腹を立てる回数が少なくなっていた。

　寺や僧の話を持ちかけられるのは今でも面めん倒どうだが、それさえなければ清水はいいやつだ。夜音の面倒見もいいし、気がつけば打うち解とけていた。

　つまり、友達と呼んでも差し支えのない程てい度どには気を許しているということか。

「友達だったら助けたいと思っても当然…………って、しまった！」

　考えるがまま、陶原は無意識のうちにそのまま言ってしまっていた。はっとして口を押さえるも、男はそれを答えだと受け取ったのだろう。ぴくりと瞼まぶたが動く。

「貴き様さま、主人の命でここに来たのではないのか」

「主人……？」

「夜音殿どののことだ。答えろ」

「夜よる音ねの、命令……？　………………！　そんなわけ」

　冗じよう談だんじゃないと憤いきどおった陶とう原はらは、次の瞬しゆん間かん、男を上から見下ろしていた。

「な──────────？」

　何が起こっているのか認にん識しきするより早く、映うつる視界は急速に上昇していく。自分が落下しているのだと気づいたときには、陶原の体は床ゆかに叩たたきつけられていた。

「うがっ………………ってえ！」

　足首まで埋うもれるほどふかふかの絨じゆう毯たんでも、衝しよう撃げきを吸収しきってはくれない。痛みにのたうち回っていると、またも体が不ふ可か視しの力によって持ち上げられた。先ほどと同じく空中で落とされるが、今度は心の準備ができていたのでだいぶ耐たえられる。

　しかし──

「…………がっ！　………………ぐえっ！　………………………………っ！」

　間を置かず、陶原の体は落ちては持ち上げられを繰り返させられた。吸きゆう血けつ鬼きの攻こう撃げきの割には威い力りよくが低いので、男としてはほんのお遊びなのだろう。それが分わかっていながら、延えん々えんと続く痛みに心が折られ、陶原は次し第だいに受け身も取れなくなっていく。

「………………………………」

　ようやくそれが終わったときには、もう悲ひ鳴めいをあげることさえできなくなっていた。外がい傷しようはどこにもないのに全身が痛み、最後に落とされた格かつ好こうのまま床の上に横たわる。

「人間風ふ情ぜいがこの私と口を利きこうなどとはな。己おのれの分ぶを弁わきまえるがいい」

　男は鼻を鳴らし、ぼそりと言い放はなつ。絶ぜつ対たい的てきな差をその身で味わい、打ちのめされていた陶原は、

「……………………はっ」

　それを聞き、むしろ気力が湧わいてくるのを自覚した。動かせなかったはずの体に力が戻る。

（弁えろ、か……）

　吸血鬼の不ふ遜そんさを表す、この上なく分かりやすい言葉だ。そう言えるだけの根こん拠きよを示しめされた直後だけに、余よ計けいに説せつ得とく力りよくがある。

　それでも。陶原の中から、男を畏おそれる気持ちは失うしなわれていた。

（何だよ。あいつと同じじゃねーか）

　陶原は夜よる音ねと再さい会かいしてから、似にたような言葉を幾いく度どとなく浴あびせられて来たのだ。人間は等ひとしく無価値だと信じて止まない、驕おごった吸血鬼の考えを。

　だとすれば、陶原はそれに対たい抗こうする手段を持っている。夜音以外に吞のませてやるのは癪しやくだが、ひとまず目を瞑つむろう。

「…………話が、ある。あんたにも損そんのない話だ」

　よろよろと上半身を起こし、陶原は男を睨にらんだ。

「清水しみずを返す代わりに…………っとおい！　聞いてくれ！」

　強気に構かまえていた陶とう原はらの余よ裕ゆうは、すぐに消える。喋しやべり終わるのを待つまでもなく、またも体が宙ちゆうに持ち上げられたのだ。

「い、いいか！　清水しみずの代わりに、俺おれの血を飲ませてやる！　夜よる音ねが虜とりこになった、極ごく上じようの血をだぞ！」

「……」

　そのまま説明を続けることにしたが、男は冷ややかに見下すばかり。陶原の体は何度も落とされた高さを通り過ぎ、さらに上まで昇っていく。身長の四倍の高さを超こえたところで、ようやく止まった。

「清水なんかよりもっともっと上質な血ですよ！　もう最高！　貴き重ちような血を飲み放ほう題だい！　こんなチャンスに巡めぐり会えるなんて、あなたの幸運に僕もあやかりたいものです。この機会を逃のがせば二度と味わえなくなるって、分わかってます？　ね、ね！　だからほら、この高さは洒落しやれになってないですから！」

「死にはせん」

　陶原は必ひつ死しで懇こん願がんするも、男はまるで心を動かされる様子はない。

「どんなに美う味まくとも、男の血など吸うはずなかろう。それに貴き様さまの血は貴様のものではない。夜音殿どののものよ。己おのれの自由にできると思うな」

　不ふ快かいさを隠そうともせず吐はき捨すてる。その内容に、陶原は自分の置かれている状じよう況きようをようやく理り解かいした。

　男は初めから、陶原を夜音の血としてしか見ていなかったのだ。だから素す直なおに招き入れたし、陶原の行動が夜音の意志ではないと分かった瞬しゆん間かん、態たい度どを豹ひよう変へんさせた。怪け我がをしない程てい度どに痛めつけられたのも、陶原が夜音のものだという意い識しきが働いたからだろう。

　では、今は。

（生きてさえいればどうなろうと構かまわないってランクに格下げでもされたか？）

　人間風ふ情ぜいが生なま意い気きな口を叩たたいたのだし、その可か能のう性せいは十分にあり得うる。つまりは。

「うおっ…………………………！」

　答えを出した瞬しゆん間かん、陶原の体は空中での支えを失うしなった。しかもただ落ちるのではなく、勢いきおいよく下方向に加速している。

（何が死にはしないだ！　これはやばい────────っ！）

　心中で悲ひ鳴めいをあげるも、逆さからうことはできない。少しでも衝しよう撃げきを和やわらげようと、陶原は体を丸め、ぎゅっと目を瞑つむる。

　そして────

「…………………………？」

　いつまで経たっても、床ゆかに叩たたきつけられることはなかった。

　落下する感覚はなくなり、さりとて痛みはない。どうしたものかと恐る恐る薄うす目めを開けると、目の前は真まっ暗くらで何も見えなかった。

（視界がブラックアウトしたか…………？　いや、違ちがう！）

　よくよく見れば、闇やみはもぞもぞと動いていた。漆しつ黒こくの何かが、陶とう原はらの面前を覆おおっているのだ。注意を外に向けると、目の前だけでなく、体中を何かが蠢うごめいているのに気づく。

「な、何だっ！」

　反射的にがばりを身を起こす。空中では不ふ可か能のうなはずの動きをあっさりとなし遂とげたことで、陶原はその正体を把は握あくした。

　漆黒の蝙こう蝠もりが、群むれをなして陶原を支えていたのだ。大量の蝙蝠がクッションとなり、陶原を激げき突とつから救ったのだろう。

　無む論ろん、普ふ通つうの蝙蝠にこんな芸当はできない。ならばこの蝙蝠は──

「そろそろ出て来てはどうだ」

　陶原が目を向むけると、男は驚おどろいた様子もなく開かれたままの扉とびらを見つめていた。視線を追って首を捻ひねると、扉の陰かげから一人の少女が姿すがたを見せる。

「お初にお目にかかります。ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません」

　静かに部屋の中央まで歩み出て、優ゆう雅がに一礼。流れるような動作に、男は目を細めた。

「なに、小さ夜よから話は聞いておる。さすがは夜よる音ね殿どの、噂うわさに違たがわぬ気品と美しさよ」

「光栄です」
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「儂わしの名は紅こう葉ようという。この地を治める者として、主ぬしを歓かん迎げいしよう」

　椅い子すから立ち上がろうともせず、男──紅葉は告げる。対して夜よる音ねは不満を言うでもなく、もう一度深く頭を下げた。

「感かん謝しや致いたします」

　夜音のつむじを眺ながめ、紅葉は鷹おう揚ように頷うなずく。それを目もく撃げきしていた陶とう原はらは、口を挟はさむこともできずに硬こう直ちよくしていた。

（あれは夜音………………、だよな？）

　名前も顔も、趣しゆ味みの悪い蝙こう蝠もり柄がらの浴衣ゆかたも同じなのだから、少女は夜音で間ま違ちがいない。それでもあまりに彼女らしくない行動に、陶原は困こん惑わくせずにはいられなかった。夜音が最近見かけなくなっていた、人形のような無表情だったのもそれに拍はく車しやを掛かける。

「それでだ、夜音殿。いきなりだが聞きたいことがある。この人間についてだ」

「…………はい」

「どういうつもりで儂の元に寄よ越こした。どうやら勝手な行動らしいが、だとしたら教育がなってないのではないか？」

　小こ馬ば鹿かにするような言葉に、夜音ではなく陶原が一いつ瞬しゆんでいきり立つ。紅葉へ罵ば声せいを浴あびせようと身を乗り出し、

「お────────ぐぎゃっ！」

　ちょうどのタイミングで蝙蝠の群むれがばらばらに飛び散り、陶原は一メートルほどの高さから落下。見事に顔面を打ちつけ、それどころではなくなった。

「申し訳ありません」

　転げ回る陶原を完全に無視し、夜音と紅葉は話を続ける。

「ご指し摘てき通り、私の教育が足りませんでした。陶原…………この人間の無ぶ礼れいの責任は、私にあります」

「ふむ。まあ儂が仕し置おきするのを黙だまって見ておったのだ。不問にしてやろうではないか」

「──ありがとうございます」

　安心したように、夜音の頰ほおが僅わずかに緩ゆるむ。しかしそのやりとりを聞いていた陶原は、納得できずに夜音を睨にらみつけた。

「黙って見てたってどういうことだよ！　すげー痛かったんだぞ！」

「最後は助けたでしょう！　いいから貴方あなたは静かにしていなさい！」

　夜音も負けず、牙きばを剝むき出だしにして怒ど鳴なる。その下した唇くちびるは、まるで何度も嚙かみ切ったようにずたぼろだった。

「………………それに、手伝わないと言っておいたはずです」

　どこか弱々しく付け加えられた言葉に、陶原ははっと息いきを飲む。その間に夜音は再び表情を消し、紅葉へと向むき直った。

「それでは、早いですが、そろそろお暇いとまさせて頂いただいてもよろしいでしょうか。これに教育を施ほどこさなければいけませんので」

「そうか。残ざん念ねんだな」

「申し訳ありません。また日を改めてご挨あい拶さつに伺うかがいま──」

「冗じよう談だんじゃねえ！」

　なりゆきを見守っていた陶とう原はらは、我が慢まんできずに夜よる音ねの声を遮さえぎる。

「何で帰る流れになってんだよ！　俺おれにそんなつもりはねえぞ！」

「静かにしてろと言ったでしょう！」

　夜音は忙せわしそうに振ふり返り、また陶原に顔を寄よせる。吸きゆう血けつ鬼きが相手だというのに、意味もなく声を潜ひそめていた。

「誰だれのためにしてると思っているんですか。お願いだから邪じや魔ましないで下さい」

「……邪魔してるのはお前の方だろ。俺は清水しみずを助けに来たんだ」

　その前に帰るわけにはいかない。ぶっきらぼうに告げると、夜音は強く、痛いほどに陶原の肩かたを摑つかんだ。

「現実を見て下さい……。貴方あなたでは吸血鬼に敵かなうわけがないと、よく分わかったでしょう」

「それは！　っ…………」

「今ならまだ戻れます。そうすることは、決して恥はずかしいことではありません」

　夜音の目に嘲あざけりの色は一切浮うかんでいない。真しん摯しな眼まな差ざしと真まっ正しよう面めんから向むき合い、

「……………………駄だ目めだ」

　陶原は小さく頭を振ふった。

「どうしてです!?　貴方あなたは何よりも健康を優ゆう先せんにするはずでしょう。紅こう葉ように逆さからったら、ただでは済すみません！」

「俺が諦あきらめたら、清水しみずはどうなるんだよ!?　俺はあいつを……、誰だれも見み捨すてたくないんだ」

　陶原は一いつ瞬しゆんだけ夜音から視線を外し、清水へと向ける。彼女は陶原がこの部へ屋やに入って以来、身じろぎ一つしていない。そんな自由すら奪われているのだ。

　見捨てられる悲しさは、陶原自身よく知っている。自分ではどう足あ搔がいても叶かなえることのできない願いだと分かっていても、割り切ることなどできなかった。

　陶原の叫さけびに、夜音の赤い瞳ひとみが揺ゆれる。下した唇くちびるを嚙かみ締しめ俯うつむきそうになりながら、それでも視線は絶ぜつ対たいに逸そらさない。

「………………清水なら長くても数年で帰ってきます」

「だから──」

「貴方の身には代えられません！　貴方が助かるのなら、私は……、それで、構かまいません」

　萎しぼんでいく夜音の声は、苦く渋じゆうに満ちていた。

「直接顔を合わせて分かりました。紅葉は私より、吸血鬼としての格が上です。せめて、せめて貴方あなただけでも無ぶ事じでいて下さい…………」

「………………」

　プライドをかなぐり捨すてた夜よる音ねの懇こん願がんを受け、陶とう原はらは言葉を失うしなう。

　陶原が考えていた以上に、状じよう況きようはきわどいのだと思い知らされた。今陶原が生かされているのは、紅こう葉ようが夜音に配はい慮りよしているだけに過ぎないのだろう。機き嫌げんを損そこねれば、いつ殺ころされてもおかしくない。

　夜音が下した手てに出ているのは、陶原を守るためでもあるのだ。

（でも…………、だからって………………）

　夜音の気持ちは痛いほどに理り解かいできた。しかし、さりとて陶原も諦あきらめるわけにはいかない。答えを出せずにいると、紅葉が軽く失しつ笑しようを漏もらした。

「音に聞こえし吸血鬼の姫ひめが、人間一人満足に扱あつかえんのか。噂うわさというのは存ぞん外がい当てにならんものよな」

　その言葉に、夜音はゆっくり顔を向むける。先に睨にらみつけていた陶原は、紅葉が嘲あざけるように口元を歪ゆがめるのを目にしていた。

「いくら純じゆん血けつの一族と言えど、幼ければ人間上がりと変わらぬと見える」

「………………精しよう進じん、致いたします」

　普ふ段だんの彼女だったら絶対に許さないであろう物言いにも、夜音はじっと耐たえる。殊しゆ勝しような態たい度どに紅葉はますます笑みを深めた。

「よいか、人間と言うのは血以外に価値などないのだ。意い識しきなど奪ってしまえ。……このようにな」

　何の合図をするでもなく、控ひかえていた清水しみずがそっと進み出る。粗そ雑ざつな手つきで大量の絆ばん創そう膏こうを剝はがし、恭うやうやしく紅葉に左手を差し出した。紅葉が視線を送ると、塞ふさがりかけていた切り傷きずの痕あとが開き、ぬるりと血が垂たれる。

「くっ──────」

　目を剝むく陶原の前で、紅葉は清水の左手に舌したを這はわす。それでも清水は無む反はん応のうで、陶原は我が慢まんの限界を超こえた。

「てめえ、もう許さぐえっ！」

　殴なぐってでも止めさせてやると駆かけ出だそうとした刹せつ那な、足を払はらわれ勢いきおいよく転ぶ。前のめりに倒れ、さらに背せ中なかを踏ふまれ身動きを封ふうじられた。

「おい夜音！　どきやが、れ………………？」

　夜音を睨にらんだ陶原は、彼女が自分よりもっと険けわしい表情をしていることに気づき、戸と惑まどう。体に水すい滴てきが落ちるのを感じて目を向むけると、夜音は強く拳こぶしを握にぎり締しめ、指の隙すき間まからぽたぽたと血が漏もれ出ていた。

「────陶原」

「は、はいっ！」

　清水しみずと紅こう葉ようから目を離はなさず、刺さすように睨にらみつけたまま夜よる音ねがぽつりと呟つぶやく。その低く抑おさえられた声に逆さからえないものを感じ、陶とう原はらは倒れた体たい勢せいのまま気をつけをした。

「貴方あなたは『清水を助けなければ血が不ま味ずくなる』と私を脅おどしましたね」

「へ？　いや、だから、それはしないって──」

「いいから『はい』と言いなさい！」

「はいっ！　脅しました！」

　陶原が自分の血を美び味みにしたのはあくまで夜音に復ふく讐しゆうするためなので、二人の間以外の問題に利用するつもりはなかった。そんな理由で清水を助けて欲しくないとも思っていたのに、陶原は反射的にはきはきと返事をしていた。

「────仕し方かたがありませんね」

　強ごう引いんに言わせた答えを耳にし、夜音は凶きよう暴ぼうに笑う。牙きばを剝むき出しにし、はち切れんばかりに口を開いた。

　次の瞬しゆん間かん、

「──ふむ」

　清水の血を舐なめていた紅葉が、彼女の左手から顔を離はなす。ほんの一時前まで紅葉の頭があった空間を、黒い影が貫つらぬいた。

「何のつもりだ、夜音殿どの」

　影の正体は蝙こう蝠もりだった。落ちる陶原を受け止めたうちの一匹で、夜音の生み出した使い魔。

「なぜこの人間の血を吸すう邪じや魔まをする。この人間は、もう儂わしのものぞ」

「ええ。そうですね」

　勝手な物言いに陶原はまたかっとするするが、夜音は平へい然ぜんと認める。

「私としては、その人間──清水がどうなろうと構かまいません。好きにしてもらって結けつ構こうなんですが、陶原がそれを許さないと脅すもので」

「脅す……だと」

「ええ。陶原の血は極ごく上じようのもので、それを盾たてにされると私は逆さからうことができません。ですので、本意ではありませんが、私はこんなことしたくないんですが、貴方をぶちのめさせてもらいます」

　喜びに満ちた声に呼こ応おうし、部屋中に飛び散っていた蝙蝠が集まってくる。夜音の周囲を、踊おどるように飛び跳はね回った。

「愚おろかな。人間如ごときに従したがうとは、吸きゆう血けつ鬼きの誇ほこりはないのか」

「そうするだけの価値が、陶原の血にはあります」

「下らん。儂のように意い識しきを奪ってしまえば──」

「ごちゃごちゃとうるさいんですよ、貴方は」

　説せつ教きようのような紅こう葉ようの言葉を最後まで聞かず、夜よる音ねは切って捨てる。

「意い識しきを奪えば血の味は落ちてしまいます。その僅わずかな違ちがいさえ大きく影えい響きようするくらい、陶とう原はらの血は遥はるかな高みにあるんです。まあ、繊せん細さい過ぎて貴方あなた程てい度どの低てい俗ぞくな舌では理り解かいできないかもしれませんが」

「──貴き様さま、自分が何を言っているのか分かっているのか？」

「貴方こそ、いい加か減げんにしてもらえませんか」

　紅葉の目が鋭するどく尖とがる。空気が歪ゆがみそうなほどの圧あつ迫ぱく感かんを放はなつが、夜音は正面からそれを受け止め、

「早く清水しみずから離はなれなさい。この下げ種すが！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに殺さつ気きを返す。弾はじかれたように蝙こう蝠もりが飛び、一直線に紅葉へと襲おそいかかった。
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　一方その頃、寺に残った部長はというと。

「もう、勘かん弁べんしてくれ…………」

　どんよりと肩かたを落とし、白しろ旗はたを振っていた。頭ず痛つうを堪こらえるように額ひたいに手を当て、テーブルから顔を背そむける。

「何を仰おつしやいます。まだこれからが本番です」

　しかし、テーブルの向むかいに座すわる小さ夜よはそんなことを許さなかった。しゃんと背せ筋すじを伸のばして姿し勢せい良く正せい座ざする彼女は、無表情のくせしてつやつやと血けつ色しよくがいい。

「どこまでお話致いたしましたか。──そう、お嬢様が四歳と七十四日の時で御ご座ざいました。その日お嬢様は、ご自分で初めて使い魔をお作りになられたのです。時刻は午前三時十六分で、私はご一いつ緒しよに月を眺ながめておりました。まだ拙つたない造ぞう形けいでは御座いましたが、才さい能のうの鱗りん片へんを感じさせる素す晴ばらしいものでした。午前三時十六分といえば、お嬢様が初めてご自分のお力で空を飛ばれたのも偶ぐう然ぜん同じ時間でしたか。あれは五歳の誕たん生じよう日びの事で御座いました。…………申し訳御座いません。つい気が逸はやり、時間を飛ばしてしまいました。……お嬢様が四歳と七十五日の時は────」

　つらつらと台本でも読むように、小夜は淀よどみなく語り続ける。抑よく揚ようのない口く調ちようはまるでお経きようでも唱となえているようだった。

（どうしてこんなことになってしまったんだ…………）

　眼鏡をずらし眉み間けんを摘つまみながら、部長は必ひつ死しで睡すい魔まと闘たたかう。

　夜音の帰りを待つことで小夜と合意した部長は、まず広ひろ野のと住じゆう職しよくを布ふ団とんに寝かせ、彼女と一いつ緒しよに別の部屋へと移った。そして何なに気げなく、小夜に幼い頃の夜音について訊たずねたのだった。ただ向むかい合っていても時間がもったいないという軽い気持ちでのことだったが、その成せい果かは十分過ぎるほどに上がってしまった。

　話し始めてもう三時間近くが経けい過かしているというのに、小さ夜よの話は一いつ向こうに終わる気配を見せないのだ。

（自分から話を振ふった手前、もういいとは言えないし）

　思わずため息がこぼれる。

　部長としてはいくつか面おも白しろエピソードが聞ければ満足だったのに、小夜はまるで融ゆう通づうというものが利きかなかった。夜よる音ねが誕生してからの全てを話そうとするかのように、毎日の出で来き事ごとを事細かに語る。

「な、なあ小夜君。そんなに詳くわしくなくてもいいんだ。要よう点てんだけかいつまんで教えてもらえないか？」

「これでもかなり省しよう略りやくしております。そもそもお嬢様の素晴らしさは、私程てい度どの言葉では千分の一も表現することはできませんので」

　とうとう我が慢まんしきれず申し出るも、小夜は無む念ねんそうにほんの少しだけ眉まゆを寄よせる。部長は一いつ瞬しゆん挫くじけかけるが、それでは駄だ目めだと自分を叱しつ咤たした。

「では今、そう、今の夜音君について話をしないか？　過去のことは、ひとまず置いて」

「はい。結けつ構こうです」

　部長が前のめり気ぎ味みに提てい案あんすると、小夜はあっさりと頷うなずく。ほっと安心したのも束つかの間ま、

「お生まれになったときから変わらず、今もお嬢様は吸きゆう血けつ鬼きの至し宝ほうと呼べるお方でいらっしゃいます」

　別のスイッチを押おしてしまっただけだと、部長は気づかされた。

「夜色の御お髪ぐしも血色の瞳ひとみも、吸血鬼ならどなたでも羨うらやむもの。その両方を最上級の水すい準じゆんでお備えになっておられるのは、お嬢様くらいのものです。なによりそのお体が最高です。どうしてお嬢様はご自分の発育をお悩みなのか、これだけは理り解かいできません…………」

「それはまあ、仕し方かたがないんじゃないかい？」

「仕方のないことなど御ご座ざいません。よろしいですか？　不ふ老ろう不ふ死しで子孫を残のこす必要のない吸血鬼にとって、性的な魅み力りよくなど何の意味も持ちません。むしろ求められるのは、保ほ護ご欲よくをかき立てられる可愛かわいらしさなのです。お嬢様はまさに理想的ではないですか！」

「ま、まあまあ、落ち着きなさい」

　話すにつれて小夜の声には熱が宿り、最後には立ち上がってしまった。部長は頰ほおを引ひき攣つらせ、座すわるよう手で示す。

「──失礼致いたしました。お嬢様は術じゆつに関しても素す晴ばらしい才能をお持ちです。まだ二十年も生きてらっしゃらないというのに、私のお教えする術のほとんどを習しゆう得とくしてしまわれました」

「ふ、普ふ通つうに話を続けるのか」

「何か不ふ都つ合ごうが御ご座ざいましたか？」

「いや、…………そうだな」

　部長は首を左右に振ふりかけるも、これではいかんと会話の主しゆ導どう権けんを奪うことにした。

「やはり夜よる音ね君の力はかなり強力なんだね。私と闘たたかったときは、やはり例外か」

「言うまでもないことかと。お嬢様はいずれ、容よう姿しだけでなく能力に於おいても至し高こうの域いきに達せられる方です」

「──そうか」

　答えを聞き、部長は微ほほ笑えむ。

「小さ夜よ君が太たい鼓こ判ばんを押おすのなら、心配はいらないね。夜音君達の帰りが少し遅いようだけど、きっと無ぶ事じに帰って来るか」

　清水しみずを攫さらった吸きゆう血けつ鬼きの住む洋館まで、空を飛べば二十分とかからない。苦戦しているのではないかという部長の不安は解かい消しようされた。

　しかし────

「そもそもお嬢様が紅こう葉よう様と闘われること自体、あり得ないことですので」

　前ぜん提ていから否定しておきながら、小夜は僅わずかに表情を曇くもらせる。歯は切ぎれの悪くなった口く調ちようを、部長は聞き流すことができなかった。

「……どうしたんだい？　夜音君の力は折り紙付きなんだろう？」

「はい。それはもちろんです。ですが──」

　小夜は言いにくそうに口ごもり、洋館のある方角へ目を向むける。

「いかんせん、まだ幼くていらっしゃいます。万が一にも争あらそわれるような事じ態たいになれば、今のお嬢様では紅葉様にお勝ちになれないでしょう」
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　夜音の怒ど声せいに呼こ応おうした蝙こう蝠もりは、地を這はうように床ゆかギリギリの高さを飛び、紅葉に迫せまる。黒こく檀たんの机つくえを軽々と砕くだき、死角から襲おそいかかった。

「ふむ。これは気に入っていたのだがな」

　しかし紅葉は椅い子すから腰こしを上げることもなく、こともなげに杖つえで撃うち払はらう。濃のう密みつな闇やみの固まりであるはずの蝙蝠が、一いち撃げきで霧む散さんした。

　まるで挑ちよう発はつするように、紅葉は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「どうした。この程てい度どなのか？」

「そんなはずがないでしょう！　行きなさい！」

　夜音の怒りはさらに加熱し、蝙蝠に号ごう令れいを下す。今度は一匹ではなく、呼び出していた蝙蝠全てが紅葉へと殺さつ到とうし──

「くっ…………！」

　夜よる音ねが舌した打うちをすると、直前でばらばらに軌き道どうを変えた。背はい後ごの壁かべに突つっ込こんだり急上昇したりと、どれも標的を外れてしまう。

　紅こう葉ようの目の前に、清水しみずが立たち塞ふさがったのだ。少しでも夜音の判断が遅ければ、清水は今頃肉片一つ残のこっていなかっただろう。

「人間を盾たてにするなど、恥はずかしくないんですか！」

「道具を使って何を恥ずかしがる必要がある」

　夜音の非ひ難なんも何のその、紅葉は鼻先で笑う。

「儂わしは貴き様さまほど才に恵まれておらんのでな。しかしまあ、卑ひ怯きようと言うのなら捨ててやろう」

　紅葉はようやく椅い子すから立ち上がり、清水から距きよ離りを取った。悠ゆう々ゆうと首を回し、トントンと杖つえで肩かたを叩たたく。

「これだけの数を相手にするのは、少しばかり骨が折れるか。ならば、楽をさせてもらうとしよう」

「なっ──！」

　注意深く動向を見守る夜音の足下で、まだ踏ふまれたままの陶とう原はらは息いきを飲む。紅葉が自分の眼がん窩かに指を突っ込み、左目を抉えぐり出したのだ。軽く放ほうると床ゆかに落ちた眼球は一度だけ跳はね、ぐしゃりと潰つぶれる。

「下がりなさい！」

「うおっと！」

　茫ぼう然ぜんとする陶原とは違ちがい、夜音の反はん応のうは素す早ばやい。陶原の首根っこを摑つかんで体を引ひき起こしたかと思うと、そのまま後ろへと投げる。その間にもかつて眼球だった残ざん骸がいは、赤黒いどろどろの液体へと変化していた。

「──っ！」

　鋭するどく息いきを吐はき、夜音は先せん手て必ひつ勝しようとばかりに蝙こう蝠もりを飛ばす。しかし今度は元眼球の液体が、壁となって立たち塞ふさがった。

（またっ──………………、いや、行ける！）

　液体はぶわりと広がり紅葉の周りを隙すき間まなく覆おおうが、元々目玉一つ分の体たい積せきでしかない。向むこう側が透すけて見えるほど薄うすく、夜音の蝙蝠に対たい抗こうするにはどう考えても心こころ許もとない。使い魔の破は壊かい力りよくを知っているだけに、陶原は勝しよう利りを確かく信しんした。

　──だが。

「噓うそだろおいっ!?」

　蝙蝠の体当たりを受けても、液体は波は紋もんすら起こさなかった。ただの薄い膜まくにしか見えないというのに、衝しよう撃げきを完全に受け止める。それどころか蝙蝠は弾はじき返されることもなく、膜にぶつかった途と端たん元の闇やみへと還かえっていく。

（……違ちがう、そうじゃねえ）

　蝙こう蝠もりはただ消しよう滅めつしたのではなかった。激げき突とつする勢いきおいそのままに夜よる音ねの使い魔は液体へと溶とけ込こみ、一体化していたのだ。ものの数秒で、蝙蝠の半数以上が吸収されてしまう。

「くっ…………！」

　不利を悟さとった夜音は一いつ旦たん蝙蝠での攻撃を中ちゆう断だん。自分の元へと引き戻し──

「甘いな」

　しかし紅こう葉ようはそれを許さなかった。気がつけば分ぶ厚あつく膨ふくれ上あがっていた液体から何本もの触しよく手しゆが伸のび、離はなれようとする蝙蝠へと絡からみつく。摑つかまった蝙蝠はじたばたと抵てい抗こうするも、すぐに液体の一部へと変わった。

　残のこったのは僅わずかに数匹で、盾たてとしての役目を終えた赤黒い液体は球きゆう状じように戻る。蝙蝠を吸収したことでぶよぶよと粘ねん性せいを増し、その大きさはバスケットボールほどにまで成長していた。

「ふむ。大口を叩たたいておきながら、もう終わりか」

「何ですって！」

　紅葉が何気なく呟つぶやくと、夜音はぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。せっかく逃げ切っていた蝙蝠を再び飛ばし、

「ああっ！」

　まるで学習することなく、同じく液体に吸収された。

「あんな軽い挑ちよう発はつに乗ってんじゃねーよ！　ちょっとは頭を使いやがれ！」

「う、うるさいですね。貴方あなたは黙だまって見ていなさい！」

　夜音は少しだけ恥はずかしそうに頰ほおを赤くし、舌した打うち。すると浴衣ゆかたの袖そで口ぐちが膨ふくれ上がり、バサバサと大量の蝙蝠が飛び立つ。

「──ってまた蝙蝠出してどうすんだ！　無む駄だだって分わかっただろ!?」

「無駄ではありません。あんな老人、一発でも当てればそれでお終いですから」

　ふん、と鼻を鳴らす夜音が焦じれったく、陶とう原はらは髪の毛を搔かきむしった。

「だからその一発が当てられないんじゃねーか！　あのスライムみたいなのを先にどうにかしろよ。あいつも使い魔なんだろ？」

　使い魔の性せい能のうで勝てないのなら、夜音自身が直接攻こう撃げきしてやればいい。単たん純じゆんにそう考える陶原だったが、夜音は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で口を閉ざし、返事をしない。

「それができるようなら、今頃やっておるよな」

　代わって疑問に答えたのは、紅葉だった。夜音を見下すように、唇くちびるに冷笑を浮うかべる。

「我が使い魔は魔ま術じゆつの結けつ晶しようぞ。貴き様さま程てい度どではとうてい成なし得ぬ技よ」

「……そうなのか？」

　反射的に訊たずねた直後、陶原は藪やぶ蛇へびだったのだと悟さとる。夜音は牙きばを剝むき出だしにして、完全に頭に血が上ってしまっていた。

「──────ええ。私の蝙こう蝠もりは闇やみを凝ぎよう縮しゆくして作ったものですが、あれは紅こう葉ようの血肉そのものです。使い魔と言うより分身と呼んだ方が正しいでしょう。…………攻撃力も桁けた違ちがいですし、紅葉本人よりも手て強ごわいかもしれません」

　それでも冷静だと見栄を張るように、夜よる音ねは自分の不利を認める。完全に声は震ふるえていたので、誰だれも騙だませなかっただろうが。

「まあそれほど自じ慢まんするような技ではありませんけれど。私がその気になれば、すぐにでもマスターできます」

「だろうな」

　負け惜おしみとしか聞こえない言葉に、けれど紅葉は同意する。

「儂わしは老化が止まるまで六十年もかかった落ちこぼれよ。才能で言えば貴き様さまの半分もあるまい。しかしな、儂は貴様の十倍は生きておる」

　浮かべた笑みは自じ嘲ちようのためか、それとも嘲ちよう笑しようだったのか。

「今の貴様では、絶ぜつ対たいに勝てはせん」

「っ────！」

　紅葉が言い切るのと同時に、夜音へと向かって赤黒い球体が襲おそいかかる。夜音は真上に飛んでそれをかわすが、そこには既すでに紅葉が先回り。咄とつ嗟さに体を霧きりに変えるも、

「安い手よ」

　紅葉の振ふるった杖つえはしっかりと夜音の体を捉とらえ、壁かべにまで吹き飛ばす。天てん井じようにまで続く書しよ架かが崩くずれ、大量の本が降ふり注そそいだ。

「夜音っ！」

「貴方あなたは下がっていなさい！」

　駆かけ寄よろうとした陶とう原はらの足を、夜音の余よ裕ゆうのない叫さけびが縛しばる。彼女は山となった本を吹き飛ばし、その勢いきおいのまま紅葉へと飛びかかった。

「────何度もしつこいですね！」

　しかし伸のびてきた触しよく手しゆに目の前を塞ふさがれ、急きゆう停てい止しを余よ儀ぎなくされる。蝙蝠をぶよぶよの液体へと向むかわせ、夜音は紅葉へと距きよ離りを詰つめる。勢いよく殴なぐりかかるも、いかにも不ふ慣なれなその一いち撃げきはあっさりと杖で受け止められた。

「目上の者への振る舞い方がまだ分わからんか。どれ、泣いて反省するまで教育してやろうぞ」

「反省するのは貴方の方です！」

　弾はじかれた夜音は高い天井を生かし急上昇。部へ屋や中を飛び回りながら、紅葉へ肉にく弾だん戦せんを挑いどんだ。

「私は貴方が泣いても、許すつもりなどありません！」

「いくらでも吠ほえるがいい」

　すれ違ちがいざまに何度も威い勢せいよく拳こぶしを放はなつが、やはり軽く打うち払はらわれる。その間も夜音の蝙蝠は馬ば鹿かみたいに体当たりを繰り返しては、紅葉の使い魔に吸収され続けていた。

（あいつは何やって………………っ！）

　無む駄だな蝙こう蝠もりの使い方を嘆なげいていた陶とう原はらは、自分の方へ触しよく手しゆが伸びて来たことで、ようやく夜よる音ねの意図に気づく。

「もっと下がりなさい！　それに触ふれると血を吸すわれてしまいます！」

　夜音はそうすることで、赤黒い塊かたまりの興きよう味みを自分へと惹ひいていたのだ。取り込まれると分わかっていても、足止めとして蝙蝠を使うしかないのだろう。

（畜ちく生しよう！　どうにか助ける方法は…………）

　けれどそんなことを続けていても、じり貧ひんになるのは目に見えている。夜音とて無限に使い魔を生み出せるわけがないし、液体は少しずつ成長しているのだ。いずれは蝙蝠だけでは手に負えなくなるだろう。

　せめて紅こう葉ようの気を逸そらせないものかと、陶原は部屋中を見渡す。けれど目につくのは大量の本だけで、あとは砕くだけた机つくえの残ざん骸がいと椅い子す、それに突つっ立たったままの清水しみずくらいのもの。

（椅子で殴りかかるか…………。いや、違う！　清水だ！）

　元々紅葉を倒たおすのではなく、清水を取り返すのが目的だったのだ。彼女を連れて逃げる方が、このままこの場で闘たたかうよりも勝しよう率りつは高い気がする。

（そうと決まれば…………）

　結けつ論ろんを出した陶原は、早さつ速そく行動を開始した。四つん這ばいになり、そろそろと清水へにじり寄る。部へ屋やを大きく遠回りしたのが功を奏したのか、すぐ傍そばにまで近づいても紅葉に気づいた様子はなかった。これで行けると手を伸のばし、

「伏ふせなさい陶原！」

「へっ？」

　夜音の鋭するどい声を受け、陶原は反射的に頭を下げる。邪じや魔まをされたと怒りが湧わきかけるも、頭上をかすめる風圧に吹き飛ばされていった。

「何だ…………っ！」

　屈かがんだ体たい勢せいのまま上を向むいた陶原は、一目でその風の正体を悟さとる。それまで棒ぼう立だちしていたはずの清水が、大きく足を振ふり上げていたのだ。夜音の警けい告こくに従したがっていなければ、今頃顎あごを強打されていただろう。

「危ねっ！」

　安心する暇ひまもなく、今度はその足が振り下ろされる。陶原は慌あわてて横に飛び退のき、どうにか踵かかとを回かい避ひした。

「や、止やめ、止めろ正気に戻もどれ！」

「無む駄だだ」

　尻しり餅もちをついた陶原が叫さけぶと、紅葉は夜音をあしらったまま嘲ちよう笑しよう。

「その娘は儂わしの支配下にある。貴き様さまの声など届とどかんよ」

「だだだだったら早く止めさせやがれ！」

「どうして貴き様さまの言うことなど聞かねばならん。儂わしの血に手出ししようとした罰ばつは受けてもらわんとな」

　紅こう葉ようの声に応おうじ、清水しみずはぼんやりした顔のまま再び蹴けりを放はなつ。操られているためかそれほど鋭するどいものではないのだが、避ける陶とう原はらに余よ裕ゆうは一切なかった。

（やばいやばいやばい、これはやば過ぎるぞ…………！）

　大きく足を振り回していることで、清水の浴衣ゆかたはまるでスリットが入ったような状じよう態たいになり、右足が太ももまで大だい胆たんに露ろ出しゆつしていたのだ。陶原が気にしていたのは最初からこれで、彼女のすらっとした健けん脚きやくが何度も目の前を通り過ぎるものだから、平へい静せいでいられるはずがない。それだけでなく、蹴りを放つたびにどんどん帯おびが緩ゆるんでいる気がする。

「た、頼む夜よる音ね！　どうにかしてくれ！」

　心苦しいが他ほかに方法はない。そんな余裕はないと分かっていながら、陶原は助けを求めた。切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴に、夜音はちらりと視線を向ける。

「何をやっているんですか貴方あなたは！　役に立たないだけならまだしも、足を引っ張らないで下さい！」

「俺おれもよかれと思ってやったんだよ！　ごめんなさい悪かったです！」

　失敗したとの自覚があるだけに、陶原は素直に非を認めた。そうこうしている間にも清水の攻こう撃げきは続いており、夜音も無視できないと判断したのだろう、

「仕方がありませんね！」

　舌打ちすると、清水と目を合わせる。その途と端たん、清水は弾はじかれたように勢いよく首を仰のけ反ぞらせた。しばしそのまま固まり、頭を戻もどした彼女はぱちくりと瞬まばたきする。

「──────んんっ…………。あれ、陶原……？」

「やった！　正気に戻っぶへっ！」

　目を輝かせたのも束つかの間ま、陶原は頰ほおを殴なぐられよろめいた。後ろに下がったことで、幸運にも次に放たれた蹴りをかわす。

「へっ？　あっ、あれっ？　ちょっと……、えっ？　どうなってんのこれ!?」

　自分で殴っておきながら、清水はあからさまに困こん惑わくしていた。声は上うわ擦ずり、盛んにきょろきょろと目を動かす。それでも首から下だけは、先ほどまでと変わらず陶原への攻撃を止めない。

「ご、ごめんね！　っていうかほんとに何なのこれ！　体が勝手に動くんだけど！」

「落ち着け！　これはあれだ、その………………………………。夢？」

「わたしに訊きかないでよ！　断言してくれたら信じたのに！」

　泣きそうな声で訴うつたえつつ、清水は豪ごう快かいに回し蹴りを放つ。どう考えても、紅葉の支配から解とかれていなかった。

「おい夜音！　これはどういうことだよ!?」

「どうもこうもありません！　あとは自分でどうにかしなさい！」

「どうにかって……、状況を悪化させてんじゃねーか！」

　大きく後あと退ずさりしながら陶とう原はらは叫さけぶも、夜よる音ねは自分以上に余よ裕ゆうがなさそうだった。紅こう葉ように追われ、ギリギリで杖つえを回かい避ひしている。

（畜ちく生しよう！　なんとかすればいいんだろ！）

　これ以上夜音を頼るわけにはいかない。陶原が気合いを入れて清水しみずを睨にらむと、彼女は逆に夜音へと視線を向けたところだった。

「うわっ！　何あれ…………って夜音ちゃん？　えっ？　飛んで……？　ええっ!!　もう意味分わかんないよ！」

「いいから落ち着けって！　あとでちゃんと説明してやるから！」

「で、でもほら、危ないっ！　ちょっと陶原！　助けないと！」

「まずは自分の心配が先決だろうが！」

　たとえ清水がよそ見をしていようと、陶原を攻こう撃げきする動作には何の支障もない。夜音にかまけているゆとりなど、どこにもなかった。

「それはそうかもしれないけど…………。きゃあっ！　な、ななな何なのよこれ！」

　陶原に向き直った清水は、大きく足を振ふり上げたことでようやく自分の惨さん状じように気づいたようだった。一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤に染め上げる。

「み、見ないで、見ちゃ駄だ目めだからね！」
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「分かってるよ！　言われなくてもそうしてる！」

　陶とう原はらが心配していた通り、清水の浴衣ゆかたは乱れる一方だったのだ。帯こそまだ解とけていないが、合わせ目はかなりずれ、胸元も開いてきている。裾すそのスリットも腰こし近くまで進み、ちらちらと下着が覗のぞいていた。

（不ふ可か抗こう力りよくだ、うん。これは不可抗力なんだ。決して見たくて見てるわけじゃないぞ！）

　見るつもりはないし、見たくもない。けれど目を離はなすと攻こう撃げきを避けられないので、陶原はどうしても清水を視界から外すことができなかった。意図的に焦しよう点てんをずらし、色々なものにぼかしを入れる。

「目を凝こらしてるじゃない！　何してんのさ！」

「凝らしてねーよ！　失礼なこと言うな！」

　心外だと陶原は訴うつたえるが、清水に納得した様子はない。しかしずずっとまた少し帯が緩ゆるんだことで、より目前に迫せまった危機に意識は向けられた。

「どどどどうしよう!?　どうにかして私を押さえつけられない？」

「俺おれは健康だけが取とり柄えなんだ。そんな心得なんて一切ねえ！」

「堂どう々どうと言うことじゃないでしょ！　ちょっとぐらいなら怪け我がしてもいいから！　早く！」

「……あとで文句言うなよ」

　焦あせる清水しみずに急せかされ、陶とう原はらは覚かく悟ごを決める。タックルでもするのが一番かと目を凝こらし、

（………………………………………………………………）

　攻こう撃げきを避けるためだった及および腰ごしに、もう一つ別な理由が加わった。陶原の意識とは関係なく前まえ屈かがみになり、動きにくそうに腰を深く下ろす。

「どこ見てんの！」

「ぐへっ！」

　無防備に固まったのを見み逃のがさず、耳まで赤くした清水の拳こぶしが陶原の顔面へと直ちよく撃げき。操られているとは思えない鋭するどい一いち撃げきに、陶原は鼻から血を流した。

「はっ、鼻血出すなんて何考えてんのよこの変態！」

「変態じゃねえ！　お前が殴なぐったせいだろうが！」

「体が勝手に動くんだから仕方ないでしょ！」

「いーやあれはお前の意志だった。拳に魂たましいが宿ってたね！」

　怒いかりで清水の格好が頭の中から消え、陶原は続けざまに放たれたパンチを今度こそ受け止める。反対側の腕もどうにか摑つかまえ、ぐぐぐと清水と顔を近づけ睨にらみ合あった。

「もしそうだとしても、文句言える立場だと思ってるの!?　その、…………ね？　あ、ああなってたのは、事実、じゃない」

「そ、それはだから事故というか生理現象というか…………」

　陶とう原はらに負けず劣おとらず怒おこっていたはずなのに、責めていた清水しみずは急に勢いきおいをなくした。頰ほおを紅潮させたまま上うわ目め遣づかいに見られ、陶原もどぎまぎと目を逸そらす。

「と、とにかくだな──────っとおおおおおっ！」

　身動きを封ふうじられたことだし、よしとしよう。そう提案しようとしていた陶原は、摑つかまえた両手を逆に利用され、豪ごう快かいに背負い投げられた。びたんと背中から落ち、投げ技もできたのかとどこか感心する。

「……凄すげえな」

「なに感心してるの！　早く立ちなよ！」

「へっ？　あっ、しまった────っ！」

　一いつ瞬しゆんの放心状態から戻ったときにはもう遅く、陶原の首がぐいぐいと圧あつ迫ぱくされる。覆おおい被かぶさってきた清水の両手が、窒ちつ息そくさせようと絡からみついてきたのだ。意識が遠のきかけるも、なんとか強引に振ふり解ほどく。

「──っ！　やられて堪たまるかよ！」

「よ、よかった…………ってきゃああああ！」

　負けるものかと体勢を入れ替え、今度は陶原が上になって押さえ込もうとする。操られたままの清水も対たい抗こうし、ほとんど密着した状態でごろごろと床ゆかを転がった。

「こ、こら！　どこ触さわってんの！　だだだ駄だ目めだって！」

「この場合は仕方ないだろごめんなさいわざとじゃないです事故なんです！」

　無我夢中なまま色んなところに触ふれてしまった気がするが、そんなのただの勘かん違ちがいに決まってる。陶原は止まらぬ鼻血を垂れ流しの状態で、必死で自分にそう言い聞かせた。とにかく取り押さえるのを最優先にしたおかげで、どうにか攻こう防ぼうを制する。

「これで、もう、俺おれの、勝ち、だな」

　マウントポジションで清水を押し倒し、両手を拘こう束そくする。陶原は荒い息を吐はきながらにやりと笑った。

「喜んでいいのか微び妙みようなんだけど！　なんか陶原変態っぽいし！　あと浴衣ゆかたをどうにかしてお願い！」

「そ、そう言われても、だな……」

　揉もみ合あいになったことにより、清水の着衣の乱れはさらに進んでいた。完全に浴衣の胸元が開いているため、陶原は彼女の顔から下に目をやれない。

「直そうにも、手を離はなすわけにはっくううっっっっっっ────！」

　それでもまあ、確認せねばなるまい。義務として、あくまで事務的に少しだけ視線を下にずらそうとした陶原は、その寸前脇わき腹ばらを強打され跳はね飛とばされた。その正体は清水の膝ひざ…………ではなく、漆しつ黒こくの蝙こう蝠もり。

「何をやってるんですか貴方あなた達は！　い、いちゃいちゃと！」

「し、してねえよそんなこと！」

　呻うめきながら立ち上がると、こちらを睨にらむ夜よる音ねと目が合う。彼女は牙きばを剝むき出だしにして唸うなっていたが、すぐに赤黒い触しよく手しゆに襲おそわれ対処に追われた。陶とう原はらに蝙こう蝠もりを差し向かわせたせいで、隙すきができたのだろう。

（余計なことしてるから……………………って、やばくねえか？）

　ずきずきと痛む脇わき腹ばらをさする。せっかく取り押さえたのが無む駄だになり、恨うらめしそうに夜音を眺ながめた陶原は、目の前の光景に血の気が引いた。

　清水しみずへの対応に必死で忘れかけていたが、状じよう況きようはかなり旗色が悪かったのだ。陶原が目を離はなしている間にそれはさらに悪化したようで、紅こう葉ようの使い魔まは夜音と変わらぬ大きさにまで成長している。自然と伸のびる触手の数も多くなり、夜音の消しよう耗もうは加速度的に高まっているように見えた。

（早くどうにかしないと──────っ！）

「陶原危ない！」

　夜音に気を取られていた陶原は、清水の警告を受けはっと意識を戻もどした。立ち上がり間近に迫っていた彼女の平手を、どうにか仰のけ反ぞってかわす。

「夜音ちゃんが心配なのは分かるけど、ちゃんと注意しててよ！」

「す、すまん！」

　注意をしながら、清水も心配そうに夜音へ視線を送っていた。事情も分からず、そんな場合ではないだろうに。

（だよな……。せめてこいつだけでも助けてやらないと）

　吸きゆう血けつ鬼き同士の闘たたかいには手出しできなくても、人間が相手ならどうにかできる。清水が体の自由を取り戻せば逃げることも可能なのだし、それは結果的に夜音を助けることへと繫つながるはずだ。

　気合いを入れ直し、陶原は鼻血を拭ぬぐう。

（鼻血……、血か。清水が吸血鬼だったらよかったんだがな…………）

　陶原の極上の血は、吸血鬼を別の世界へ誘さそう。あまりの美味に陶とう然ぜんとし、放心状態に陥おちいってしまうのだ。今は味が落ちた状態とはいえ、昨夜の夜音の採点によると九十点。十分に効果は期待できるだろう。

　けれど、人間にとってはただの血と変わらない。

「どうせ操られるんだったら牙きばも生やしとけよ！　この中ちゆう途と半はん端ぱ！」

「な、なに？　何でわたし怒おこられてんの？」

　理り不ふ尽じんに怒ど鳴なられ、清水は目を白黒させる。さすがに酷ひどかったかと、陶原も反省した。

（操られてるってことは、清水に血を飲ませれば味が伝わったり………………しないか）

　大本である紅葉をどうにかすれば、清水も支配から解放される。本人に直接飲ませることができればいいのだが、それはかなりの困難だろう。どうしても不自然な行動になるし、そもそも近づける気がしない。

（紅こう葉ように俺おれの血を吸わせる方法か……。そんなの────）

　落らく胆たんしかけていた陶とう原はらは、救いを求めるように夜よる音ねへと目を向ける。蝙こう蝠もりが打ち止めになったのか、彼女はほとんど二対一の状況に追い詰められていた。陶原の相手は清水しみずに任せたというように、紅葉と彼の使い魔まから同時に襲おそわれ、防戦一方。

（────そうか！）

　陶原はしかし、それを見て目を輝かがやかせた。紅葉──ではなく、触しよく手しゆを伸のばす赤黒いぶよぶよの物体に。

「陶原っ？　危ないって！」

　何一つ確証はない。それでも自分のひらめきを信じ、陶原は清水を振ふり切きり、夜音の元へと駆かけ出して行った。
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　蝙蝠で陶原に一いち撃げきを加えても、夜音の怒いかりはまるで収まらなかった。

（どうして押し倒す必要があるんですか！　だらしなく鼻の下まで伸のばして！）

　紅葉に意識を集中しなければ危ない。それが分かっていながら、ちらちらとどうしても陶原の動向を確かめずにはいられない。

（貴方あなたを守るため、使い魔の牽けん制せいまでしてるのに……。自分は清水と楽しそうにして！）

　夜音の怒りは、状況を考えろという常識的な憤いきどおりだった。自分は体を張っているのに、守るべき対象が遊んでいては腹が立つというもの。

　決して、それ以外の感情などありはしないのだ。

（……血が不ま味ずくなったらどうする──────っ！）

　もう一度蝙蝠を飛ばしてやろうか。そんなふうに思っていた夜音は、足首に触手が絡からみついて来たことで思考を中断させられた。魔ま眼がんを振るってどうにか引ひき剝はがすも、一いつ瞬しゆんで皮ひ膚ふを溶とかされてしまう。

　動きの鈍にぶった夜音に、しかし紅葉は追つい撃げきの手を止めた。

「余よ所そ見みしている余よ裕ゆうなどなかろう。それとも降参する気になったか？」

「────。まさか。貴方こそ降参した方が身のためですよ」

　余裕ある紅葉に対し、夜音は鼻を鳴らして返す。

　平静を装ってはいたものの、その実夜音は限界に近づいていた。どれだけ攻こう撃げきしても紅葉には軽くあしらわれるばかりで、一発も有効打を決められていない。夜音の方こそ大きな怪け我がはしていないが、蝙蝠も数え切れないほど吸収されてしまい、戦せん況きようは悪くなる一方だった。血が足りずに頭はふらつき、新しい使い魔はもう幾いくらも生み出せそうにない。

　それでも睨にらむのを止めない夜よる音ねに、紅こう葉ようは小さく嘲あざ笑わらった。

「儂わしとて貴き様さまを消すのは忍しのびないのだ。自らの愚おろかさを認め、許しを請こうがいい。これが最後の機会ぞ」

　強がりだと見み抜ぬいているのだろう、憎にくまれ口を相手にすることなく告げる。完全に下に見た、侮あなどっているとしか思えない勧かん告こくに、

「………………………………………………は、どうなります」

　普ふ段だんなら怒り狂うはずの夜音は、けれど感情を爆ばく発はつさせなかった。ぐっと唇くちびるを嚙かみ、屈くつ辱じよくに耐たえる。

「陶とう原はらと清水しみずは、どうなります。二人の無事を保証してもらえますか」

「二人…………？　ああ、あの人間どものことか」

　彼にとっては本当にどうでもいい存在なのだろう。紅葉はしばし眉まゆを寄せたあと、ようやく思い出したように頷うなずいた。

「女の方はいつも通り、飽あきたら解放してやる。男の方は殺すに決まっておろう。この儂に無礼を働いたのだからな」

　それがどうしたとばかりに、平然と告げる。純血の吸きゆう血けつ鬼きとしてはごく当たり前の考え方であり、悪い条件ではない。許してもらえるのなら、納得すべきだろう。

　いくら陶原の血がお気に入りだとしても、自分の身の安全には代えられないのだ。

　それが分わかっていながら、気がつけば夜音は牙きばを剝むいていた。

「そんなことは絶対に許しません。貴方あなたはここで始末します！」

「……愚おろかな」

　拒きよ絶ぜつする夜音に、もう紅葉は言葉を重ねようとはしなかった。愛想が尽つきたとばかりに顎あごをしゃくると、使い魔の触手が一いつ斉せいに持ち上がり──

「陶原っ？　危ないって！」

　襲おそいかかろうとする寸前、清水の甲かん高だかい叫さけびが響ひびく。思わず視線を送ると、陶原が無む謀ぼうにもこちらに向かって来るところだった。

「ちょうどいい。先にあれから始末してやろう」

「──っ！　止めなさ────」

　同じく状況を理解した紅葉が、触しよく手しゆの一本を陶原へと送る。夜音の制止も間に合わず、触手は陶原の右腕を飲み込んだ。

　そして────

「お……おおお……………………」

　直後、恍こう惚こつに満ちた喘あえぎが紅葉の口から漏もれる。だらりと舌を出し、とろんとした目は何も映していない。ひたすら無防備に、紅葉は惚ほうけた。

（これが狙ねらいですか！）

　陶とう原はらはただ触しよく手しゆに襲おそわれたのではなく、殴なぐりかかるように自分から腕を触手に埋うめていた。それを目にしていた夜よる音ねは、陶原の目的に瞬しゆん時じに気づく。

　紅こう葉ようの使い魔まはただの僕しもべとは違う。自らの血肉で作り上げた、もう一人の自分なのだ。性能は跳はね上あがるが、それは単純に利点だけを持つわけではない。

　同一の存在ということは、感覚も共有してしまうのだから。

　使い魔が血を吸えば、本体にも味は伝わる。必ずしも悪い方向へ働く機能ではないが、この場合相手が悪かった。

（よくも…………。よくも陶原の血を吸すいましたね！）

　隙すきを作るためだと理り解かいしていても、夜音に理り不ふ尽じんな怒いかりが湧わき起おこる。その怒りに呼応するように、ぱんと風船が割れるような音を立て、ぶよぶよの赤黒い液体──紅葉の使い魔が内側から弾はじけ飛とんだ。

「──っ！　くうっ…………！」

　漆しつ黒こくの飛ひ沫まつは無数の蝙こう蝠もりとなり、部へ屋や中じゆうを埋め尽くす。吸収され続けていた数え切れないほどの蝙蝠が、一いつ斉せいに紅葉へと向かった。

「甘あまいわっ！」

　しかし紅葉も伊だ達てに長生きしているわけではない。使い魔がやられたと同時に正気に戻もどり、杖つえで床ゆかを突つく。鋭するどく一いつ喝かつするだけで、周囲の蝙蝠をまとめて消し飛ばした。

「いくら数を増やそうと、この程度の使い魔では儂わしに傷一つ──────────？」

　牙きばを見せつけ威い圧あつする。力を込めて杖を構えるも、それが振ふるわれることはなかった。カランと音を立て、手首ごと杖が落ちる。

「────馬ば鹿かな」

「傷一つ、どうだと言いたいんですか？」

　笑いを含んだ夜音の問いに、紅葉は返事をしない。茫ぼう然ぜんと自分の体を見下ろすが、枯かれ木きのような腕は途と中ちゆうで切断されている。代わりにその先にあるのは、目に痛いほどに鮮せん烈れつな、赤い蝙蝠。

　夜音が己おのれの血で作り上げた、魔ま術じゆつの結けつ晶しようと呼べる使い魔だ。

「な、なぜだ。なぜ貴き様さまなどに…………」

「すぐにでもマスターできると言っていたでしょう。私が途中から、蝙蝠に自分の血を混ぜていると気づいていなかったんですか？　闇やみではなく血肉を核かくとした使い魔の作り方を学ぶため、わざと貴方あなたに吸収させていたというのに」

　冷笑を浮かべ、夜音は浴衣ゆかたの袖そでを捲まくる。露あらわになった彼女の腕は、蝙蝠の嚙かみ痕あとだらけとなっていた。

　自分の血を紅葉の使い魔と一つにすることで、そのコツを盗ぬすみ取とったのだ。

「──もっとも、貴方あなたに隙すきができなければ、完成させることはできなかったでしょうけれど」

「貴き、貴き様さま────！」

　夜よる音ねが語り終えるのと同時に、紅こう葉ようは怒ど気きも露あらわに叫ぶ。切断された紅葉の手がぐにゃりと溶とけ、どろどろの液体となって夜音に襲おそいかかった。

　しかし──

「まだ分からないんですか」

　夜音は鼻で笑う。くるりと舞まった赤い蝙こう蝠もりが軽く打ち払っただけで、赤黒い液体は力を失い、泥どろ水みずのように床に落ちる。

「吸きゆう血けつ鬼きの本質とは、血です。肉体を混ぜた貴方あなたの使い魔まと私の蝙蝠とでは、純度が全く違います」

　蝙蝠は握にぎり拳こぶしほどの大きさでしかないが、その見た目の数倍に及およぶ夜音の血を集め、凝ぎよう縮しゆくしたものなのだ。その点でも、醜みにくく膨ふくれ上あがるしか脳のない紅葉の使い魔の上を行く。

「さて、そろそろ終わりにしましょう。…………貴方が泣いても許さないと、言っておきましたね？」

　優ゆう雅がに微ほほ笑えむ夜音に呼応し、赤い蝙蝠は華か麗れいに宙を舞った。紅葉は牙きばを剝むき出だしにして睨にらむも、蝙蝠は表面に軽くさざ波が走るだけ。

　ただの使い魔とは桁けた違ちがいの力を誇ほこるそれは、急降下して今度こそ紅葉の体を貫つらぬき通した。
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　陶とう原はら達三人が洋館を出ると、辺りは完全に闇やみに包まれていた。

「うわっ！　もうこんなに暗くなってたんだ…………。何にも見えないし」

　どこか感心したように呟き、体の自由を取り戻した清水しみずは面おも白しろそうに首を回す。失しつ踪そうしたのは日暮れ直後だったので、彼女の中では時間が飛んでるのだろう。

「これじゃ、寺に帰るのは無理っぽい？」

「……まあ、歩いて帰るのは止めておいた方が無難だろうな」

　ちょこんと首を傾かしげる清水に、陶原は不本意ながら頷うなずきを返す。

「早く帰って眠りたいのは山々だけど、この暗さで山を下りるのは危険だからな。ここまで来るのもすげー大変だったんだぞ」

　暗闇に目が慣れても、互いの顔を確認するのが精せい一いつ杯ぱいという状態なのだ。行きは持っていた懐かい中ちゆう電でん灯とうもいつの間にか紛ふん失しつしており、無理に下山しても確実に迷ってしまうだろう。

「ここはひとまず────、……何笑ってんだよ？」

　ほとんど遭そう難なんしているのと変わらないというのに、清水はにへっと頰ほおを緩ゆるませていた。陶原に指摘されても、我が慢まんできないように相そう好ごうを崩くずす。

「うん。こんなに暗いのに来てくれたと思うと、嬉うれしくて」

　はにかむような声に、陶とう原はらは急に気き恥はずかしくなり目を逸そらした。

「お、俺おれが来た時にはそこまで暗くなかったんだけどな」

「そうなの？　どっちにしろ、ありがと」

　清水しみずは笑みを消し、すっと真ま面じ目めな表情を作る。陶原と夜よる音ねに向かって、ぺこりと頭を下げた。

「夜音ちゃんも。まだよく分わかってないんだけど、二人とも私を助けてくれたんだよね？　本当にありがとう」

「──別に、礼を言われるようなことじゃねえよ」

　顔を上げた清水の柔やわらかな笑みに、陶原はそれだけでもう報われた気がした。同時に照てれ臭くさくもあり、頭を搔かきながら夜音へと話を振ふる。

「そ、そうだ。俺らを連れて飛ぶことってできるか？」

　ただ話題を変えるために言ってみただけなのだが、それは悪くない提案に思えた。もう飛べることは見られているのだし、遠えん慮りよすることはない。そうすれば楽に山を下りられる────

「…………どうした？」

　けれど夜音は答えることなく、何かを思い詰めるように唇くちびるを嚙かんでいた。僅わずかに俯うつむき、視線は彼女の足下一点に固定されている。

「──！　まさかお前、清水の記き憶おくを消すつもりなんじゃないだろうな？」

「そっ…………、それがどうしたと言うんですか」

　はっとして陶原が問とい質ただすと、夜音はびくりと身を震ふるわせて顔を上げた。硬かたい表情のまま、ふんと鼻を鳴らす。

「人間に吸きゆう血けつ鬼きだと知られた場合、記憶を消すのが普通のことなんです。だからそうするのが当然で、当たり前の、こと………………。何か、文句でも？」

「い、いやっ──」

　鋭するどく睨にらまれ、その迫はく力りよくに陶原は思わず身を引いた。夜音はそんな陶原を一いち瞥べつもせず、体ごと清水の方を向き、彼女の目を覗のぞき込こんだ。

（…………まあ、仕方がないか）

　赤い瞳ひとみを眺ながめながら、陶原は心中で呟つぶやく。個人的な考え方としては記憶を操作するのは嫌きらいなのだけれど、夜音の言うことも理解できるのだ。清水がどうこうではなく、正体を知る人間が増えれば、秘密が漏もれてしまう可能性も高まる。昼間の吸血鬼はまるで無防備なのだから、身の安全に関してはとりわけ慎しん重ちようになるべきだろう。

　夜音に清水の記憶を消さない理由など、一つもないのだし。

　しかし────

「どうしたの夜よる音ねちゃん？　お腹でも痛い？」

　意識を失うはずの清水しみずは、ちょこんと首を傾かしげただけだった。目から光は失われず、むしろ心配そうな色が宿る。

「……？　失敗したのか」

「誰だれが失敗などっ………………………………。そ、そうですね、今は記き憶おくを操作するだけの力が、残っていないようです」

　陶とう原はらが夜よる音ねの様子を窺うかがうと、彼女は一いつ瞬しゆん気け色しきばむも、

「……仕方がない、ええ、これは仕方がないことなんです。本当はそんなつもりはありませんが、記憶を操作するのが無理なんですから。…………他ほかの説明をしないといけません」

　もごもごと、まるで自分を納得させるように呟つぶやく。

「何を一人で言ってるんだよ？」

「──貴方あなたに、言わなくてはいけないことがあります」

　しばしそうして逡しゆん巡じゆんしていた夜音は、覚かく悟ごを決めたように大きく息を吸い、清水を見つめた。話しかける陶原など、完全に無視。

「もう気づいていると思いますが、私は人間ではありません。…………『吸きゆう血けつ鬼き』と呼ばれる存在です」

　僅わずかに震ふるえる声は固く、緊きん張ちようしているのがありありと伝わってくる。不安や怯おびえ、様さま々ざまな感情を含んだその告白に、

「ふーん」

　清水はただ一言、軽い調子で返した。

「そうなんだ」

「怖こわがるのも無理はありません。です、が──────？　……ふ、ふーん？」

　その反応は予想外だったのだろう。夜音の真しん剣けんな表情が一気に崩くずれ去さる。

「『ふーん』とはどいうつもりです！　まさか信じてないんですか！」

「うんうん。信じてるよ」

　やはりあっさりと言い、清水は苦笑。

「いやーもっと驚おどろくべきだとは分かってるんだけどね。何かもう色々ありすぎて、感覚が麻ま痺ひしちゃってるのかも」

「そ、そうだとしても怖がるのが当然でしょう!?　私は貴方を攫さらった男と同じなんですよ！」

　むしろ怯えていないのが不満だとばかりの勢いで、夜音はいきり立つ。鋭するどい牙きばを誇こ示じするが、それでも清水の態度は変わらなかった。

「違うよ。全然違うよ」

　肩の力を抜いたまま、夜音の赤い瞳ひとみを真っ正面から受け止める。

「あのおじいちゃんとは違って、夜音ちゃんは私を攫ったり、無理矢理血を吸ったりしないでしょ？　『吸きゆう血けつ鬼き』って括くくりが同じなだけで、何を怖がる必要があるのさ。人間にだって、いい人と悪い人はいるよ」

「それは、そう、ですが……」

「夜よる音ねちゃんが吸きゆう血けつ鬼きだったからこそ、私は助けてもらえたんだし。だったら感謝しなきゃ」

　明るく笑いかけると、自分にとって都合がいいはずなのに、夜音はまだ納得がいかないように頰ほおを膨ふくらませる。そんな彼女の頭を撫なで、清水しみずはじろりと陶とう原はらを軽く睨にらんだ。

「ま、聞きたいことは沢たく山さんあるんだけど。今聞いても混乱しそうだし、あとでじっくり聞かせてね」

「……分かりました。それと頭を撫なでるのは止めなさい！」

　いつもの調子を取とり戻もどしたように、夜音は牙きばを剝むき出だしにして怒ど鳴なる。それでも清水は変わらず夜音に抱きついていったが、その頰が少しだけ強こわ張ばっていることに、陶原は気づいた。

「──なあ夜音。紅こう葉ようだったっけ？　あの吸血鬼がまた襲おそってくるってことはないんだよな？」

「まず問題ないでしょう。辛かろうじて生きてはいましたが、紅葉が満足に動けるようになるまで一ヶ月はかかります。しっかりと言い聞かせておきましたし、清水が襲われることは二度とありません」

「そっか…………。よかった」

　それを聞き、清水は崩くずれるようにその場に座すわり込こむ。口では何と言おうとも、やはり体に恐きよう怖ふが染みついていたのだろう。支えとして寄より掛かかられても、今度は夜音も振ふり払はらおうとはしなかった。

　陶原もほっと息を吐はく。理由はよく分からないが、夜音が記き憶おくを消さないと判断したのなら、口出しする必要はあるまい。

「で、どうだ、夜音？　俺おれと清水を抱かかえて飛ぶことってできそうか？　…………ってそうか、そんな力残ってないんだったな」

　話を戻もどした陶原は、訊ねながらそれが無理なのだったと途と中ちゆうで気づいた。夜音が返事するより先に、清水が呆あきれたように軽く睨む。

「なに無む茶ちやなこと言ってんの。そんなのできないに決まってるでしょ」

「……だよな。やっぱり明るくなるまで待つか」

　紅葉の危険がないとはっきりしたのだし、朝までここで待機しても構わない。むしろそうするのが一番だと、陶原と清水は頷うなずきを交わす。二人で納得していると、

「無理ではありません！」

　ないがしろにされていた夜音が大声で怒鳴る。ぶるぶると、怒りに全身を震ふるわせていた。

「馬ば鹿かなことを言わないで下さい。この私がその程度のこと、できないわけがないでしょう！　証しよう拠こを見せてあげます！」

「お、おいっ!?」

　叫さけんだ夜よる音ねは両手でそれぞれ陶とう原はらと清水しみずを摑つかみ、力強く大地を蹴ける。人間の記き憶おくを操作できないくらい衰すい弱じやくしているはずなのに、だんっ、と一気に五メートルほど飛び上がり、清水が悲ひ鳴めいを上げた。

「きゃあああ──────っ…………す、凄すごい」

　悲鳴はすぐに歓声へと変わる。初めて空を飛んだはずの清水は、陶原の時よりずっと早く順応して見せた。

「凄い！　凄いよ夜音ちゃん！　ほんとに空飛んでるんだ！」

「──はい。しっかり摑つかまっていて下さい」

　弾はずむような声に、夜音の顔から怒いかりが消える。不安定に揺ゆれながら、三人は寺への帰き途とにつくのだった。










　　　　　　　　　　終章




　日付も変わった頃。寺に戻もどった陶とう原はらは、就しゆう寝しん時間はとっくに過ぎているというのにまだ眠れずにいた。

「危ねえっ！　あんまり近づけんなよ」

「あはは！　陶原焦あせり過すぎ！」

「だから止めろって！」

　清水しみずの向けた細い棒から色とりどりの火花が飛び、陶原を襲おそう。慌あわてて飛とび退のき、陶原はそのまま寺の縁えん側がわまで避ひ難なんした。

「あっ！　もう何で逃にげてんの」

「逃げるに決まってるだろ！　ちょっとは休ませてくれ」

　はしゃいだ声に返しながら、疲つかれたようにため息を吐つく。

　無事に帰ってきた清水は、祭りに行けなかったことを思い出し、せめて花火がしたいと駄だ々だをこねたのだ。助かっただけでもいいだろうと陶原は呆あきれたのだが、部長は大いに賛成し、張り切って広ひろ野のを起こした。実は用意していたのだと花火を取り出し、現在に至る。

「せっかく浴衣ゆかた着たんだから、やっぱりやっとかないとね」

「うん。基本は押さえておかないと」

　にこやかに応じる広野には、清水を捜さがして捜し回った不満は感じられない。道に迷って困っていたのだと適当に説明しておいたので、それを信じているのだろう。

「よし。次はこれに火を点つけてみようか」

「おっ。部長、その大物行っちゃいます？」

　空を飛んだ興奮があとを引いているのか、清水は妙みようにテンションが高い。付き合う気力が足りず、陶原はそのまま縁側に座すわり込こんだ。

「何であんなに元気なんだか…………」

　しばらくぼーっと眺ながめていると、夜よる音ねが花火の輪から離はなれ、多少ぎこちない足取りでこちらへと近づいて来た。陶原から少しだけ距きよ離りを置き、すとんと腰こしを下ろす。

「お前も疲れたか。ま、そりゃそうだよな」

「別に、疲れてなどいません」

　何気なく尋たずねただけなのに、夜音は強めに反発する。

「私がこの程度で疲れるわけがないでしょう。私を侮あなどっているんですか？」

「い、いやそんなつもりはねえよ。休みに来たからそう思っただけだろ」

「…………そうですか」

　吸きゆう血けつ鬼きと闘ったり陶原と清水を運んだりと、実際に疲れているはずなのに、夜音はなぜか不ふ機き嫌げんそうだった。意地を張るなら縁えん側がわに座すわらなければいいだろと、陶とう原はらは嘆たん息そく。ぽりぽりと頭を搔かいていると、清水しみず達の方を向いたまま、夜よる音ねが口を開いた。

「──もう、合宿も終わりですね」

「へっ？　あ、ああ。明日はもう帰るだけの予定だし、やっと終わってくれるんだな」

　思い返してみれば、この二日間はろくなことがなかった。生活リズムがぐちゃぐちゃに崩くずれた上、勉強も運動もほとんどできていない。カレーという禁断の食事にも手を出してしまった。

「怪け我がまでしちまったし、最後の最後まで散さん々ざんな合宿だったぜ」

「……そう、ですね」

　陶原が右腕をなでながらため息を吐つくと、夜音も少し間を置いて同意する。

　紅こう葉ようの使い魔まに突っ込んだ腕は、ほんの一いつ瞬しゆんだというのに皮ひ膚ふの表面を溶とかされてしまっていた。部長が薬を調合してくれると約束したのだが、しばらくの間とはいえ、不自由を強しいられてしまう。夏休み中なのが不幸中の幸いだろう。

　これだから集団行動というのは嫌いやなのだ。普ふ段だんからこういう行事に参加していないのは、やはり正解だった。

「ええ。合宿というのは最悪です。清水に正体はばれてしまいましたし、棺かん桶おけ以外で眠るのはやはり不便でした。小さ夜よの紅茶も飲めませんでしたし、それに────」

「あーあ」

　同調するような夜音の愚痴は、清水のがっかりした声で中断させられる。目を向けると、それまで明るい光を振ふりまいていた花火は全て消え、光源は蠟ろう燭そくだけになっていた。

「もう終わっちゃった……。まだ物足りないのにー」

「すまない清水君。用意が足りなかったよ」

「い、いいえっ！　部長が謝らないで下さい。無理言ったのはわたしなんですから」

　ぶるぶると首を振ふる清水だったが、残念そうな表情は隠せなかった。

「今からでも買いに行こうか？」

「この辺コンビニとかなかったと思います。あっても二十四時間営業してないだろうし」

「仕方がないよ。また今度──────？」

　慰なぐさめるように何かを言おうとしていた広ひろ野のは、不意に言葉を途切らせる。ふよふよと小さな光が目の前を横切り、それに目を奪うばわれたのだ。

「螢ほたる……？」

「うわっ、凄すごい！」

　光の粒は一つきりではなく、次第に数を増していく。黄色に緑、赤、青など様さま々ざまな色で、闇やみを鮮あざやかに彩いろどった。

「綺き麗れい………………」

　周囲を飛び回る光に目を細め、うっとりと清水は呟つぶやく。その顔から先ほどまでの曇りは完全に拭ぬぐい去られていた。明らかに自然のものではないのに、見み惚ほれたように眺ながめる広ひろ野のや部長に気にした様子はない。

「……何、やってんだ？」

　光は夜よる音ねの手元から溢あふれ出でていた。陶とう原はらが顔を覗のぞき込こむと、彼女はわたわたと顔を背そむける。

「な、何って…………。──そう！　疲つかれていないって証明です」

「は？」

「私が疲れていると、貴方あなたは侮ぶ辱じよくしたでしょう？　それが間違いだと、こうして教えてあげているんです。ただそれだけですから」

　一方的に言い放ち、つんと顎あごを逸そらす。頰ほおが赤く染まって見えたのは、きっと光が反射していたからなのだろう。

「……そうだな」

　穏おだやかに漏らし、陶原も光の渦うずを眺ながめる。夜音の生み出した幻まぼろしの光は、まるで踊おどるように自由に飛び回っていた。幻想的な光景を前にして、しかし陶原の目は、自然と浮かれる清水しみずや口元を綻ほころばせる夜音へと引き寄せられてしまう。
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（──────いかん！　何を考えてんだ俺おれは！）

　腕一本しばらく使えないくらいでこんな姿が見られるのなら、安いものだ。そんな気の迷いを起こしてしまい、陶原は慌あわてて首を振ふる。吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれるような合宿を、楽しいだなんて思ってたまるものか。

　だから──

（次の合宿は、もっとちゃんとしたのにするぞ）

　決意を固め、陶原は気合いを入れる。それでも立ち上がろうとせず、視線はまるで動こうとしない。

　こうしてゆっくりと、合宿最終日の夜は更ふけていった。





終












あとがき




　お久しぶりですもしくは初めまして。丸山英人です。

　まずは三巻を手にとって頂いただき、ありがとうございます。




　この本が出る頃ころにはどうなっているか分かりませんが、あとがきを書いている時分にはインフルエンザが流行していました。人に流されて生きるのが信条の身として、私もそれに乗っかり、本文を書いている最中インフルエンザにかかりました。ただし旧型の。

　病気で寝込むと人ひと恋こいしくなると言いますが、引きこもり気味で普ふ段だんとそう変わらない環かん境きようだったためそんな気分には一切なりませんでした。護身は完かん璧ぺきです。ただ、締しめ切きり三日前という最悪のタイミングでしたが、タミフルのおかげで熱だけは一晩で下がってくれたのでどうにか間に合いました。

　皆さんもお気をつけ下さい。




　もう一つ大きな出来事として、この巻から担当さんが替わりました。

　前担当の川本様。打ち合わせをする以前のできの原稿を出してばかりの私に辛しん抱ぼう強く指導して頂きありがとうございました。約一年という短い期間ではありますが、大変お世話になりました。

　新担当の黒崎様。まだ探り探りの感じですが、どうぞよろしくお願いします。お手数かけますと、先に謝っておきます。




　この流れだとついでみたいになってしまいますが、最後に謝辞を。

　イラストのosa様。いつもいつも容姿をほぼお任せの状態ですいません。イラストを見ながら、こいつはこんなキャラなのかと書く参考にしています。

　そしてこの本を手にとって下さった貴方あなた。繰くり返かえしとなりますが、本当にありがとうございます。少しでも楽しんで頂けるよう、今後も精進します。




　さて、このシリーズは次で完結となります。最後までお付き合い頂ければ幸いです。（次巻が新作になる可能性もありますが、その場合は察して下さい）

　それでは。





丸山英人　
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丸まる山やま英ひで人と

鹿児島出身。現在は近畿北陸電撃文庫作家連盟京都支部所属。写真は賀茂茄子（実）。
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イラスト／osaおさ

思えば前に浴衣を着たのはいつ頃だっただろうか。たまには変わった格好をして気分を変えるのもいいかもしれませんね。
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夜よると血ちのカンケイ。③








丸まる山やま英ひで人と
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※2010年2月10日発行の電撃文庫『夜と血のカンケイ。③』初版に基づき制作
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